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監事並びに本部所属

評議員の当選

名誉正会員 4名が

推挙される

茶室見学会(劇団)

仁和寺の

遼廓亭と飛濡亭

日 本建 築 協 会

。血

冨 固

平成 6 年 2 月23日開催の通常総会にお

いて、監事並びに本部所属評議員の選

挙を行いました結果、下記の方身が当

選されました。

・監 事 ( 1名)

尾亀清四良l活( 三晃空調)

・本部所属評議員 (23名)

下笠晃右君( 大阪市都市整備局)

下 村 健j鵠 幡 成 建 設 専門学校)

山尾弘子君( インタープラン)

秋 葉 善 美 君 G丘畿地方建設局)

谷口 一劇活( ミサワホーム)

中川 徹君 G育水建設)

減甫出樹首伏阪府住宅管理センター)

大塚日出夫君 G菱沼車ro

上出秀雄君( 蕗木工務庖)

楠 正世君( 戸田建設)

柴田邦彦君( 時国

高橋保夫君( 銭高幸且〕

三木敏男君( 虞砕す育ro

同じく上記通常総会において、次の ますますのご支援ご鞭鑓をお願い申し

方今が名誉正会員に推挙されました。 上げます。

本会に対する永年のこ安: 援・こ協力に

対し深〈感謝申し上げますとともに、

日 時 1994年 4 月23日出

14 :  ＰＰｾＱＶ ・∞

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽i墾

講 師 中村昌生/ 京都工芸樹佐大学

名誉教授

集 合 仁 和 寺 通 用 門 入 口

京都市右京区御室大内33

* 京福「御室」駅より徒歩 3分

参 加 費 会 員2，500円、ー骨量3，500円

* 含、特別拝観料1，400円

申 込 4 月15日悩 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1) 催し名( 茶室見学会)

2) 氏名

3) 会員 ・一般の別

4) 職場名

5) 耕 民m送先

6) 濁各先電話番号

をお知らせ願います。

* 参カ信正を 4 月18日(月) に発送

します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

大阪市北区梅田ト l 干530

大 鵬R前第 3 ピル21階

FAX348- 0634 TEL348- 0633 

仁和寺本坊の奥庭に、遼廓亭と飛湾亭

と呼ぷ二棟の茶亭がある。

遼廓亭は寺で建てられたものではな

く、門前の竪町にあった尾形却林の御

室の別荘にあった建物を移築したので

ある。知林のあと桑原空洞、何似某が住

んて・いた。何似が住んでいた頃の古図

によると、現存する亭は、この屋敷の主

屋て・あった。それは遣り違いに配した

四畳半二室に縁を廻し、茶室が付加さ

れている。全体は柿葺の緩い屋根が蔽

い、その形は優美である。茶室は建仁寺

正伝院にあった如庵( 織固有楽作) の

@

 

。

oodg 

o  

o  

o  

仁 和 脅 飛i"'" I 平而同

飛岡宏佳君( 安藤建設)

‘ 有国俗光君( 鉄建建設〉

森本 晴夫君( 三平日建設)

西本良彦君( 西梢ro

今村 騰君( 中央電気工業)

浅 海 伸 之 君 Gお毎電気)

岡崎至成君( 日比儲毒合設備)

清水義一郎君む嗣く工業所)

江蔵正昭君( 万年スレー卜)

小西信一郎君( コニシ)

※ EPは織壁

- 新名誉正会員

岡 野 武 司 氏 佐 々 木 保 氏

寺 田 徳 重 氏 山崎和三郎氏

仁租骨量庫事/ 平面悶

写しである。沼林も如庵の斬新さに魅

せられていたようである。

寝殿から林泉を隔てて小高い地点に飛

; 溝亭か建つ。茅葺の田舎家風の都ぴた

外観である。光格天皇遺愛の茶室であ

るという 。茶室の向こうには五重塔の

釜え ているのか望まれる。茶室は四畳

半、しかし利休流の( 宅の空間とは大い

に趣を異にする。床は踏込式の洞床、上

り口はニ樹章子の貴人口、それと矩祈

りに二枚障子の口を開き、頗る開放的

な構成である。草庵風な若手見の中に稚

な意匠が添えられ、貴族らしい遊び心

が溢れている。 ( 中村昌生)

中村 昌 生 ( なカ・むら まきお)

1927年生まれ。$ 年勤務した〕王者11工芸繊維

大学工芸学部総築学科を 1991年に定年退官

し、同大学名脊教授となる。現在、制弁工業

大学教授、 IIW京都伝統k ! 築技術協会理事長

等を務め、茶室 ・数寄庖の研究1 : tlll 作. な ら

びに伝統建築技術の縦糸に専念しておられ

る。

まな特舎は r茶室の研究J rヲ巨匠 U .I!築 J rl 主

寄屋建築集成 J r 数寄届邸宅ml il<: J
r
数寄庖古

典m成 J ほか多数. また作品集に「茶チli のな

匠 J r現代の数寄座J がある。

建築と社会 ・1994. 3



コスモタワー

日 時 1994年 4 月26日伏)

Ｑ Ｓ ・ Ｓ Ｐ ｾＱＶ :  30 

集 合 現 地

大阪市住之江区南港北卜 |卜|

* ニュー 卜ラム「中ふ頭J 駅

下車徒歩約 5分

大阪ベイエリア開発の中心的、先導的

役割を担うのが、大阪南港160haのエ リ

アをもっコスモスク エアである。ここ

には既にイ ンテック ス大阪、 ミズノ本

社ピル、ライカ本井土ピルなどが完成し

ており 、今年はアジア太平洋トレード

センター (ATC) が 4 月に、ホテルハイ

アッ トリージエンシーが 6 月にオープ

ンする予定である。その新者島心コスモ

スク エアの中核となるのが、西日本一

の高さ約252m、地上55階の大阪ワール

ドトレードセ ンターヒ.ルデイ ング( 愛

称 コスモタワー) である。

( 大阪ワールドトレードセンター)

建設工事

講 師 江 副敏史/ 日建設詩主計主管

岡崎政弘/ 日麗 知 器 室 主管

梅原弘記/ 施工J V工務長 参加費 会 員 1，∞0円、一般 1，500円

申 込 4 月18日開) までに、ハガキ、

見学会
定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽i墾

鴻 池 藤 一 本会副会長 逝去

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催 し名 ( コスモタワー見学

会)

2) 氏名

3) 会員 - → 宣の別

4)職場名

5) 参カ厄H B送先

6漣絡先電言語号

をお知 らせ願い ます。

* 参力属正を 4 月19日( 1( ) に発送

します。

申 込 先 制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1- 1〒530

大阪駅前第 3 ビル21階

FAX348- 0634  TEL348-0633 

. M! 築概嬰

所在地大阪市住之江区南港北1-11-1

設 計 11姥設計 ・マンシーニ・ダフィ j V

監 理 日雄投官|

施 工 大 林 ' I J U"， . 三井・鴻池 ・銭高 ・

-*忽、・奥 村 西;松 ・五洋 ・日本l刊

上 タ ー ナ ーj V

敷 地繭紋 20.000m'  

建築面I l fl'! 11. 000m'  

延床而梢 150.000m'  

村;造;¥II. t且 S 、S RC、B3、55F

ＱＱｾ ｉｦ Ｚｪ おき 252m 

工 Jtl I  1991年 2月- 1994年 12月( 予定)

コスモタワーは、世界の20崎日市とWTC

ネッ トワークで結ばれる世界貿易セン

ター ( 本部ニューヨ ーク) の拠点ビルと

して、国際化を 目指す大阪の新しい象

f数となる。

外観は、空と、その空を青〈映し出 した

反射ガラスのカ ーテ ンウオールの中

で、構造体が白 〈強調さ れ垂直性を力

強く謁見している。また頂部の逆四角

錐にオーノてーノ、ンク. さ れて いる展望フ

ロアのシルエ ッ トがス カイラ インを特

徴づけている。

外装のカーテンウオールは、梁部を除

い て 床から天 井 までを盃ｾ性のあるこ

重ガラスで織成されている。昼はオ フ

ィスゾーンに明るい自然光を取 り込む

のに対して、夜は光のタワーとして表

現さ れる。

また低層部にある、 ガラスシャフ トに

24台の日が舞い降 りる20m吹抜のエン

トランス ロビーや、様4 なイベン 卜に

対応できる約3000m'奮のアトリ ウム空間

が、ピルを印象づけて いる。( 江扇IJ 敏史)

3 月 9 日午後 7時 9 分、 心不 全 の た め 、 京 都 大学付属 病 院 で 逝去 さ

れた。 享 年82歳 。

通 夜 は12日、密葬は13日 に 、 大 阪 市 東 住 吉 区 長 居 公 園 内 、 臨 南寺 会

館 で い と な ま れ た。

. 間格歴 大阪樹辰輿( 側、西日本建設業保証側、 側耀設業 振 興 基 金 会 長

昭和12年 早稲 田 大学理工学部建築学卒ト卒 業 側大阪建設会館 各 々 取 締 役 。脳E設産業教育センタ 一 会長

同12年 鮒 鴻 池 組 入 社 ・役員 就任中の主 たる団体 ・制日本建築協会歴

同19年 同 社 代 翻R締役社長 制汰阪建設業協会会長( 通z:no年) 歴任後、理事 昭和22年~平成 3年 明 王 ( 通 算45年)

同60年 同 社 代 表 耳R締役会長 船全国建設期総会長( 通1 ，[ 10年) 歴イ誠、- 一 昭和30年一35年 副会長( 通算11年)

・役員x，; t { 壬中の主たる会社 相 談 佼 平 成 元 年- 6年 3月 同 上

鴻池運転糊代議取締役会長歴伯ゑ、顧問 大 阪 商 工 会 税rr 制 服 ・受賞

瓜工業糊、 j問、動産側、鴻池主主訟明、胤興薗鮒 |鶏 西 経 営 者 協 会 常 任 理 事 平成 2 年 勲 二 等 旭 日 重 光 立

各々 代器保締役会長 静かた阪工業会会長 ( 通算 4年 6 カ月) 歴任後、 昭和57年 勲二等瑞宝章

大阪合同i並走直槻取締役会長歴任後、 特別顧問 昭和56年 内 閣 総 理 大 臣 表 彰 ほ か 多 数

取締役相談役 拙 |潟 西 経 済 連 合 会 常 任 型事

2  
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今 月 の 表 紙

梅田スカイビル

写 真 東 出 清 彦

表紙デザイン側アクロス

伊 勢 ・ 神 宮 式 年 遷 宮 と 神 宮 界 隈

[作 品] 愛知県白壁庁舎/沼津市立図書館/笠明市文化会館/文化センターサンアート

ｾ寺月 ＧＱ 養謎老人ホーム扶桑苑 ・ 扶桑 ｉ ｉｉ ｊ デイサ ー ビスセンター

国際環境技術移転研究センタ ー Ｏ 中 剖 Ｑｾ Ｑ￮Ｚ力千代田ピノレ Ｏ 名古屋センタ ー ヒツレ， ［Ｑ Ｑ 館｛

三重セキスイノ、イム本社ヒツレ/マ/ レカン酢伏見ピノレ/メイテック厚木テクノセンター

ニッタ ピノレ/ アレツクス/ 袈 徳 寺 支 坊 聖 徳 寺

中京ゴルフ倶楽部石野コースクラブPハウス/ っくでカントリークラブハウス

稲武カン トリークラブシ、ウス/ 笠 田 中研 福 利 厚 生センタ ー

12回自動車f必機製作所シャインズ荘)11/フォレスタヒノレズ

; 富士屯機三重営業所独身寮「ブ予ノレーアーク」

打山 Sket 仙Book] 東海のが『建 築5点

[ 遷宮] 伊勢と遜宮 ・宇津野金彦

式年造替と桧 ・飯閏喜四郎

神 宮 の 御 正 殿t 日本社会の理念 ・ローズマト・ベJレナ- )レ

遊宮諸祭と整化される御正殿 ・ローズマリー ベJ レナ- ) レ

告fl 遂宮悦申領民 ・井上静和

建築家のみた遷宮 ・桝林宏ニ

口 ぉかげ横丁

おかげ横丁の企画意図 ・伊勢福

“ 古さを自IJ 造" した新しL、IIIJ づくり ・中村浩裕

口 式 年 遜 宮 記 念 材 富 美 術 館

遜宮の歴史と共に咲きつづける美の精響 ・河原光江

式年遜宮記念和1

'

富美術館の設計について ・種 村 強

口 斎 宮 歴 史 博 物 館

斎宮歴史博物館の建設について ・櫛 靖 雄

斎宮歴史博物館の建築計画 ・前回佐智男

口建 築 家 の 見聞記

伊勢おはい、III J の遊び心 ・井上昭彦

式年遜; 宮記念ヰ'" 宮美術館 ・福田泰造

斎宮歴史博物館を見学して ・仙 田 篤

[インタヒ.ユー] 口選宮の建築技術を支λ る人々

「心」が第一 小工事R梁 ・岡田j告次

「やり甲斐」のある仕事査工 ・山 本 剛

本物をつくって継承鋭戦 ・森本安之助

監事並びに本部所属評蛾員の当選

名誉正会員4名が推挙される

茶室見学会( 第2回) 仁和寺の遼廓亭と飛湾亭

コスモタワー( 大阪ワールドトレードセン7 ー) 建設工

鴻池藤一本会副会長逝去

新 大 阪 和幸 ヒ。ノレ

レイク津 々 山 台 社宅

K. A. I . ピノレ

コットンニッセイピノレ

花 屋 敷ゴソレフ倶 楽部よかわコ ー スクラブノ、ワス

記憶のすまい ・八木敏 明

甲斐良夫( 彫刻家) ・斉 藤 均( 彫刻家)

最 近 竣 工 し た 新 建 築 作 品 10点

者11市 の 風 景一 都 会 の 空 き地 ( 後悔空地)

「建 築 現 場 に お け る 鉄 骨 工 場 名 の 表 示 に つ いて」

「鉄 骨 造 建 築 物 等 の 品 質 適 正化 について」の 運 用 取 り 扱し、 ・山 本博 文

r1階 が 鉄 骨 造 又 は 鉄 筋コンク リー卜造 で2階 及 び3階が木造ていある建築物」の運用

取 り扱 L、・ 山 本博 文

第 71回I CBO年 次 総 会 及 び 米 国 建 築 行 政 調 査 に 参 加 し て

立 上 が り の 防 水 府 保 護 ・化粧 ボード仕 上 げ ・松本 章

建築家の機能の変化 ・;可i霊 聡

ツーノてイフォー工法に期待 ・笹川敏昌

ナビゲーションシステJ . ，. ・山下 勝

見えない力への抵抗 ・膝崎安弘

高力ワンサイ ドボ ル ト・村 山

炎感知器 ・津 宏

掌の中の宇宙「さわってみよう展 J ・松村芳; 台写真展

エ高生デザインコンクーJ レ入選作品を大阪府立体育会館で展示

ロダンの常設館 r Rodi n Wi ngJ 静岡に開館

第4回BUFF 国際建築テ・ザインコンペの課題は『東京お祭り空間」

日本マンション学会第3回大阪大会に一般参加を/

ノ、ウジングアンドコミュニティ財団の助成対象者決定

「シティ ・コミュニテイ」記念セミナー 階段物語り展

会 議 は は ず む 一 柳 田 ス カイピノレにて- ・山田

平成6年1月分

30 

特 集 .

- 特集予告

4 月号/ 建築のエネルギー シス

テム

5 月号/ ( 仮称) 会員作品

6 月号/ いま 、医療施設は

古
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88 
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見学会

作 品 作 風
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設 計 監 理 ・

日建 設計

施 工 圃

鹿 島

新大阪和幸ビル

中公下不動産にとって、初めて の本格的事務所ヒ、ノレである。乱加也は地

下餅在11堂筋書締庇大|仮駅と束三匡l駅のほぼ中間、新御堂筋商方約300m

に位置宝し、 北.fJ!l J道路をはさんて 「北中島公園」に面してし、る 。

設計に際 しては、 総合設青附IJ 度の活用により土地 の高度利用をはか

るとともに、 「北中烏公園」と辿絞する緑笠かな歩行者主主II ! . J を演出し、

快適な街並みの形成を 目指し た。

外装は花間岩貼 りの造伊豆、せっi!?沼タイノレ打 込PCa) 仮竪迷窓のカ ー

テンワオーノレ、台形の項昔日、の三}('ii梢H止とし、新御堂筋 . liirr*11反収

からのスカイラインに目白Iました z引 立あるタ惚見を目指している 。

臨車窓の基準階窓昔日には、今回あらたに開発した超薄型スルーザ、ウ

オーノレエ アコンを組み込み、きめ細やかな空聞を実現するとともに、

全階O Aフロアの採用、将来の空調負荷対応、のための屋外機用パノレ

コニー を設置するなど、将来のフレキシピリティに面白彦、した快適な

オフィス空間の実現をはかつている。

。11烏克也/ 日建設音|う

@

 

配置・ 1 階 平 面 図 1  1000 

所 在 地 一一ー一大阪市淀 川 区 宮 原 4 丁目

敷地面積一一一一 2 ，569 ，3 2 m'

建築面積一一一一一 1，484 ，7 0 m'  

延 床 面 積 一一一一 18 ，725 ，11耐

構造規模一一一一 S R C、 一 部 S 、 R C、 B I F、 13F、 PI

工 期一一一一 ＱＹＹＱ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＳ 年 ＱＰ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R、 地 下鉄 新 大 阪 駅

禄 影一一一一東出清彦



南 面 全 景
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言ll:言十 園

東 急 建 設 大 阪 支l吉一 級 建 築 士 事 務 所

監 理 ・

住 宅 ・都 市 警 備 公団 関 西 支社

施 工 ・

東 急 建 設 大 阪 支 j苫

レイク津々山台社宅

南河内の中心( 二位i笠する富田林市は、古代の文明発祥の地であり交

通の袈衡を占めている 。普からの寺内11f Tに代表される嫌に、商人の

IIrj として栄え、大阪の中心地から 30分閣の利便な地域である 。

計酉仙は、旧市街から見上げ‘ る新興住宅街の高台に有り、帝国道路

との差 は 3) 百分ある 。J加也の高低差 を処理する為に建物を 3 棟 に 分

割し、住棟の聞から見える風景と、銀なるレベソレからのアプローチ

による表 Ｑ ＩｾＱ の変化を持たせている 。 また、建物の 主 主 ｼ 制作りの中て富

岡林市の持 つ 歴史 ｉ ｾ Ｚ をな識し、金問削 ｬ 山 の山並みを背景に周辺にと

け込み易いフォノレムと色合いから椛成される。

外 観 の妻 而と 屡様 は 2 磁類のラスタ ー タイノレをJI占り分ける事によ

り、 l時刻のfお品とともに建物の表|清が変化し、緑と大防に恵、まれた

些かな自然と彫りの深い陰影とが、ゆ ったりとハーモニーを奏でる 。

ゆとりある共用昔日、ｾＡｬ ｬ 立性の高い住 戸 空間が住む人に落ち着きを

与え 、 四 李 の変化を ｾｉ 味わえる事を願 っ ている 。

( 杢千草V 東急、建設大阪支l苫設計部)

3 階 平 面 図

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府 富 国 林 市 津 々 山 台 4 丁目 31

敷地面積一一一- 6 ， 595. 94m'

建築面積一一一一 1，865 . 34 01'

延床面積一一一一 6，226. 89m'

構造規模一一一一 RC、6F

工 期 一 一 - f 成 4 年 6 月 ~ 平 成 5 年 11 月

最 寄 駅 一 一 一 近 鉄 長 野 線 川 西 駅

撮 影 一 一 一 伸 和

1 階 エ ン トランスホール( 外部)

7  
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設 計 監 理 ・

彦 谷 建 築 設 計 事 務 所 ・三 井 建 設 一 級 建 築士 事 務 所

施 工 ・

三 井 建 設 東 京 建 築 支l苫

K. A. I . ビル

東京の下 ｾｬｮｬ Ｂｊ 雰囲気も残る 林田Ｉ 11に平お丘い一角に、 三社( 貝印、 佐

繭数、 三井建設) 共同によるオフィスピノレとして昔I - @Iされた。周 辺

は前面道路も幾分狭〈、新旧の中小ヒツレが複雑な街並を形成してい

る 。 設計のねらいとしては、不翻 ｩ ヲ別加 也 Ｗｾ 状の有効活用とより優

れたインテリジ、エント ピノレとしての機能性 ・経1斉性を考慮すると共

に、周辺の者I1市長観の向上に寄与し、1 e : に地域の活性化につながる

4: J}: を主l岐においた。

構造的には、建物総重註の Ｑ 怪ｩｬＧｘ性を図り、車齢ｾ骨造の外壁乾式工法

を採用した。外装については、今後の主流になるであろう自然石ユ

ニ ッ ト ｃｗ 工法を選択し、自然相 ｉｾ 用アルシ叶 ｊ を含めたディテ

ーノレ・機能性等を事館忍するために大型言明主主? 行い、 主要部分の外 観

意匠を合め、施主共々工ZJ}: キ刀J切に充分なる検討ができた。t 仁上材は、

北 ・西1百は花開石 J P (----if s木! 努き) 、高性能熱線反射硝子、パック マ

リオン型アノレミ C W、耳訂由主1滋総タイノレ打込軽量PCJ 坂とし、周辺の

雑多な色調に反し、グ ｖ ーをｾ Ｎ部＿としたモノ ト ーンの大人しい ｩ ＺｬＺ｟ ヒ

りに努めることで、シンフ。ノレさの中にも端正なファサー ドが表現て

きTニ。

足元廻りの空地には、極力桜臓を施し、更にコ ーナ一部には、モニ

ュメン卜 ( SKY. ;常松大純作) ぞ配置することで、街灯の夜間照

明 ・ライトアップと相侠って歩道の通行者に安心J惑を与え、街路の

アメニティの向上が図れた。

( 八木一級 ・i¥:?ド一決 / 彦谷建築設計-ZJ}:務所)

，I

F

I

l

 

i

l

l

-

-
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配 置 ・ 1 階平面図 I  :  800 

所 在 地 一 一 一 一 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 シ ト5

敷地面積ー一一一一 1，127. 38m'  

建築面積一一一一 765. 32m'  

延床面積一一一一- 6，159. 98m'  

構造規模一一一一一 S 、 8  F ， P  1  

工 期一一一一平成 4 年 6 月 ~ 平 成 5 月 11 月

最 寄 駅 一 一 一 JR秋 葉 原 駅 ・地 下 鉄 新 宿 線 岩 本 町 駅

煩 影一一一ー重松写真工房

エ ン ト ラ ン ス ホ ー J レ

9  
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設 計 監 理 ・

日本 生 命 保 険 相 互 会 社 不 動 産 昔 日

清 水 建 設 大 阪 支 l苫

方包 コニ ・

清 水 建 設 ・鴻 池 組 共 同 企 業 体

コットン二ツセイビル

大小オフィスピノレが林立するピジオ、ス街、西区。 その中に大阪で、も

数少ないグリ ー ンゾー ン靭公園が位澄する 。当建物は公園北東端に

あたる旧綿花会館跡地に、綿花会宣告;と 日木生命の共同ヒツν として計

画された。 J加 也条件からくる配置刊菌、建物形状は素直に解され、

周辺環境に調和している。

旧建物が持つ歴史的イメ ー ジとノ、イテクイメ ー ジの融合ぞデザ、イ

ンテーマとし、基担部、 中間部、攻上部、 と三j晋梢成の元に成り立

つ外相は、 四 ツ橋筋に面して展開される。

最下層は、記憶の 中に残る 綿 花会館のイメ ー ジ、を抽出し現代沼E築に

アレンジされたものとして、表の顔にふさわ しい端正 な 表!?? を創り

出し ている。

突出し たアイス トップ となること を避け、周辺環境を引き締めるエ

レメントとしての位置宝づけにより 、新しいランド、マ ーク としての地

位を引制呆出来たものと考えている 。

空間構成に|到しては、シンフ。ノレな片イJ!l lコア配置とし、理想的な無住

オフィス空| 湖が構築されている 。又、パークサイドという辺、まれた

立地条件をいかすべ〈、南側妻商 カーテンウオ ーノレからの|眺望の確

保や、公園との連続性を意図したポケ ッ トパーク等、うる おいのあ

る、内外空間をfj l随している 。

経年後、航咋l床のある存在感制: 樹寺しつつ、風景の一部となり都市

の中へ溶け込んでいくことをJ明待し、 トラテV ショナノν なものとし

て! 時代の道加となることを願っている 。

1  ，皆平面図 1  :  600 

所在地一一一一大阪市西区靭本町 1- 8- 2

敷地面積一一一一 170m'  

建築面積一一一 605m'

延床面積一一一- 6，605m'

構造規模一一一一一 S R C 、8 1、 I OF、PI

工 期一一一一一 Ｑ ＹＹＲ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月

最寄駅一一一一地下鉄四ツ橋線本町駅

渇 影 一 一 一 水 野 励 治

(藤 田 正/ 行ヤj叫 E設)

.""，，-

エ ン ト ラ ン ス ホ J レ

11 



進入路力、勺クラブハウス正面玄関を見る #18ホ ー ル か ら の 夕 景
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言宣言十監理 ・

秋 田 照 成建 築 事 務所

(構 造/ 宮 本建 築 事 務所 )

( 設備 / 設 備 技 研)

施 工 ・

新 井 組

花 屋 敷 ゴ ル フ 倶 楽 部

よかわコースクラブハウス

「花 屋 敷ゴ‘ ノレフ倶楽部J 1J: ) 11西市から現在の吉川 町に移転してから

早 や20年、その間ゴルフ人口の増加、施設のハイグレー ド 化など

糠々なl時代の変化 に対応すべ〈新クラブハウスの主I ! て潜えを行った。

正 面 ゲート をくやり広々と拡巾 した貝塚並木の進入路からアプロ

ーチ越 しに正面 ファサー ドを望んでみる と、シンメ トリーを基本に

イタリアン ・ノレオ、ッサンス的印象のクラフツ、ワス木館の白が動休の

中から浮き 出て見える 。そしてエ ン トランスホール に 入 る し 上 昇

感のある 4 本の円柱 ・やわらかなシャンデリアの光に包み込まれた

ドー ムが訪れた人々に安らぎをも感じさせる 。2 階 全面ガラス張り

のブリッジを渡ると、シンボ リックなフオノレムを持った ν ス トラン

棟 が 従 え建っている 。主主に浮かび‘ 上がったメインレス トランから

は、 | 股下に18番グリ ー ン、大11f(7 )くと緑に固まれた各ホーノレぞー留す

る司王が1'1' .来る 。又、大小様々な コンペの千弘 200人 ぞ越す大コンペの

パー ティ ー を行う こ とも可能である 。

こうして生まれ変った来Irクラブハウスは、名門 ゴルフコ ースの名 に

l K'、じない風絡 と気品を受け継がれる建物となる Tごろう 。

Ｈ 秋 田 ＡＡＨｾ成 ・ 西 田和 弘 Ｏ 秋 ｩ 王 ｉ ＡＡ Ｈｃ｜成刻 ｩ ｾ 間工務 所Ｉ

配 置 ・ 1 階 平 面 図 1  :  2000  

所 在 地 一 一一 兵 庫 県 美 嚢 郡 吉川 町 福 井 字 小 西 谷534- 1

敷地面積一一一一一 991 ，734 ∞耐

建築面積一一一一 3 ，152 . 11 耐

延床面積一一一一- 5 ，355 .  95 1T".  

構造規模一一一一 レストラン棟 S 、4 F 、B IF クラブハウス棟 R C、2 F

工 期一一一一平成 4 年 5 月~平成 5 年 12月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R福 知 山 線 ・新 三 田 駅

撮 影一一一一石田孝行 ・陸 野 伊一 郎

7 ラブハウス棟 2 F 男 子 大 浴 場

13 



一一ー まち一建築- ひと

記憶のすまい

設計

八木敏明

よく出来た家だった。モダニズム{さ宅

の初期の作品を思J っせる小車奇麗なイン

テリア。残念ながら老朽化で取り壊さ

ねばならない。

新しい家は、 2層分の天井高を持つLD

を中心に家全体を回遊できる様に考

え、開放的なすまいになっている。しか

し、模索されたフ.ランは、クサビ型の数

1958 大阪府生まれ

そして住み手の旧

合って、最終的

であヮ f二。

った介、個室

間取りは類

1983 神戸大事案境計画学料理E士課程

石 井 修/ 美建・設計事務所

1988 建築設計事務所 Y. A. D. 開設

企画編集ー倉淵奈千子( 作品作風小委員会)
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甲斐 良夫

KAI  Y OS HI O 

1944 大 分 県 に 生 ま れ る

1965 坪 井一 男 に 師 事

1974- 7 8  DORO展 ( 京都)

1978- 8 2  Z ONDE展( 京都)

1979- 84 京 都 ア ン デ パ ン ダ ン 展

1980 空 間 一 知 覚 の 鉱 が り展( 京都)

1983 版 と 紙 に よ る ア プローテ展( 大阪)

1985 風景の軟体構築展( 京都)

1989 トランス ク レ イ フ ヱノメノン展( ギ ャラリ ー 白 、 大阪)

滋 賀 、 明 日の奨術展( 滋賀)

嵯 峨 喪 術 フ ォ ー ラム( 京都)

1990 横浜、神戸現代美術交流展( 横浜)

1991 ポ ジ シ ョ ン91展( ギャラ リーすずき企画、京都)

1993 画 廊 の 視 点93( 大阪現代美術センヲ一大阪)

1976- 京 阪 神 に て個展、 24回 開 催

じっと草を見る。ヒメコパンソウという部稽 な

校楽に、なるほどづ中lを背負ったような姿に見え

る。ちょ っとした風にも揺れ傾むき、大丈夫なも

のかなと思うがしっかりと元に戻 る。そのパラン

スのなせる技は、どこから学んだものかなと考え

させられる。が、見かけ花U二』こしっかりと土に立

ち、太陽を、雨を気ifuUこ、たえず注意をはらい、

その分身の確保をしている容姿はたくましくも、

えらいものだと感心 してしまうことばかりに笑

えてきます。

たまたまの出会いてeあったから、このように見

えるのでしょうが、実に、身近な所に、いろいろ

な姿で、我々は見守られているものだなと思う反

面、このs I ! 利の良い時代の代償としての置き去り

物もあるわけで、あまりに美辞麗句の感想文は、

同じ雌! . J : の出米事 として見れ』求 草花にすまない

ことばかりをしているなと忠、います。ヒメコパン

ソウとの出会いも、互いに、見られよう、見せよ

うとして在るものであらば、それは又、迷う感想

を持ち、記憶に残るとは|浪らないかも知lれない。

盟 問なことは言葉になりづらく、 言葉にならない

ものは捨て去るというふうな時世も惨いものだ

ということになります。ヒメコパンソ ウの想い

も、こうして言葉にしてしまうことに、人間の一

人勝手な、そして、その一人j勝手な理屈を赦して

くれるものでしょうか。 甲斐良夫

1993 記憶の道( 部分) phot o 森 宮 英 文

1991 phot o : 柄 松 稔

( 推薦 ギャラリーすずき )
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斉 藤 均

S AI T O HI TOSHI  

1948 神戸に生まれる

1975 京都市立芸術大学美術学部彫刻科卒鎌

1977 京都市立芸術大学費術専攻彫刻専攻修了

1988 青 森EXPO' 88現 代 野 外 彫 刻 展 パ ネ J レ展出品

1989 大阪中之島緑道彫刻展出品、第6回へンリームーア大賞展

彫刻の森奨術館賞、第 1回鹿島彫刻コンクール出品

1991 第2回横浜彫刻展優秀ヱスキース展出品、

第 14回現代日本彫刻展京都国立近代奨術館賞

1992 第 13回 神 戸 須 磨 離 宮 公 園 現 代 彫 刻 展 エ ス キ ス入選

1993 湖 南 ひ ら つ か 野 外 彫 刻 展 優 秀 ヱ ス キ ー ス 展 出 品

1994 第 l 固ステンレス協会賞受賞

角パイプを使って形をつくる。 自然のもの、人、建造物、その他の

ものとのかかわ りあいにおいて、おしつけがま しさを感じさせな

い、単純てき美しいものをつくりたいと思います。

タイトルは rIt blows.  J  r庇がて' ちゃった。」ではなく、「風カ司次

いてきたより そういうものてす。 斉 藤 均

大 阪 市 中 之島 緑 道 572x572 x 3403mm(D x Wx H)  phot o 森 岡 純 '91現 代 日 本彫刻展( 宇都市 ) 990 x  990 x  5715mm(D  x w x  H)  photo 森 岡 純

彫 刻 プ ラ ン ニ ン グオ フ ィス* はねうさぎゅは モ ニ ユ メ ン ト や 造 形 作

品 に よ る 、 芸 術 と の 共 存 空 間 を プ ラ ン ニ ン グ す る こ と に よ り 、 環

境 と 融 合 し た 突 の 空 間 、 人 間 的 な 表 情 豊 か な 空 間 づ く り が 出 来 れ

ばと 願 っ て お り ま す。

コーディヰーター吋まねうさぎ' 代 表 巽 育 子 ( お 閉 会せ 075- 761 - 3759)

企 画 協 賛 トート様式会社・ $' : i i ::lS
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18  建築 と社会 ・1994 .3

新 谷 町 大 治 ビ ル

設 計 ・ A. R. I 建築事務所

施工: 清水建設

a 大阪市中央区谷町 5 丁目

b .  344. 35m'  

c  261. 62m'  

d.  2，479.66m'  

e  S 、B1F、10F、P1

f  平成 3 年 7 月~平成 5 年 1 月

敷1也l立、谷町筋に面した位置で、周辺地

区は章献とした統一感のない景観カ鴨

いている。その中で、 ''t;対直なオフィス

ビルで仕事がしたい' を基本王旦念とし

たこの建物は、将来の多彩なOAニーズ

を見越した機能と、 f対置性を備えた先

進的なインテリジェン 卜空間とな って

いる。

外観は、石とガラスで、近代的な景観を

意図しながらも、重厚で落ち着いた表

情とした。 また、流れる雲が日央し出さ

れ、適すく人の目を楽しませてくれる。

1410 大 日 本 製 薬 広 島 支l苫

設計. 竹中工務庖

施 工 竹 中 工 務 広

a 広島市中区総町 2 - 16 

b .  337. 64m'  

c  274 .  40m'  

d.  l ，938. 11m'  

e  R C、B1F、 6 F、P1

f . 平成 4 年 6 月~平成 5年 7 月

世界平和記念聖堂に近接した敷地に、

老朽化した旧社屋を解体し、建替えた

自社ピルである。外在見は外国産花関石

とブラインド内蔵サ ッシにより糟成し、

落ち着きと格調のある外観とした。

| 階エントランスホールは、明るさと

i青潔感のある空間を目指し、大! f . : 石の

床 ・壁と光天井及びオブジエで構成し

た。また事務室は、間口が狭いながら

も、快適| 全を重視するためタワーパー

キンク"(20台) 及ひ・コア部分を奥に配置

することにより、広がりのある空間を

確保している。設備的には、事務室に

OAフロアーを設けて、 OA化対応、を計っ

ている。



2421  
大 末 建 設 高 槻 察研 修 セ ン タ ー

設 計 : 大 末 建 設 一 級 建 築 士 事 務 所 Ｉｕｾｊ＠

施 工 . 大 末 建 設

... ..... . . . . . .・ーー・

a 大阪府高槻市沼田町1- 320- 6、320- 9

b .  l ，652. 90m'  
a 所 在 地

e ・.... ・・ ・・ ーーーーーーー ー- ・

c  761. 58m'  

d .  3，242. 86m'  

b. 敷 地 問 綴

e  R C  ( 壁式) 、 B1F、5F
ーー・........ーーーー. • • • • • • .  • • .  .  

f. 平 成 4年 2 月~平成 5 年 3 月

2422 特別養鑓老人ホーム オ ー ビ ー ホ ー ム

c . k且築而積

"・."・"・・・・・・・・・・・・・ 4・・・ーー・ ・ー・・ .. 

設 計 : 光安建築設計事務所光安義光

d 延 床 面 綴

施 工 . フ ッ ト ワ ー ク 建 設
-ーーーー・・ ・ー. . . . . . . . . .

a 神 戸 市 垂 水 区

b.  3，150m'  
e  .  h' I 造線技

2421 c  l ，259. 09m'  

d .  2，484.  09m'  

e  R C、2F
r. 工J t ! J

.............. .....ー ・-ー・ーーー・

f  平 成 4年 9 月~平成 5 年 3 月

2423 エ ス カ ル 白 浜

大阪府受通安全協会白浜保養所

設 計 ・ 宮 崎 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 漬 本 組

a 和歌山県西牟婁初白浜町字瓜切2927

b .  298 .  10m'  

c  150 目 46m'

d .  234. 48m'  

e  S、B1F、2F
.....・・・・ーー・・ーーー..... .，..... .ー.

f  平 成 4 年 9 月~平成 5 年 7 月

2424  岡 山 県 運 転 免 許セ ン タ ー

庁 舎 棟 ・機 械 棟

設 計 . 類 設 計 室

施 工 . 奥 村 組 ・同和エ営J. V  

2424 

a 岡山県御津郡御津町中山444- 3

b .  150 ， OOOm'  

c  4，125. 99m'  

2423 

d.  11 ，048 .35m'  

e  R C、一 部S R C、4F

f . 平 成 4 年 3 月~平成 5 年 8 月

2425 靭 イ ー ス ト ビ ル

設 言 十 : 小 西 設 計

施 工 : 東 洋 建 設

a  大阪市西区靭本町 1 丁目

b .  759. 81m・

c  521. 88m'  

d.  4  ，731. 53m'  

e  S 、 B1F 、9F、P1

f . 平成 4 年 4 月~平成 5 年 9 月

2426 庄 内観 光 物 産 館

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

2426 

施 工 . 佐 蔵 工 務 庖 ・佐 藤 組J. V  

a 山形県鶴岡市布目 字 中 通80- 1

b.  4，125.39m'  

c  2，642. 13m'  

d .  2，996 .10m'  

e  S 、2F

f . 平成 5 年 4 月ー平成 5 年 10月

2425 
← 一 一 一一一一一ー一ι 一 一一

2427 白 良 荘 グ ラ ン ド ホ テ ル

一一 一一

設 計 : ア ル サ.ム

三ラｾｾ］Ｍミニ ｅｚ］ ーご :地 施 工 : 鹿 島 大 阪 支 庖

- ¥，"" .. 
a  和歌山県西牟婁郡白浜町862、868ーl、865-3

b.  6，670.732m'  

c  4，391. 97m'  

d .  15，982m'  

e  B1F  R C、6F P2 S  

f . 平 成 4 年10月~平成 5 年11月

2428 い す み 幼稚 園

日本基督教団神戸数会別館

設 計 ・ 大 林 組 神 戸 支 広 一 級建築士事務所

施 工 . 大 林 組

2428 

a 神 戸市中央区花際町9- 8、9- 12

b.  l ，600. 19m'  

c  213. 00m'  

d.  385. 64m'  

巴 . S 、2F

2427 

f . 平成 5 年 4 月~平成 5 年 12月

19 



[ 都市の風景]

都会の空き地

3  4  
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/.z / ミナミの中にポケットハー ク

3. 4 - 8 / 町家の中にポケ y トハーキンク

5 / 遇ヘイ $100%をめさして

6. 7・9 / 容機率UP を的ざして

7  

8  

5  6  

9  

企画/ 会員企画小委員会 Dlrector /H.  KASUTANI  



編集委員会法令分科会

コーナー 289 

「建築現場における鉄骨工場名の表示につしだ」

「鉄骨造建築物等の昂質適正化について」

の運用取り扱い

近年の忍諜活動の中で、鉄骨造建錠物カ稿用化 ①設計者の責務 協議会においても鉄- ; 守工事に対する検討を行っ

- 而担ミ性等において優位な梢造であるため、平成 ・緋造図 ・特記仕様啓 ・二次郎材との取り合いも ていたが、通達が出されたため、再度』指寸を行い、

3 年頃をピークに飛路的な伸びを示したが、 一方、 含め、完備した設計図啓の作成 平成 5 年 6 月23 日付けで「鉄骨造建築物等の品質

この急越な伸びの中で欽 Ｇｬ ｾ ［ 造建築物における不良 ・要求品質および検空調目のsJJli 定化、施工 ・製作 ・ 適正化について」の運用取り扱いを制定し、同年

鋼 材 ・不良i割安 ・不良検査等の問題が発生した。 検査の能力レベノレの指定 9 月 1 日受付 の 建 鮪i締忍桝1'1より 実胞している。

その要因として、鉄' 白造が他の椛造に比ペ、施工 ②工事監理者の責務

者 ・ファブリケーター ・シャーリング ・鋼材メー ・工作図等の7居十図書との照合および承認 | 第 1 適用範囲

カーと、建築生産過程において分業化 ・専門化し ・受け入れキ舵E結果の通州側、質是正・ ・立ち合L、 |  鉄什造建築物又は、鉄'il 鉄筋コンクリート

ており、これらの業界聞での品質保証体格IJ におけ 依! l i X [ への対応、および工事施工状況の削屋 | 進等で3 以上の階を有し又は、延べ面積が500

る過当J加害事ft しくなっている等力対旨摘された。 ・ 鉄 Ｇｉｾ 品質の適否の判断能力の浦義 1m吃 厄iえる建築物

この状況下、これら品質保証を阻害する要因を ③施工者のj . ' t : J 売 | 第 2 報 告 及 的l粉切

早期に排除し、今後とも鉄' 自治姐E築物カ漣築活動 ・設官1-仕様等を考慮したファブの選定、および工

の中心自そH:儲 1] を果たすべ〈品質保吉田制jlJを確立さ 作図等の承認し工事監理者への報告

せるために、建設省は平成 3年 2 月 1 日に 「鉄骨 ・現場の設計図書との照合および受入検査の実

造主l ! 築物品質適正イU問題専門委員会」 を設置した。 施( 検査の外部委託の捗掃討ま工事監理者承認後)

l鉄骨造建築物品質適正化問題専門委員会報告書

1) 現状分析

鉄 '1' 1 ' 造建築物の建築生J登米当別立、 9業務に分類

されている。

①ミノレ( 高炉・電炉)

②輸入業( 鋼塊・片鋼材)

③流通業者

④中間製品加工業者

⑤設昔|者 ・工事監理者

⑥検査機| 業!

⑦ 鉄'W加工業者( ファフヲ

③ 施 工 者

⑨ 行 政・公糊銅剣( 試験・研究)

( 捌 製 造 絹 )

( 含む冷間加工品)

この各業務分野ごとに、 ミノレシー ト自主検査 ・

受入検査 ・工事管理 ・監理等の検査制度は整備さ

れて しゅ 。 しかし、各段階でのシステムが十分に

機能していれば問題は発生しないが、 一部ではある

が、現実に問題が発生している。

問題発生の要因として、以下の項目カ呼出商され

ている。

①各分野での専 ｉ ＧＢ ｾ イ ヒ・ 分業化と新技手陣の ｦｾｾ ｊ 発

②各分野担当者の業務内容範囲の拡大に伴う技

術 ・技量的フォローアップの問題

③ 分 野1m等で、業務分担区分の不明確化

④各資絡者のレベ、ノν差や災任な識の問題

⑤活操鉄骨・としての材料 ・技 術 ・資絡の欠如

⑥流通体制の級車ヰ長イヒ・不透明化

- 必姿に応じファブへの立ち入りおよび状況硲

穏

④鉄骨加正業者の主窃奇

・工作図・製作要領舎の作成、および施工者への

提出・契約図書に基づき製作には- 1' J : した管理を

行うとともに、品f空1 ! l Z " 理工程表の作成および{ 新華

・ファブ自らの1' . i :i 芳において、加工前後の鋼材材

質、加工品の寸法・背タ伏・外およ接合昔日の耐力と

岡It性の石餅呆、および必要人只の配澄

・施工業者への自主検笠の適)1耕民告

・鉄骨製作の一部外注、および中間製作J W.入の場

合、範囲および品質について施工者への報告

⑤流通業者の1・1務

・9耳材浪人の防止、鋼材とミノレシートの整合

⑥行政庁のj . ' J : 務

・建築基準法第12粂 3 項に基づく施工状況報告

庄の提出を求め、現場との! 照合事的忽

- 1. 0掛け設計の上位事地大の世副主

・関係者自党促進のため、主主匠 ・設 備 ・椛造設計

者の記11災について考慮するとともに、ファブにお

いてもち協議示の設置の検討

・各分野での当事者能力の育成等方策の検討

等の提言ZJ唱 が 、 答 申Z!?には述べられている 。

l 鉄骨品質適正化関連 2通達と運用取り扱い

上記の答申を受け、姥認出より平成 4 年 9 月30

日小lで「建築現場における鉄骨工場名の表示につ

いて J ( 倒旨発第347号) および「欽'FJ 造建物築等の

建 築主及び工事監理者は、原RI j として、鉄

骨工事完了時に鉄骨工事施工状況報告書( 様

式 1参照) を建築主.Z]"): に総出するものとする 。

第 4 鎚出を求める告閣

( 1 澗材の品質証明告一( 写 し)

(2澗材の秒府経路を示す告顎

ＨＳ 刷 、 料加支を母キオｩｊｾ民 ｪ 支と同 等 にする Ｗ 釘ｼーの場

会は、告汚ミ1103号に該当することを証明する

ぞ糊

(4股 i1 - の溶接加工にl刻する検封書耕民告書

( 鉄' f l業者が自ら行っけ 知 日k 来を除く)

(5肱1' lT i lj:の実施状況を示す写兵

( 6)変更を生じた場合は変更届( 表紙の写し)

(7)その他、建築主事力宅待に認めた告噴買

{ 以上、大阪府下での運用取り掛い抜粋)

ιLヒの運用取り扱いで、、鉄什工事完了時に、欽

行工事施工状況報告主? と第 4 に示す添付合類の

提出を求めることにより、手直しカ可能な早い時

期に工事の概要が把躍できるようになった。

間報告舎の内容に建築確認通知世と設計図舎

との! ! l ¥令欄を設けることにより、 f僻忍申紡との整

合性が明確になり、設計者のE窃伽寄りl らかになっ

た。 また工場製作、現場製作における検査等の笑

施状況のチェック項目欄があり、検査のもれがな

くなるようにしている 。おのおのの検査を誰力主行

ったのかを記す項目もあり、j . ，: [i i の所波や監理体

lhlJの明石准イヒを{ 足している 。

向調止告舎には、鉄什工場名現場ぷ示板の設問明

日nの記入欄を設け、先の通迷の徹底を区l り、鉄骨

製作者のまZ務を明らかにしている 。

第 4 に示す添付舎類の中に鋼材の物流経路を

⑦ 鉄'CJ 加 工 ・施工性を考慮しなし、下町1園 警 品質適正化について J ( 住指発第349号) の二つの 示す ｦ ｾ 噸を加えることにより、築材混入の防止と

③工事監理者 ・施工者 ・ファブの能力と不釣り合 通達が出された。 鋼材の整合性ぞ明確化し、流通業者のｪＮｾ務を ｬ 明ら

いな建築工事や無哩な工期の設定 大阪府下持定行政庁では、この 2 通達を受けて、 かにしている 。 また、鉄fJ- の 制 動l圧に| 刻する検

⑨ ＰＮＹ 掛け Ｗ 前 十 における検査・監迎 Ｎ ｾ識の欠如 「建築現場における鉄骨製作工場名の表示につい 査結巣は、鉄' J ! J 加工業者が向ら行った以外のも

⑮自主検査と受入検査の混同 ・検査体制の混乱 て」は関係団体への周知文の送付を行うとともに、 ので行った検査結果により、品質の適正化を図っ

2) 対処提言 各行政庁においてその掲示を行い、同実施要領を ている 。

現状分析を踏まえて述べられた、この対匁牙是言 平成 4 年11月 1 日より実施している 。

の方針は、「自工平主主任指IJ J の徹底と、各分野での 「鉄 ＧｬｾｩＧ 造建築物 等 の品質適正化について ｊ l.i、 山 本 博 文

自浄努力を促すことカ宮司立となっている。 iU! 迷が，'.: Bされる以jjij より大11反府下特定行政庁: i i l l *. 各 大阪市計画局建築指導部審査謀術造強度係長
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様 式 1

鉄骨工事施工状況報告書

平成 年 月 日

混住銀玉玉E三碍ヨ> li1量

坦Z高基単語第 12晶第 3 項の級定に革づき埠築基串法及び関保法令に適合する

ように施工されたことを確犯 しましたので下1己申とおり報告します.

建 築 主 住 所 氏 名

工事監理者事: m所名 雌! l &o( ) 凶E 号I J Ul I i 齢眼刊量⑮E

住 所 (TSL 

貰 梅 ｗｬＨ 矩 Ｇ ｾｉＩ 鋭 ｅ 号 民 名

工 事 施 王 者 住 所 ( TeL  

施工者名

工 事 名 祢 鐘 箆 確 認 平 成 年 月 目 第

建 箆 喝 所

主 要 用 通 建 築 面 積 d  延べ床面積

階 数 亀 上 /  肝 府 町 高 さ m 最大張り間

撞 情 遣 橿 別 S 温 S R C遣 ( )  架 構 影 式 ラ メ ン プ レ ス (

⑨ 

@  

築 建築確昭通知書と段計図書の照合訂正箇所( 有 ・無) 股計図書の訂正( 確毘高 ・未確飽〉

物 建 窺 確 包 変更届提出年月日平成 年 月 日

櫨 の 変 更

鉄 司F項

骨 主 要 部 材 部 位 鋼 材 種 別 重 量 高カポル J  I  S 型 ( F T.  ) 亜 ( M

工 の 使 用 部 トの櫨頬 トル y ア型 ( S  T.  ) 置 ( M

事 位 及 び 鋼 高 カ ポ ル 接 合 方 法 . 儲面白処理方法

檀 積 ト四陵台車線. 引張 uu 2. >プライスPL

聾 溶 接 継 自 由 工 部 位 鋼 材 の 積 額 品質量件帯 現 部 位 鋼 材 白 調 傾 品質量件寄

邸位. 個師

号

d  

ロ1

の圃頗及び …?li| 
m. H肉) ( F  Ｈｾ￪ Ｎ＠ tみ縄) ( F) 

品質量件 (警告. t. 肉) ( F  Ｈｾ古Ｎ ｈｾＩＨ＠ F) 

鉄骨創作工場名現場盟示直の投置期間 平 成 年 月 日 か ら 平 底 年 月 固まで設置

工 位 計 者

事踊名 wn革( ) 凶E 号(TSL )  

E 届 育園 Ｎ ｾＡ W 士( 旭・腕 )1 号

z  構造但当者

n晒4 腿到踊( ) 邸Z 号 (TSL

E 届 I H !  U U (旭 .m l 号
@  

匝 検 査 機 関 ｕｇｉｊＡｾ＠ ft U!  (TSL 

者 ( 揖査員) ｾ＠ ii ( 腕U! n  

住 鉄 1 1 m唱のu R童話

所 骨 E 画 TSL 

加 日 包 定 番 号

民 工

建役大臣包定 包 定 年 月 日 平 低 年 月

有 効 期 限 平 底 年 月 日工場ランク ( H.M. R ・S ' A . B. C)

名 量

知 事 登 録 有畳録効年期月限日 平平成成 年年 月月

日 畳 録 番 号

者
日工場ランク (  A  ・ B  • C  )  

添 7. 鋼材強度以駿帽告書 イ. ボルト額強度低験報告書 ウ 描援部の非破壇憤査報告書

付 エ 稽Il 郎自強度1 ; ( 験成摘曹オ高カボルト摘め付け槙査報告書 カ 鋼材由流通経路を示す書額

.  キ 写真 [開先形状建て方棺1豊田町外観及び非厳島良債査 住梁・百かい・控脚の寸法及び形状】

期 ク ベ ) ケベ ) コ (

{ 箆) 裏面白桂憲司区項を続んで記入して下さい.

鉄骨工事施工状況開告書 ｉｾ ，鉄骨造陸自置物帯の適正は品賀町確保をはかるために旭疲革掴法第 ＱＲ ｾ 量揖 Ｓ 項及

び平成 4 年 9 月初日付け II 段省住指発揮 3 4  9骨「鉄骨i置趨箆物専の品質適正lt についてJ に革づき、当銭建

築物の盤宣建主主工笠Aにおいて建窺主寄に鉄骨工事の施工状況傾告を求める bのです. この組告曹の犯人に

当たうては、下1己申「記入についてJ を続んで記入して下さい. ( 書考 J A S S 6 )  

「冒己A ' こーコし、マ士 J

報告書及び作成者 報告者は、当該建築物由雄祭主及び迎窺主から依頼された工事監理者とし、作成者は、

当銭建築物の工事監理者として下さい. また、情造担当者と十分打合せを行な勺て下

さい. ( 必聾に応じて、工事施王者の協力を得て作成してむ葺 L 支えありません. )

工彦名祢及び湿気場所 当政工事由現場名称と敷地申地名地置を記入して下さい.

建策確12 ・ 建聾信恕通知書に記略されている確砲を手月日及び砥12番号を紀人して下さい.

建鏡面積，階数時 速鎮確認通知書に記眠されているとおり記入して下さい. ( 変更のあ勺た場合は、変

吏後四むのを記入して下さい. )  

構造極 ｾｉｉＦ ぴ架 Ｑｾ ＱＡｩ式 t車当する項目にO印をつけて下さい. 銭当する項目白屯い場合は、( )へl e人して下

さい. ( 例えば( 鋼菅コンクリート追) と記入する. )  

建箆碕12陸自変更事項 漣聾磁認桂に宜更があった場合には宜亜屈の提出年月日及び夜更内容を記入して下さ

も、.

高力ボルトの種煩 使用した高カボルト申橿煩及び径を記入して下さい. ( トルシア型高カボルトは、 II

設大臣白認定品を値期して下さい. )  

高力，y . ルトの接合 ー E車当する後合方法にO即をつけて下さい.

摩櫨面の処理方法 ・ 母材及びスプライスプレート申摩撞援合面白処理方法を l e人して下さい.

務接継自の邸位. 圃 l e人 例 | 郎 位 1・"0111 ｾｉｉａ 寄 |※ F は、基串強度とする.

輔の種類及び品質量 11m， I  SS400 I  ｃｗｴＮｾＩＨｏＮ＠ 9F) I※ 巨摩25闘を趨える SS400は、溶接

件 |  岨LPL 1  ISS400 1  1  不可.

鉄骨製作工場名現場・・ 平成 4 年 9 月30日付け建段省住指尭軍 3 4  7号「建築現場における鉄骨製作工場名の

聾示塩白股置期間 袈示について」に基づいた聾示仮の段置期間を記入して下さい.

設計者・・ 0 ・・・・ ー 当館建寮物白投計者自所属事窃所名. 住所及び賓格. 氏名を記入して下さい.

綱遣担当者 . . . . .  当按建箆物申檎造担当者の所属事萌所名 住所及び責措，氏名を記入して下さい.

樟査機関( 瞳査員} 当按建築物白描陸部の非磁J a 検査を実施した憤査懐関町名書民代理者名. 住所且び検

査員の氏名，賓格を犯人して下さい.

鉄骨加工聾者 当該建築物の鉄骨加工を行なった工場名称，代表者名. 住所丑び昭和56年連段省告示

第 1 1  0  3号にt査当する場合は、そ自認定・畳録年月日. 有効期限. 認定 畳録番号

を記入し、工場ランクは桜当する項目にO印をつけて下さい.

話付書額 ・趨箆主事より報告を求められた項目にO即をつけ、同時に貰料を縄出して下さい.

鉄骨加工工場及び工 鉄骨加工工場及び工事現場における鉱験 ・検査等の項目にO印をつけ、樟査等の結果

事現場における訟肢 については、工穆監理者，工事施工者. 倹査律関白それぞれがt査当するものにO印を

・樟査寄由結果 つけて下さい. ( 必要に応じて、構造担当者自協力を得て実施して下さい. )  

f工崎製作における瞳査寄の実施状況》

鉄骨加工工場町決定ー ・鉄骨加工工場の選定は、当館鉄骨工事の規慎. 彪状. 構造種別，架構形式. 鋼材申材

質 . j f i 厚等に対して+ 分な伎術とI l t 捕を持ち、有効な品質管理体制を備えていること

を調査，磁認して下さい.

聾傾曹の審査 ・0 ・・ ー 要傾曹は、②僅用材料の材質. 保管鉱験寄在江作図の作成聾傾⑫檀用材科の加

工及び組立( 問先加工要傾・組立聾傾) c ; 封書I l 工作工 170) 背理方法{ 組立倍IJ! (仮

付け培援) ・棺援材料自瞳額及び官理 ・溶接機の種類・溶接電掠 アーク電圧 ・溶i瞳

温 度 諮 傍 安 易 予舶誼度・施工時の天候及び景温・結後順序帯) ②社内検査の方

法@ 瑚止め塗装@ 輸送帯について確認して下さい.

工作図の審査 ・・・ 工作図は、 e激骨部材の詳細な形状，寸棲 材質 @f ; 俊足び高カボルト縫合節目影

状 寸法材質@ 貫通孔の位置. 径帯@ 仮訟金物等について確認して下さい.

〈大阪府下特定行政庁連絡協治会共通用紙〉

溶接方法の承12 使用嗣材専に対して適切は溶接方法，熔 IJ ! 材料と f';' .， ていることを磁認して下さい.

また、サプマ ジアーク ・エレクトロス ラグ棺慢の場合は、吊犯誼験をして下さい.

溶使工白 ｾｗ 当館鉄骨工事申棺Il ! 施工内容に応じた有賢抱者であることを! ' I Wして下さ t 、. 校. 111; (

験は、高強力鋼を使用する工事等で、高い品質を求める場合に行はヲて下さい.

使用鋼材等の品質確包 使用材料は、 J I  S 規格品とし、続格証明書と照合して下さい. ( 流通経路は、把甑

しておいて下さい. ) 焼格証明書との照合ができない場合は材料且験が必要です.

現寸憤査等・ 0 ・工作図に製作上必要な情報が十分盛り込まれている場合は、床書き現寸図を省略して

b よい0) で定娘、型車について行担って下さい.

切断1量の鋼材材質確認 銀別マ - 7帯( 日本鋼構造凶会「情造問鋼材の億円11呈示標機 J ) で確認できない場合

は、化学分析・殿様民駿を行ない、その結果とミル ν ートを比鮫して判別して下さ t 、.

組立憧査 開先角度、ルート間隔、ルート面、開先部の清掃状担、エンドタプの種顕且ぴ取付状

想、水平スチフナーの目通い、車当て金取付状躍、ボルト孔の孔直 ・ピッチ、組立溶

接( 恒付け培Il ! ) の状鰻、熔接舶によるひずみ対東等を確犯して下さい.

製品の社内障査実擁 鉄骨加工工場回自主横査が、どのよっに行なわれたか、また、究陥部の担置はどのよ

状況の碕12 うに行なわれたか専を確犯して下さい.

鉄骨製品の畳入瞳査 培俊郎外観樟査は、余盛高さ、ピードの精度、アンダカット、オーバラップ、仕口町

ずれ等を植包して下さい. 超音桂探薗瞳査は、信頼のおける検査会社由選定及び横査

佳術者の責措に留意して下さい. Ｈ江お、初回憧査ｾを記入して下さいＮ )  

f 現場魁作におけ る瞳査等四翼施状況》

アンカーボルトの埋 アンカーボルト白熔え付け精度は、坦て方精度に直接臨曹を及ぼすので7 ンカーポル

込等 ト四位置、埋込み員等に留軍して下さい. ( ボルト位置は、: t 3 u以下とする. )  

建て方、理て方精度 ー建て方は、与えられた立地晶件等から適切な盟て方順序と措置犠置を組み合わせて行

ない、建て方精度は、日本建築学会「鉄骨精度調定指針J 等を書考にして下さい.

建て入れ直しは、できるだけ趨て方の温行ととにも小区画に区切勺て行はゥて下さい.

鉄骨工事中田鉄骨骨組は、荷量( 固定荷量等) 及び外力( 血圧力等) に対して、十分

な安全性をI i 包して下さい. ( 恒蹄めボルトは、 2 本以上かっ1 /3以上とする. )  

トル・ノア型高カポル ー納品された高カボルトとメーカーの社内世査底績曹を照合して下さい. また、メーカ

ト畳人検査 一及び呼ぴ亜ごとに現場柚力議入植I ! ! I ; ( 験によって確認して下さい.

摩揖縫合商の1 I 1 ! ! " 自然発鯛の赤さび面を確I ! ! して下さい. また、 Y S ットプラスト、グリッドプラスト

による処理をしたもので韮面白あらさが 5 0 S以上の b のでもよい.

貴い遣い ・飢すき検査ーボルト孔の食い違いで、リーマ衝けによる睡正ができるのは 2 u以下として下さい.

接合部で 1 回を紐える肌すきがある場合は、両面摩園処理をしたフィラープレートを

入れて下さい.

高力ボルト本蹄め績査ー高力六角ボルトは、一次摘め付け後に付けたマーキノグのずれによって確認して下さ

い. トルゾア裂は、ピンテール白破断によって確I ! i して下さい.

共廻り・締め忘れ検査ー一次摘め付け撞に付けたマーキングのずれによ? て共E り等の確毘をして下さい. 締

め忘れボルトは、異常りないことを確留のうえ摘め付けて下さい.

要領事 ・工作図の最包ー工場製作の要傾書、工作図の審査と同様に行屯ゥて下さい.

溶接方法の承12.. 工場議援の場合と悶織の確I ! ! をして下さい.

溶Il ! 工の承I ! ! . . 屋外作童のため作韓国境や作聾諸島件がよくない自で、実際の作量に要求される貰描以

上自責格を有することが望ましい. また、現場特有の作車やはじめて従事する溶援工

に対しては、伎量碕認鉱験によ勺て承認して下さい.

溶接作撲条件の確12... 天 候 風 通 4 気揖. 握度( 貴温が O' C 以下町場合は、溶接を行なわない. また、ガス

シールドアーク半自動培僚の場合，且遮 2 O!， 以上ある場合は、培債を行なわない.

ただし、適切な方法により対置を講じたものは、この限りではありません. ) の菅理

を+ 分に行臼い、それに対応した防風処置、予熱処置専をして下さい.

開先昨状等 ・組立憤査と同憾に行な勺て下さい.

指俊郎の揖査ー ー鉄骨組品目畳け入れ瞳置と同陣に行なって下さい.

所 見 ー ー 検査結果が、不合格であった場合申処置等を記入して下さい.
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i  1  防〕、注娼這又lお失25コンクリート造で2階及び

3階が木造で、ある建築物」の運用取り扱い

l 階が欽骨造または鉄筋コンクリー 卜造で 2 階

および 3 階が木造である建築物、いわゆる 3 階述

てj昆桃造住宅の計算方法に|測する通達( 雄樹雪住

桁発第113号) が平成 3 年 3 月27 日に出されてい

る。 それを受けて平成 5年 2 月 1 日には建設省の

監修で附日本住宅 ・木材技術センター( 問い合わ

せ先f i (03) 3581-5582附) より r 3 階建て i助悩色住

宅の杭造 音 ｉｾ の手号 ｼ き」が出され、これら建築物

の梢造計算の詩糊が明らかにな った。

そこで、平成 5 年 4 月より大岡符下特定行政庁

連絡協融会構造分科会では、木造部会を発足さ

せ、これら運用取り扱いについて検討を行ってい

る力士 平成 6 年 4 月 1 日の受付ーから、先述の手引

きになら って、構造言河まをすることとした。

l 通達明用の範囲

下特定行政庁連絡協討姶構造分科会木造部会て、

引き続き検討を行っている。

l 構造計算の概要

① 計算ルート (図参! ! の

下吉It構造力勺レート l 相 当の条件は、鉄骨造の場

合スパンが 6 m以下であること 。RC造の場合は

乏25Aw+L 7  A c主主 WA，を満足すること。ノレート 1

相当の計算においては、 1 階の鉄' 白造部改または

RC造部分、 2 ・3 階の木造部分とも令第82粂の許

容応力度計算制簡忍する 。なお、 RC造との混合構

造の場合の地袋カの計鋭は、 1 階分の地震カ算定

用 重立 が 2 階部分の地民力算定用重量の 2f音を

越える場合は、 2 附および 3 階のA ，は、地震力算

定用重立を 2 階部分の池袋カ算定用重量の 2 倍

とみなして 1 階部分のA ，は 1 として算定。

通樹立、次の項目に迎合する建築物に適用する。 指 分| S  造 I  [  

階数が 2 または 3 であるもの

R C 造

.  1  jl}j が欽骨造またはRC造であるもの

• 2 階および 3 階が木造であるもの

- 高きが1 3 m以下で、かつ、軒の高きが 9 m以 下

であるもの

- 延べ面積が500m' 以内であるもの

l 矯造計算の取り扱い

① 現状の取り扱い

大阪府下特定行政庁の 3 階建て浪桃造処築物

柿造問慌の取り扱 L 、l立、これまで、建築物の構造を

ノレート 1 親; t ; ! 4に限定し、 l 階鉄筋コンクリー卜昔11

の水平時応力計筑については、木造部の丞泣を 5

制増しとし、水平力を算定していた( 建築基単結

構造関係法令集 ＱＹＹＳ 年版 ＴＸＸ 頁を参ｊＡｾＩ 。

また、木造部は必探割増施行令第46粂の規定

に基づ き、当該階の構造耐力上必要な袋詰を検討

し、許容応力度計算については要求していなかっ

たが、 ② の取り扱いに改正される 。

② 今後の取り扱い

今後は f 3 階辿てi闘精進住宅の偽造百十.' tf. の手' : l l

き」になら って構造計.' t f . をすることとなる 。

ここでは、琴凶ーの取り扱いとの相違点について

簡単に述べる。

;ij -'tf. ノレートは、 ノレート 2 相 当 までが可能とな

る。許容応力度の言均約立、鉄tl 部; 分、動IlIi コンク

リー卜部分の検討( 前途の木造音fl ? t : t 也渓カの書IJ り

地しは必要な L 、) はもちろん、木造部分に闘しで

も、刻身副将却恒行令第46粂の笠立検討t二1) 日えて、

地反力、別 主 力、回定荷量、積峨荷量、事 ＱＧ ｾ Ｍ 荷量

についても』指寸することになる 。 その結果、木造

苦Bの鐙誌が令46粂の1 . 5- 21音程度必要となるこ

ともあるので、 注意されたい。

なお、車111かい運用取り扱いに|刻しては、大日見符
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木造部分

の設計

|  

時E 時E

地 震 力 の 算 定

巨宣 E 手包

巨 日

混構造住宅の耐震計算ルート

ノレート Ｒ 相当の場合、許容応力度計算を ｬｩｲ｛ ｦ ｾ 君、す

るとともに、 1 - 3 附の偏心率 ・府間変腎: f fJ ・剛

性率( l 階がR C造の場合は、問It性率の検討は 2 ・

3 階部分のみでよい) の検討が必嘆になる 。

以 下 に 楠 間 筑 の 概 要 を 割 問。

- 偏心率については、各ffl の壁配置のバランスが

問題であり、各陪の同ゆ心は師、Iカ鐙の配置によって

決まり 、重心は各附の平商形の図心を採用してよ

し、。

Ｍ 木造部分の ｾｦｬｉｊ 変形 ｪｴＩ ＧｙＮ は、ｾ倍率 Ｑ 、壁長 Ｑ

m 当たり 200kgの *.rIZ力によ って1/120の変形が

生 じるとして、変形j :lJ'Y. を次式によって求めるこ

とができる 。

')1， =  (1 /120) X  Q，f p， 

Q，: 当該階に作mする水平力

p， 当該階の耐力壁の許容耐カ の総和

ｐ ， ］ ＰＮ Ｒｘ ｾ｡ ， Ｎ＠ L (t) 

(α ，. 鐙倍率、 e，・壁の長 さ)

. 各局の T
sは次式によ って求めた値になる 。

九= 1/ 'Y.  

九. 当該府のj白1m変形角

- 附性率九は次式によって求める。

九= 九/ τ

九. 各階の層 11]] 変形角の逆数

τ: 当該建築物の九の相加平均

但 沫造部分の概量計算の概要

木造部分については耐力計算および変形計算

を行うことになるカえ 2 ・3 附部分の壁立は、純

木造 3 階地ての; 場合と比較して 1 - 2 笹IJ:tl ' )える

ことカ暫定され、令第46粂の床面積により算定さ

れた壁立の1 . 5倍 - 1. 8倍( l 階がRC造の;場令は

1. 51音ー 21音) くやらいに増えることがある 。 また、

1m口が狭〈奥行きの長い形状のもので、) 1 l i ! 庇カが

卓越する場合は、それ以上の倍率となることもあ

るので、注意して設計していただきたい。

ここでは、その計辞の主要な項目を述べる 。

・壁 の許容耐JJ P. の算出 l阜、令および告示 による

倍率 1 の耐力壁 1 mに対して 200kg として、次王に

で算出する 。

P. (t) = 0. 2x 叫 x Q， 

a，・当該耐力促の倍率

e，・当該耐力壁の長 さ( m)

- 水平力の分担は、以下の考え方による。附。時間

の水平せん断岡IJ 性が十分に期待できる床( 問IJ な

床) にすることが望ましく、その場合は、水平カ

を同 X Q，に基づ いて各耐力壁に振り分けて計算

する。

・耐力壁端部に生ずる浮き上がりカ I々は、次式で

算出できる。

V T = 民 × β- ] 礼

玲 = L V，

以= QX h/ Q，

Q= a，X  Q  ，X O. 2 X Q，/P'  

ゐＮ附 ￯Ｚｾ Ｍ Ｐ Ｎ Ｓ ＨｭＩ

β ・0. 5- 0. 8 (i 手き上がりカに対して 主I!物全体が

ｈｉ さえ込む ｾｊ 来を考慮した係数Ｉ

Q: 各耐力壁に作用するせん断力 (t)

V，: 当該附の回転による軸カ (t)

V. : 当該際までの V，の合計

。: 当該慨に作用する水平カ (t)

ｰ ， Ｚ 当該 階の耐力 ｾ の許容面 ｦ カ ＨｴＩ

l 大阪府下での確認申請時の添付書類

f ( 仮枇) 混桝迭問のチェックリスト」を、桝造計

算ヰ!: :の最初に添付する 。 また、木造昔日明の梢造計

算を先の「手引き」に沿って計算a するため、 r( 仮称)

桃造計算シート」も活用されたい。

なお f (仮称>r.尉蒋造用のチェ ックリス卜 J r ( 仮林)

柿造計算シート」については、大阪府下の各特定

行政庁に問い合わせられたい。

また木造部分の梢造図は、各階伏図、車d刷圏、

詳細l図等を添付することになるので、作成には

f 3 階建木造住宅の構造設計の手写 |きJ r.住 宅 金

融公庫共通化様担FJ r:木造処築牧l等の技術基準 ・同

解説」 等 を参考にしていただきたい。

山 本 博 文

大阪市計画局建築指導部審査課構造強度係長
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財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹田市藤白台5-8-1

T E  L. 06-872-0391 FAX. 06- 872- 0784 

業務時間 9・00- 17: 15( 土曜休業)

第 71 回 I C B O年 次 総 会 及 び 升 乏 国 建築 行 政調 査 に 参 加 し て

J . は じ め に

1993年 9 月10 日一22 日の13 日間、 EI本 建 築 主 事 会 議 0 CBO:

] apan  Conference of Buil di ng Of ficials) 代表団の一員として訪

米し、 93年度ICBO( Int emat ional Conference of Buil di ng Of f icials 

: 国際建築主事会謝年次総会に参加すると共に、米国における建

築行政の笑態の調査・視察を行った。代表団は] C BOの主要な司喋の

一つである「建築行政に係る海外の団体との交流」を目的として

IC B O年次総会に参加し、併せて米国における建築基準の内容やそ

の運用の実態、径子づくりの状況を調陸するために派遣されたもので

ある 。

IC B Oについて

IC B Oは1992年に設立された、米国カリフオノレニ ア州ワィッティ

ア市に本部を置く建築基準 ・規絡の制定機関て、あり、建築主事等を

会員とする非営利の公益団体である。会員数は、 1992年の時点で 1

万人を超える。

主な活動内容は、次のようなものである。

• UB C  ( Uni f or m Buil di ng  Code : 統一建築コー ド) の策定 ・改正

・建築物 ・建築設備の安全性、高樹寺保全の在り方の調査 ・研 究

・建築物に関する各種の規制の在り方に関する調査 ・研 究

・建築行為に関する各種の出版 ・教材開発

・建築法規の彩府 ・施行に携わる人々の専門技術の育成

2 .  事1'; 7 ｊ 匡司 ｊｃｂｏ ｾ 手主主ミ車窓委主

1993年 9 月12 日一17 日の 6 日間、アメリカ合衆国会土及び諸外国

からの加盟会員を合u ' 約1050名( 夫人約220名を含む) が参加して、

カリフオノレニア外|サクラメント市において第71回年次総会が開催

された。なお、 ] CBα ℃表団の参加は1991年以来 3 回目である 。

期間中、約1000人が一堂に会して行われる総会、規格変更セッシ

ョン、教育セッション等の他、 IC B O各部門の会議・会合が開催され、

関連行事として建築材料 ・設備の展示会等のイベントも行われた。

また、 IC B O-] CBOの意見交換も行われた。

諸外国からの参加者は、我々 ] C B O代表団の他にカナダ、オースト

ラリア、台湾、香港等であった。

< 教育セッション>

コンベンションセンタ ーのホーノレに 8 人掛けの円卓が50以上並

べられ、約500人が参加して行われた。裁判の事例についてのケース

スタディと分析の勉強会である 。判決の結果が報告される前に、各

テーフツレ毎にj N論カf行われていた。司王例のほとんどは建築主事、市

の賠償資任、立入権に関するものであった。

< 規措変更セッション>

IC B OのUB C規絡は 3 年に 1度大きく変更されるが、毎年変更さ

れるものもある 。変更の提案は誰て、もできるが、建築主 事による場

合が多いようである。今回の総会では約500人が参加し、変更提案の

趣旨、反対意見等が述べられた後、採決が行われていた。

3 . 各 都 市 建 築 行 政 調 査 及 び 視 察

(1)サンフランシスコ

米国入国 1 日目、サンフランシスコ国際空港から都心部へ向かう

途中、日 Wlitk工の庖に立ち寄る 。 7 1首位はあろうかと思われる天井

近くまで淳氏み上げられた商品の数、量には驚いた。

続いて、ゴールデンゲー トノf ーク、エンノ f カデロセンター( 都心

復合開発) 、ピア39 ( 埠頭獲備) 、マリーナ地区住宅街等都市再開発地

域を視察した。住宅は木造の中低居zのものが多〈、道路に面して隣

と粁を接するように建てられていた。I也渓時に倒壊しないようにと

の配慮のようである。

(2) シアトノレ

ワシントン州経済開発局、シアトノレ市建築局を訪問。シア 卜ノレ市

職員より ・他の行政区域とのビノレディングコードの違い ・建築

可能な木造建物の規模等について説明をうけた後、実際に木造共

同住宅の建築現場を視察した。UB Cで認められているのは 5 階まで

であるが、シアトノレ市のダワンタウンでは消防車が 2 - 3 分で到着

できるので 6 階まで建築できるように変更しているとのことであ

る。

このf也、開校から約70年経った公立高校が生徒数の減少によりはl

校となりこの建物を民間ディベロツノ f ーが買収し、共同住宅として

再生した賃貸アパー ト ( 139戸) を祝祭した。日本では当然のごとく

取り壊される様子カ可l尚裳に浮かび、考えさせられるものがあった。

(3) タコマ

A P  A  ( A meri can PゆNood Associati on : アメリカ合板協会) 本

部・研究所を訪問。A P A本部及び研究所の活動、スーパーハウスの

開発 ・工法について説明を受けた後、研雪崩rrの試埼幼包設を見学した。

研究所では会員各社から送られてくる製品の調査ぞ行っていた。 2

時間程度の訪問であったが、非常に秘極的な活動をしているなとの

印象を受けた。 この後、タコマ市職員の案内で、木製ドー ムで世界

長むたと言われるタコマドームを視察した、意外と木製トラスのメン

ノf ーが細いのには繁いた。

(4) ニューヨーク

ニューヨーク市の都市計画局を訪問。郁子行計画局の業務概要、特

別許可手続き、録制規制、ゾーニングコード、等について説明を|庁1，、

た後、手1 ' t 位的な質娃応答カ苦行われた。

ニューヨークには今回訪れた他の都市とは少し違った雰囲気が

あった。人、車の多さ、慌ただしさは、他の都市では感じなかった

ものである 。 一方、林立する摩天楼の中で、ヨ ー ロツノ f 調の古い建

物が非常に多〈残っていたのは意外であった。

ワーノレド ・トレードセンタ一、ジ、ャイコブ ・ジャピッツ ・コンベ

ンションセンタ一、ロックフェラセンタ一等の他、幾つかのウォー

ター フロント開発を視察したが、何れも強L 、もの、大きいものを好

むアメリカを感じさせるものであった。

( 環境試験室長代理 上 田哲夫)
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町 ｾ同冨ｾ抗村町

防水のパイオニア〈ヤマデ〉が可能にした、

まったく新しい屋上防水の立上がり乾式保護システム。

防水をトータルに考える( ヤマデ〉ならではの

防水システムです。

乾式工法によるまったく新しい屋上防水システム〈パラボードシステム〉 。

屋上の立上がりの防水層を耐候性に優れた化粧パネルて・保護するこのシステ

ムは、意匠性に優れ、屋上のデザインを引きたてます。 また、すべての部材

がシステム化されているので、工期の短縮や省力化が可能です。 < パラボー

ドシステム〉は、大きく介けて〈笠木タイプ〉とくあご下タイプ〉の 2 タイ

プ。 どちらも優れた耐久性と雨仕舞いを実現した先進のシステムです。

主な実績

東京都庁、最高裁判所、東京国際空港「ビッグバード J 、恵比寿ガーデンプレイス

品川プリンスホテル、東京デザインセンタ一、森のホー J レ21 ( 松戸市文化会館)

関西国際空港、大阪市総合医療センタ一、けいはんなプラザ・住友ホール、ゲートタワービル

新広島空港、山陽新幹線・J R博多駅、 K DD新神戸ピJレ、野村総合研究所、ほか。

..-
あだらしいカタログガ出来ました。

rパラボードシステム J の新しいカ 7 ログができました。

「パラト ップ笠木」も合わせコンヒ・ユーターグラフィ ック、

写真で「わかりやす< j  r院みやすい」カタログです.

いますぐ、お近〈の営難所にカタログをご輔求ください.

塩ピ系シート防水

@  

! l 1包 y""L- 玄防水システム

MMA樹脂積層のハイパールーフィング

新しいカタログガ出来ました。舎すぐあ近くの営業所に、ご請求下さい/

， 

Ｔ 個恒国園ＮＮＮ｡ＮｾＮＮＮ -.-:1 I  仙 台 ( 022) 29 卜0877 大宮 ( 048) 654- 4720 東京 ( 03) 3861- 1126 千 葉 ( 043) 244- 4591 横 浜 ( 045) 66ト3563
ｶ … ｩｾ￭ＱＷ ヨデ 本社〒…問… ＭＱＰ 東 出 和 11 東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 … ラ ピJ レ)

初ＢｾｾｾｾＮｌ ...... - < J  名古屋( 脱) η 刊 561 大阪( 郎) 抑 126 1 神戸( 問) 27日 刷 広 島 (脱 ) お 日 103 宿 岡 ( ω2) 472- 9611
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日本建築協会建材委員会

。 ー ー は じ め に

昼 ヒ|坊水の立上がり面の備郎、船長「れんが

ｾｉ ｝ｉえ」や「コンクリート干 Ｑ ＱＧえ」など の温王ヒ ζ ｩ 法が

中心で、あ った。

これらは指aのある工法であるが、施工に手IIIJ

がかかるほか、経年によるモノレタノレイ土1 : 3:r Jf ) のは

く自ft や、漏水が発生した; 場合に原閃調ヂEや有I i 修が

図書ftであるなどの問題があり、 ( 写真 1 、2 ) また、

i: tt. 式工法は多数の取粧( 車問江、左官工、鉄筋工、

型枠工等) を複合した労働集約型の工法のため、

工JVJ とコストがかかるというデメリットもある。

これらの川J i l l を解決したのが乾式工法による

まったく新しし、主ι lこがり防水l宮'の保護システム

〈ノf ラポ、ードシステム〉て、ある。

@ 一一一パラボードシステムの特徴

パラボード システムは、立上がりの23きに令わ

せて切断したボードを、上下部に悶定したホルダ

ーに差し込むだけで作業が完了し、工]t )] の儲街を

図ることができ行力化が実現て、きる。

また、名古1I材がシステムイヒされているので刃[;1在

:，.' ) ) 栄判明待て、きる。 ( 図 1 )  

その特徴は、以下の通りである。 ( 図 2 )  

l ボードに中空す11' 11' ，成形セメント板を採m

| 坊水層制再生するボードは日強度で、而折l柔性、

而ヤド性に優れ、いつまでも美しく| 坊7 ) l : Wi 制3品種て、

きる。

2. i 泊気システムの採用

完成

一一
一
一

一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一

パラボード

システム

防水府とボードの空I/nに空気を流通させる通

気システムぞ取り入れているので、温度上昇に

よるアスフアルト防水府の劣化が防げる。

3 雨水を排水できる下部ベースホルダー

下部のベースホルダーは内部に排水空間含有

しているので、ボードの凍害や毛細管現象による

汚染を抑制て、きる。

4 保守点検が容易

簡単にボードを取り外せるため、点検作業ゃi，¥fi

7) 1: が発生した場令のメンテナンスが容易に行え

る。

5 納まりに対応した111日な仕犠

パラボードシステムは、線々な納まりに対応で

きる笠宮な仕織がj羽なされて L 、る。

@一一一採用するに到ったポイント

1. 防水屑の点検、補修が容易である。

2. 上下の固定部材に通気システムを採用してい

るのでアスフアルト防水層のダレを防ぐこと

ができ、長期間にわたって防水機能を保持する

ことができる 。

3 乾式工法なので‘ モノレタノレの収縮によるひび筈IJ

れ等の発生がなく、な匠性に優れてし、る。

4 単一業者による一貫胞工なので、現場管理が

容易である。

5 .重量物が少なく、紛. i l l 栴業カ奇怪i成でき安全性

が向上する。

6 システムイヒされた昔1I材によるイ乍業のため、工期

株式会社ヤマデ

み社 〒564 k 阪 府 吹 rUrli 江の木町24- 10

T E L  (06) 385- 854 5  

】J! J;( 干 III )f(，;(1:11台車区浅草儲5- 5-5( キムラピル)

TEL( 03) 3461- 1125 

短商社討を脳|ることができる。

7 モルタルを1!l: UIJ しないので他古1I材を汚す心配が

なく、周闘の養生手聞が省ける。

8. トータノレコストのi.!ii 威を図ることができる。

。 一 一設計 上 の 注意点

パラボードシステムを採用するにあたり次の

点に留意したい。

1  .  F書1I のベースホルダーをピスで|珂定するため、

作業可能な泣L とがりのおきの政保とアゴの出

寸法の澗盤。 (笠木ーイ本タ イプは除< )

2. 立L上がりのlG7きが600mmを超える場合ボードの

宇II i 強が必要。

@一一ーおわりに

露出防水の ｾ｛ｦｩ 進がめざましい中、まだまだ押さ

え村長去の需要は榔郎、ものがある。

防水村正法を保護f: t J : : . げまで- r t したシステム

としてとらえる考え方が今後の需品組とされてい

る'i 点 従 来 工 法 の よ う に 多 く の 期ill が介在する

柿法から| 坊水工事と保護仕上げ工事がー求訴重て。

行える村バ去へと，伝換して ｌ 、くことがｾｾ、務である。

• 
パラ ボードシステムはそれ らの該当屈に対し、乾

式化とし、う方法で一つの角矧探を提示した。

新|坊y財制去として今後の千平及判明待できる製

品である。 松 本 章/ 建材委員

図 1

図 2
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」 一 位 築 家 の 峨 能 の 変 化 目

ノレオ、サンス期以来、挫築家の ｊｾ 技能は整備されもし、また制度から

離れたところでも建築を fil Jる思考専門家集団として認知されても

きた。近年、建築士法改正が話題ともな った。確かに生産側の挫設

産業のリストラがし、われ、しかも建築にかかわる産業は多様化し、

しかも社会資本として単体の建築が、孤立して機能するユニテの思

想が管ぱなしとなった現状ては、生l ! . 築家の職能の変化は目に兄えて

共f判ヒしてし、るい、える 。

大学て、も専門領域は拡大の方向にある 。私達の大学で も 建 築 特 斗

は造形工: 科斗に拡l怖された。建築が総てだったのが、建築は一書I1に

なった。 こうしたことは挫築家の立場の変化ともなっているはずで、

ある 。立場とは「より拠」とでもしておこう 。以前の建築学 であり

ー木 工学、 農学、家政学・はたまた美学美術史、華街斉学 がそれであ っ

た。現在もそれなのか、それとも別のものを手に入れたのか、であ

る。 自分の「より拠」が動いているい、うことを、どこまで実J25J必

至j { : ているかに、今後の建築家としての職能を果たす能力がその人に

有るかどうかは、力、ヵ、っていると思う 。文部省はリカレン卜教育と

いって、大学 が社会人にかかわることを? 求めだしてし、る 。

j可i墾 耳怠 京都工芸繊維大学教授

飽和社会とし、われ、消費は仲びず、不安ラr0誌

が吹き荒れる中、数少ない売れ筋商品にカーナ

ヒーゲーションシステムがある 。市場も急速に膨

らんでいると聞くが、更に道路交通情報システ

ムとのドッキングが今後の言純国と忠われる 。

そのメカは二 j迫りあり、 GPS ( グローパノレポ

ジショニングシステム) 方式と、自体航法シス

テムとがある 。前者は、上空21000キロの軌道を

回る人工衛星 3イ岡か らの電波を受 け、液品ディ

スプレーに位置を表示する仕組み。後者は、車

輪 の 回 転 数 と 施 回 角 を ジ‘ ャイロにより測定す

るもので、ジ、ヤンポ旅客機に搭載している 'tI't' 性

仮説去装置( 略称I NS、空rt 'で機体の全方向への正

負 の 加 速度 を超村符? ジ‘ ャイロにより算定する

もので、超高仰li 、しかも 3 台を熔載し、多数決

による) を述恕する 。更にソフトとして、ディス

プレーに写し出される道路地陛|全 国 分 が一枚

のC D-R O Mに収まっていて、 しかも縮小・拡 大

自由と、私の様な地図好き、かっ方向オンチに

は有印 Ａｴｾ 、ものである 。 然し 一 方、人工衛 星 の

屯波による泊コ忙なシステムの割には、道路は狭

〈、不法駐車や渋滞でお組末であるし、ハイテ

ク 商 品全般にし、えるが、人H日の生来のカンと

か、能力を鈍らせてしまう様な気がして、購入

するとなると、いささか臨時してしまう 。

山下 勝 双星股計代表取締役社長

ツーパイフォー工法力主昭和49年にオープン化

され、大l別背は、推進団体の組織化を通じ、ア

レイマーの育成や工法のP Rなど普及に務めた。

爾 来20年、この工法による新設住宅着工戸 数

は、平成 4 年 度 で54，006戸、シェアにして、 3.

8 %となった。在来工法を補完する 工法として

プレフ ァブ工法に次〈ヘ第 3 の工法として成長

した。 ツーパイフォーファンの一 人として誠に

喜ばしい草である 。

18年前、アメリカ西海岸視察に| 燃して、玖立也

の木造rl-'府集令住宅を見て、 とても日本て、はこ

うは行かないだろうと感じたが、建設省の実験

住宅サミットハウスや民間企業のスーパ ーハク

スを踏まえて、ついに、平成 4 年 度 建 築 割 増

が改正され、木 造 3 階建ての共同住宅カf準 耐 火

建築物として itt 築11 ' ，来ることとな った。

そして、 5 年度、大阪府住宅供給公社が、 全

国に先駆けて、カナタ守と技場号して、 ツーノ f イフ

ォー工法による賃貸住宅を建設することにな っ

t:. 。誠に感慨深い。

単に、カナダスタイノレの賃貸住宅が出来ると

言 うだけに留まらず、これを契機に、| 苅西伝統

のチャレンジW沖l' を発揮して、関係者の一層 の

ご努力により、大いに普及することを期待する 。

ヲ|し 、ては、府民の多様な住要求に応える、ゆとり

ある賃貸住宅の供給につながることを期待する 。

笹川敏昌 大阪府建築部副理事

見 え な い 力 へ の 則 元 E  

まだ正月 気分の抜けきらない夜の一時、突然テレビに臨時ニュー

スのテロップが流れた。 1 月17 日、ノースリッジ地長発生 の 第 1 報

である 。明け方当地 を 襲った直下型地提は死者34名を出した。 この

あたりのM 6 クラスの地誌は約22年ごとに発生しているとのこと

だが、そういえば、 ＲＳ 年前のＷｬｾ 三 にも死者 ＲＵ 名をｴｉＺＧ，したサンフエノレ

ナンド地誌が起きて ｾＧＶ Ｐ 89年 10月死者63人のサンフランシスコ地

民の記憶も新しい。今回の地区での被害 は約70億トツレと凡和られ

る。 「人的被害カ f相対的に少ない、物的被害 の大きい米国らしい被

守」と京大地渓研の太田教授カ苛間前されていたが、今1断己、 |勢l来 大

足災を経験する我が固と比べると確かに少ないかもしれな L 、。注目

すべきは、 3 階建アパ ートの倒壊により 15名の死者が出、物的被害

が人的被害 に結びついている点である 。我が国の地反発生の有tff立は

100年にー 固としても、近年その確立が高ま っている今、地長に対し

て多少傷ついても建物の倒壊をさせない設言十努力の重要性を再確

認した。 自に見えないなまずの: : J J にJ皆、痴をこぼさず立ち向かい、人

と巡って逃げることができない処物の気持ちを思い、日々の仕事に

おわれる今日この頃である 。 100年に一回は明日かもしれなし、。

藤崎安弘 樹奥村組建築設計部長
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愛知県白壁庁舎

設計監理愛知県建築部営繕課

伊藤建築設計事務所

施 工 建 築 フジタ ・日本国土建設工事共同企業体

電 気 東邦・協和建設工事共同企業体

管 武田機工

ゲニEU  調 足立・メイ トー建設工事共同企業体

受変電設備 愛知電機製作所

電話設備 高見通信工業

昇降俊設備 シンドラーエレベータ

環境整備フジタ

植 栽 芝 建

庁舎は愛知県庁から東方約600m、国道41号線より西へ道路 l 本入 ったと

ころにある 。周りは住宅地て¥幼稚園、公園な E もあり閑静な環境にあ

る。

県の研修会館が場所をかえ新築されることになり、その跡地に建設され

たもので、 これまで各所に分散していた県の機関と関係団体を集中化し、

日本赤十字社愛知県支部及び、愛知県赤十字血液 セ ンタ ー と一体化した

共同ピル t している 。

周りの環境との調和には腐心し、特に北側IJ の共同住宅、幼稚園への影響

を配慮して、建物は 5 階建 t し、敷地の南側に寄せて配置し、北側にオ

ープ ンス ペースを確保している 。 そのため北側の共同住宅、幼稚園への

日i診時間は以前より改善されている 。オープンスペースの修景は歩道沿

い等 に植栽4告を設り、人と車のアプロ ーチにも利用している 。三方の隣

地fJ l I j は、外壁面を約 5 m後退させ、積極的に値栽等 をは E こし隣接地への

緩衝帯としながら、庁舎の通風、採光に有効活用している 。

建物は !¥H. 日赤とで区分所有しているが、建築的には一棟の扱いで戸あり、

平面上は明解に区分している 。五屑 l次抜のアトリウムは、ガラス ・カー

テンウオ ーノレて、外部からもその区分をわかり易くし、職員や来訪者の語

らいのスペー スとして役立ててもらえればと考えている 。

県民が気軽に立寄れる場と、親し み をもてる施設として利用されること

を願っている 。 ( 岡田満弘/ 伊藤建築設計事務所)

所在地名古屋市東区白壁町地内

敷地面積 3，732. 32m'  

建築面積 2，OI9. 90m'  

延床面積 13，992. IOm'  

構造規模 SRC、82、5F

工 期 平 成 3年7 月~平成 5年9 月

景寄駅地下鉄名城線市役所駅

1量 影加藤敏明、セントラルフオ ート

-
愛知県事務室

. .  .  .  .  .  
基準階 Ｈ ＲｾＴ 階Ｉ平面図 1  :  1000 

公道

配置図 ・l階平面図 1  :  1000 

外観北西面

献血ルーム

④ 

31  



所 在 地 静 岡 県 沼 津 市 三 枚 橋 町9- 1

敷地面積 3，700. 01 m'  

建築面積 2，599. 18m'  

延床面積 11 ，440. 35ぱ

構造規模 SRC、一部S、BI、4F、PI

工 期 平 成 2 年10月~平成 5 年 3 月

最 寄 駅 J R東海道線沼津駅

撮 影福岡栄、柄松稔

沼津市立図書館

日建設計・名古屋

沼津市 日建設計・名古屋

大林組

計

理

設

監

施

工

アプローチ見上げ

尚、収蔵本 lま全開架式としており、この点におい

ても市民に聞かれた図羽ー館 t いう理念の一端を表

している。又、 4 階には1時間外の上位Mt 運営も可能

な会議室 ・視聴覚ホ ール ・! 長示ホ ーノレ ・喫茶室等

を配している。

建物 Ｇ ＱＧ 央には Ｔ 屑にわたる ｬ 次抜 ｾｮ ＺＱ を設け、それ

ぞれの 閲覧フ ロアを税党 (I(j . 機能的に一体化 を図

って、楽しさを持った空 liIJ村U求としている。そし

てl次抜最上部を外部に大きく見り出したトップラ

イトとして自然光を積極的に取り入れ間接照明主

体の人工光と併せて、明るく ｦ｡ｪＧ￩ ｾ ｾｲ に優しい光環境

としている。

外観は、「知恵の象徴 J i : : されているフクロワ( 古

代ギリシャの女神アテナの盗応) を述想させる形

として、わかりやすさと親しみ感などを表現する

と共に、街の新しいランドマークとして市民に末

永〈愛される図書館としている 。

( 南石周作 ・佐藤義信 ・村閃政人/ 日建設計 ・名古屋)

沼津市立 ｾ ｉ ｾｽ 館は、多様 化 する市民の新しい知的

欲求に応え、高骨骨化社会に対応する生涯学習と文

化活動の拠点 t なる ことを目指して企画された。

敷地 は市街地 の中心部でJ R沼津駅にも至近距離

に位置し、 市民の幅広い利用が予想 される。 この

立地 を活かして市民生活に密着した 「新時代の図

ill -館」 として将来とも柔軟に対応できる機能し

rl剃かれた図舎館J i : : して市民が気軽に利用でき

る図fjj: 館とする こ とを言十画理念としている 。

内部構成は来館者にわかりやすい図舎館とするた

め、明快な平商 ・階構成 t している 。図令館全体

の情報が受りられる総合レフアレンス機能を待つ

カウンタ ー を中心 に l 階を一般開架閲覧ゾー ン及

び児童図 ｦ ｾｽ 室、 Ｒ 階を参考図Ｚ｛ ｾ や郷土資料から成

るν フアレンスゾー ン、 3 階を音 t 映像の資料ソ手

ーンとし、各ゾー ン t も平易な平扇形のワンルー

ム t して、自由なレイアウト t 容易な管理に配慮

している 。
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正面アプローチ夜景 吹抜空間

1階一般開架閲覧ゾ ン

配置図| 階平面図 1:  1000 

( 一一一

4 階展示ホール
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豊明市文化会館

日

一

叫

b

b

皿

計村瀬知市計画事務所

理 豊 明 市総務部財政課営繕係

村瀬知市計画事務所

工 東海・矢作・成幸建設工事共同企業体施

所 在 地 豊 明 市 西 川 町広原地内

敷地面積 12，128.29m'  

建築面積 4，570. 27m'  

延床面積 5，076.665m'  

情造規模 RC、一部S、 4F 

工 期 平 成 3 年9 月~平成 5 年10月

最 寄 駅 名鉄本線前後駅

j量 影 フォトハウスタナカ

、言、

⑧ 

l 階平菌図
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〆

- -
北骨l全景メモリアルスト ーン

トライ ア ン グル が コ ンセ プ 卜

・ 3 つ の 施 設 の ト ラ イ ア ン グ ル

笠 明 市 の 中 央 に 市 役 所 と 福 祉 体 育 館 、 そ し て 文 化 会 館 、 こ の 3 つ の

施 設 を 中 心 に 22明 市 が 文 化 而 で も 今 後 発 展 し て ほ し い い 、 う 願 い が

込 め ら れ て い ま す。

・ 3 つの文化活動とトライアングノレ

「見 る 文イヒ J r学 ぶ 文イヒ J r作 る 文イヒ」の 3 つの文化 活動が、市民文化 の

向上と、文化 、芸術の拠 点 と な る 文化会館をトライアングノレ桝恕とし

て捉える 。

. 3 つ のi機能とトライアングノν

文化会館ーには、ホーノレ〆ー ン、ギ ャ ラ リ ー ゾー ン、そして茶室 〆ーンの

機能があり、これら 3 つの〆ーンをトライアングノレ総定! として従える。

・ 3 つの正面とトライアングノレ

敷 地 が三角形で、しかも 3 つの公道に萌している 。 それぞれの公道

に面して、来玄関、西玄関、北玄関が設けられ、 3 つ の 前 而 道 路 の 性

格 に 合 致 し た ユ ニークな敷地利用がなされる 。

・ トライアンクツレ ・フρ ロット

純 設 の 大 き さ の l順番に、大ホーノレ、ギャラリ ー、小 ホーノレ、茶室 を配

置 し、高き 関係においても、大ホーノレの大空間 か ら 、 茶室 の小 笠 IHJ

に至るまで)1闘序よく 三角 形 状 のさを|瑚の バ ラ ン ス が 生 ま れ た。

・インテ リアは トライアンクVν テーザイン

大ホーノレの鐙商と天井の反射板はトライアングノレを基調にした、、模H

を表わし記念事業のマ兄柄 。 のｾＺ味を待 っ ています 。 小ホーノレの鐙商と

天井の反射板もトライアングノレを法制に、特に壁面は、扇 状。守示し 、

笠 H月市が未来に向りて発展する意味を込めたものです。施 設 の 中 央 部

には、来玄関と西玄関を直結するコリドーノレが設けられた。コリド ー

ノレは絡設全体を結ぶ、送 。であり、天井は三 角 形、三角の天窓を項〈 。

・ トライアングノレによる外梢

三 角 形 の 敷地 の角には 3 つのシンポノレが設けられた。O ム 口の シ ン ボ

ノレ、O は西角のシンボノレ、 口 1;t.Jli: 11j のシンボノレ ・メモリアルス トーン、

ム は南 角のシンボノレ、 トライアングノレフォ ーリ 一、 三 角形 の 凧 の 形 は

文化会館を象徴するシンボノレである 。三 角 形 の 敷地 の防i辺には、明か

がり火 W を表わした街路灯、ベンチ、キューブと共にス トリートフアニ

チャ ーの 役 目 を 果 す。nに文化合併，のコン セプトは、トライアングノν

づくめである。

( 村{ 額タ11市/ 村瀬タII 市計画事務所)



小ホール正面

/  

圃

南面全景トライアングルフォーリー

コリドール
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文化センターサンアート

設計監理三好町都市建設部建築営繕課東畑建築事務所

施 工大日本土木・矢作建設共同企業体

電気工事 川北・愛知建設工事共同企業体 υ11北電気工業・愛知電機工業所)

管 工 事 三機・愛三建設共同企業体( 三機工業・愛三工業)

舞台機惰サンセイ

舞台照明松下電工

舞台音響 松下電器産業

④ 

36 

ロビーエントランス夜景

所 在 地 愛 知 県 西 加 茂 郡三好町大字三好字大慈山卜 l

敷地面積 39，57Im'  

建築面積 7，508. 019m'  

延床面積 12，051. 696m'  

構 造 SRC、一部RC、 3F

工 期 平 成 3 年 4 月~平成 5年 6 月

最 寄 駅 地 下 鉄 鶴 舞 線 赤 池 駅

撮 影 SS名古屋

2階平面図 I  :  1500 



木 施 設 は 、 勤 労 文 化 会 館 と ふ る さ と 会 館 の二 つ の 施 設 で

構成されていま す。 サンアートは愛称「世E < 太陽を受け、

文 化 芸 術 を 楽 し む 場 所 」 と い う なl床 か ら 名 づ け ら れ 、 優

れ た 芸 術 文 化 の 展 開 の 坊 と し て 、 ま た 地 域 に 線 ざ し た 新

し い 文 化 の 創 造 の 拠 点 と し て 寄 与 で き る も の と し 、 多 く

の町 民 に 愛 さ れ 親 し ま れ る 純 設 と し て 幅 広 〈 利 用 し てい

た だ け る よ う 計 画 し ま し た。

敷 地 の 〆 ー ニ ン グ 計 画 に つ い て は 、 隣 桜 す る 保 凹 ヶ 池 公

図と 一 体と なっ た 文 化 公 悶 〆 ー ン と し て の 環 境 と 景 観 づ

くりそ考1惜 し 、 敷 地 内 に も 植 栽 に 依 る 緑 を 多 〈 配 置 す る

と 共 に 、 遊 歩 道 の 整 備 な ど 自 然 を 多 く 取 り 込 ん だ 文 化 施

設 とな って います。

勤 労 文 化 会 館 は 、 凡 や す さ と 静 か で ゆ と り あ る l坐 府 配 置

が さ れ た 1，033人 収 容 の 大 ホ ーノν と421人 収 容 の小 ホ ーノレ

を中心に、レセプションホーノレ、各種会議研修室、 !H' 外

コンサート や イ ベ ン ト 用 の 屋外 111']'民広場などを完備し、

様 々 な 文 化 芸 術 の 発 展 の 坊 と し て 粂f牛を備 λ ています。

ふる さと 会館は、大主主庵と 栄松' 肝の二 つの本格茶室と、

江 戸 時代 に 活 断i した 同 pJT出 身の南i l ! i l家 、 伊 豆l京麻谷の 山

水i ! l ilを イ メ ー ジ し た 日 本 庭 園 か ら な り 、 庭 悶 内 に は 同 町

と友好提携している 長 野県 三 岳村から流れるオt E;? の * を

利 用 し た夢 水 i也、岡村の 石 を使 った小 径等が配; 泣きれて

ます。

( 東谷泰 成/ 東畑姐E築事務所)

ふるさと会館
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特別養護老人ホーム扶桑苑

扶桑町デイサービスセンタ-

設計監理安井建築設計事務所

施 工 鴻 池 組

アプローチよ円見る

38 

南側外観

所在地愛知県丹羽郡扶桑町大字山那字番所下

敷地面積 7，500. 55m'  

建築面積 2，095.03m'  

延床面積 3，611. 29m'  

情造規模 RC、3F

工 期 平 成 4 年 8 月~平成 5 年 3 月

最 寄 駅 名 鉄 犬 山 線 柏 森 駅

撮 影 ss名古屋

プリ y ジと中庭



地域に開放するジャングル風呂 (1階) 2層吹抜けの食堂

2階談話ホー J レと寮母室カウンタ ー 2階廊下

愛知県北京都の扶桑田Tにおける定員100名の特別 阻む形で 2 階建ての家のように配遣し、廊下は片 たい。扶桑苑では、隣接する南のグランドて、の y

養護老人ホームの計画である 。敷地 1;J:. IIITが無償貸 廊下として居室の居住環境が低下しないように自己 フトボールや、 中庭を通って訪れる人、庭の花や

与し、民間の高坂福祉会が建設し運営する 。 応、している 。主食堂は 2 階からも 1 階の様子が伺 木といったいろいろな風景が眺められるようにし

周囲には守口大根の畑が広がり、北東方向にはゆ える様に 2 府吹抜けとし、デイサービスセンタ ー ている 。

ったりと流れる木曽川 と犬山城が展望できる堤防 の食堂 ・養護室はアプロ ーチの近くに設け、喫茶 お年寄りは本来、家庭や地域で過ごすのが最も理

道路沿いの敷地である 。今回の計画での留意点は、 庖として地域の人も利用できる計画としている 。 ｾｴｴｬＧＢ である 。 家庭や地域の介護カが低下している

①入所者ができるかぎり自立した生活がて‘ き、 ② 浴室は犬山城を望む 3 階の「展望のゆ」の他に 2 今、いかに地域に溶け込んだ施設 t するか、入所

I也被の人や家族が気軽に立寄れる雰囲気 を作り、 階に機械浴室、 l 階に地域の人にも開放するジ、ャ 者の個別空聞を確保した上で、自立の手助けとな

③ 周辺の白書ｾを計画ｼに最大限取り入れるようにす ングノレ風呂、ジ. エツトパスを設けている 。 るサービスが提供できる 言十画とするかが設計に携

るこ とである 。 入所者にとってひとつの世界となりがちな老人ホ わる者の大きな課題て、あるといえよう 。

入所者が寝起きする居室は、南側IJ の芝生の広場を ームでは、変化 のある多織な風景を用意しておき ( 篠原佳J l V 安井建築設計事務所)

Jl ! 防道路

宮田用水

配置図 l階平面図 1  :  1200 ヱントランス
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国際環境技術移転研究センター

設 計 監 理 A&T建築研究所名古屋事務所

施 工 大成・東急・生川・小林建設共同企業体

管 工 事 大成設備東海支后

電 気 工 事 きんでん

太 陽 電 池 昭和シ工ル石油太陽電池事業部

自 動 制 御 横河ジョンソンコントロールズ名古屋支后

パコラ守ンヒーター 若松物産

ワニE匂 調 機 松下電器産業

「

④ 
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中庭五+ 鈴川の流れるイメージ

所 在 地 三 重 県 四 日 市 市 桜 町 字一之谷3646- 1番地外 120筆

敷地面積 10，750.25m'  

建築面積 1，767. 45m'  

延床面積 3，525. 72m'  

構造規模 RC、S、 3 F

工 期 ＱＹＹＱ 年川月 ｾＱＹＹＲ 年 ＱＰ 月

最寄駅近鉄湯の山線湯の山温泉駅

撮 影センターフォト

l 階平面図 I  :  800 



- 地 球 環 境 問 題 と 建 物 の イ メ ー ジ

地:E;l<m境 問 題 を 考 え る l時、現代の産業技術の発展なく

して 三替えられなし、 。 日本の 産 業 技 術 を 駆 使 し て 、 こ の

地Ｚｅ［ｬ＼ ｭ 撹Ａ日 Ｑ 姐を解決していく ｾ ｊ ｊＺが、ｬｦｉ裂なＺ必姐 ｴ 考え

られる 。 本 設 計 に お い て は 、 新 し い 技 術 と し て の 材 料

( アルミ ・ラスタ ー タイノレ) をタト4笠に 1i 1! 期する IJ_ i : により、

ハ イ タ ッ チ な イ メ ー ジ を 造 り 、 中 部 地 域 の 産 業 の 中 核

施 設 と な る よ う 考 え た。 又、宇宙空! 日1をイメージする

三 角 と 丸 屋 級 を 使 用 す る IJ_ i : により、宇宙規模におりる

地球 環 境|問 題 を 考 え る と 同 時 に 産 業 技 術 の 発 展 を イ メ

ー ジ し た 外 線 と し た。

・ 三 lfIY."!の rJ "核 地 設 と し て の イ メ ー ジ

日本 に お け る 廃 史 的 建 造 物 と し て の 伊 勢 判l宮 を 現 代 の

建築空間l に 取 り 入 れ る 事 を 考 λ 、 三 危! ¥1 の中核施設と

しての位置づけを考 λ た。建物の中央を流れる水は、

五 十 鈴川 の 流 れ を 現 代 風 に デ ザ イ ン し て い る 。 この 水

の 流 れ を 中 心 に 、 鳥 居 と し て の 渡 り 廊 下 を く く. 1) ， 池

に か か っ た統を i度ると エ ン ト ラ ン ス に 入 る 。 現 代 風 の

'1" 峰には、中央の川の向古川、に沌が流れ、日本庭園の

流 れ の 奥 に は 、 社 を イ メ ー ジ し た モ ニ ュ メ ン ト を 配 遺

している 。

. 日 本 的 や す ら ぎ の 内 部 空 間

研修・宿泊施設としての安らぎと測し、を持った Y フト

な内音 ｉ ｳｾ ｲＺｮ を提供するため日本の伝統的手法てある裕

子、7 ] < に 11尖る最多を作る こと に よ り 、 安 ら ぎ の あ る 日 本

的内音 ｉｳｾ ｲＺ ｮ を梢成している 。

( A & T処 築 研 究 所 名 古 屋 事 務 所 )

東南面アプローチ 鳥居としての渡り廊下をくぐリエントランスへ入る

タ景
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中部電力千代田ビル

設計基本: 中部電力 実施: 日建設計・名古屋

監理中部電力 日建設計・名古屋

施工 鹿島・大成・大林・佐藤共同企業体

電気 卜ー工ネック ・東光・川北・中央共同企業体

空調 卜ー工ネック ・大気社・川崎共同企業体

衛生ダイダン

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 千 代 田 2 丁目 12-4

敷地面積 9，221 .42m'  

建築面積 4，077. 45m'  

延床面積 63，213. 19m'  

構造規模地下部SRC、地上部 S 、B6F、15F

工期 ＱＹＸＹ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＳ 年 ＱＱ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 鶴 舞 線 鶴 舞 駅

撮 影 SOAR STUDI O 

中部電力千代間ビノレ は氾力の安定供給を 言十るた 整合性と共に、インテリジ、エント対応の機能、情

め、地下に超高圧変 ｾｬｕｩ 庁、地上に支庖 ・ 営業所用 線機能ピノレとしての特殊性( 系統の 2ノレートイヒ ・

途を有する事務所機能に加え、通信所 ・制御所等 セキュリティ確保 ・設備機器の拡張 ・更新への対

の高度情報機能を併せもった複合の 中継建物であ 応等) を配慮し、併せて省エオ、ノレギーを目指した

る。親しまれる企業イメージを高めるよう、周辺 平而計百! とな っている 。

道路に接した別敷地を含めて総合設計l f ; IJ 1.支を適用 外務れま、周辺の建物との調和および多用途のため

し、積極的な広場 ・緑化重量備を行い、周辺との調 の各階の階高の違いを感じさせない ことなどをな

平[ 1 をはかつている 。 図し、磨きモザイクタイノレを使用した横ラインの

支庖・営業所 ・電力所・通信所 ・lf; IJ 御所等が入居 デザインでまとめ大規模建築の威圧感をなくして

する高層棟と、地下超高圧変電所のコントローノレ いる 。

センタ - 1 : なる低層棟の二棟を、北側周辺住居へ また、地上165mにおよぶ通信鉄俗は正八角形の二

の 日影の影響および建物の圧迫感を 出来る限り少 量チュ ーフ鋼管トラスト構造により横揺れにも強

なくするよう敷地の南イJ!l J に配置し、北イJ l I J に生じる い問IJ 性の高い鉄塔としている 。尚、地下 6 階 ( GL

空地は作業用大型車の駐車場と 地下超高圧変電所 - 33m) におよぶ大規模な地下工法については、工

の大型機械搬入搬出作業を行うための構内作業ス 事の安全性・工期の短縮を考応、して逆打工法が採

ペースとしている 。 用されている 。

平面構成は地下超高圧変屯所および通信鉄塔との (三浦忠誠・川瀬友造 ・井村峻/ 日建設計・名古屋)

航空写真

事務室

社員食堂

指令制御室
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名古屋センタービル別館

設 計 施 工 竹中工務居

貨司区務室

外観正面

④ 

ファサード見上げ 公遭 15m I 階平面図 I :  600 
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所 在 地 名 古 屋 市 中 区 錦 2 丁目 2-22

敷地面積 I，097m'  

建築面積 856m'  

延床面積 8，898m'  

構造規模 SRC、S 、旬、 8F、PI

工 期 1992年2 月- 1993年5 月

最 寄 駅 地 下 鉄 鶴 舞 線 丸 の 内 駅

撮 影 河 野 豊

建築地は名古屋市中心部で、古くか らの繊維問屋街の北端

に位置しているが、近接する桜通りは一昨年地下鉄も開通

し、駅前から容易にアクセスできるピジオ、スの拠点として、

大きく変貌しつつある 。

IIfj 和37年に本官官は竣工したが、 当時BCS建築: u をはじめ多

くの: u を受けており、以来永〈当地の代表的なオフィスピ

ルとして親しまれてきた。月IJ 館はこうした社会的背去の中

で、本館の西側に隣接して、インテリジ、エント対応の高機

能ビノレとして、 言十l画されたものである 。

本館が竣工して 30年余。新しいオフィスの ニー ズにもとづ

きインテリジェン卜化により階市やスパン l阜、より大きく

ゆとりあるものに変わって来ている 。内部空間の こ うした

変化を踏まえた上で、本館と月 IJ fili 1 : のデザインの調和を図

ることが、今回の設計の重要なテーマてあ った。

四周に配されたバルコ ニー により、水平線の強調された重

厚なイメ ー ジの本館と比較して、アルミ t 高性能熱線反射

方、ラスの構成 によるカーテンワォ ーノレは、均等に水平に分

割され、階高の存在を消し、軽快でハイテクな表情を作っ

ており、伝統 t 現代の調和l が図られている 。

また、 全面に設けられたオ ープンスペースは本館より、連

結ししており、狭い街区において、道ゆく人々にゆとりを与

えているし、カーテンウオーノレに映る空の広がりが上部空

間j を開放し、光と風をもたらしている 。

オフィスの内部は、スパン 16. 3mの無柱空間で、天井高2

7m、床には全面H- 50のO Aフロアが敷き込まれている 。水

廻りは大きくゆとりを持たせ、 11見尖トイ ν 、あるいは、 ν

ストルームのハイカウンタ 一等、オフィスワーカーにくつ

ろぎの時を与えている 。 ( 土井敬三 / 竹中工務底)

基準階湯沸室
基準階事務室
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三重セキスイハイム本社ビル

設計監理安井建築設計事務所

施 工矢作建設工業

所 在 地 三 重 県 津 市 寿 町 120番地

敷地面積 1，319. 14m'  

建築面積 436. 71m'  

延床面積 2，863. 77m'  

構造規模 SRC、S 、BI 、6F、PI

工 期 平 成 4年7 月~平成 5年6 月

最 寄 駅 近 鉄 線 津 駅

撮 影 SYUEI

46 

西よりのぞむ

北面外観



敷地は津市の南東方向、海辺に近いフェニックス通り

沿いにある。周辺は住宅が多〈、日IOの雄物が少ない

地域にあり、 3 方道路に固まれている 。

目前、社員は率を利用することが多〈、周辺の環境へ

の配l慮、から、アプロ ーチは北側1) 前而道路のみとした。

また駐車スペース部分は道路レベルより半附下げ、槌

裁で囲むこ t によって、騒音の nlJ ! ，凶や道路を歩いてい

る人々の回線を考慮した。

外観は l 階玄関廻りを花i幸i石貼とし、四問を J ゲラスと

磁総タイノレて. 構成し、 一部ラスタータイ ノレを使用して

アク セントにしなが ら、端正さを表現した。

1 階ロビーに ついては、ホテ ノレラウンジのような優雅

さを演出すると t もに、個展な E がIJH催できるギャラ

リーとして、地域の人々に開放していくことを怠図し

て計1直|している 。

また、 6 階は、アス ν チックルーム、シャワールーム、

茶室を設りて事務所内で心身のリフレッシュができる

ように社員への配慮が十分にされている 。海辺が近い

こともあ って、各フ ロアーか らの索附らしい眺望も、

この雄物の一つの特徴である。

( 中烏誠男/ 安ヲ l'長I ! 築設計事務所)

アスν テ γ タ ル ゐ ラウ［，ｾ

.. ... 舎，.重

- 錫Z

.. 発"

断面図 1・400

④ 

オフィス
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マル力ン酢伏見ビル

設計監理竹中工務居

施 工竹中工務居 、清水建設

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 錦 1丁目 10-1

敷地面積 1，98I m'  

建築面積 1，331 m'  

延床面積 15，943m'  

構造規模 S 、BI 、12F、PI

工 期 ＱＹＹＱ 年ｼ日月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山 線 伏 見 駅

撮 影 河 野 豊 、 青 山 賢 三

北西面外観 基準階平面図 1  :  800 
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. はじめに

建築地は名古屋の中心部にあり、周辺は江戸時代からの整然

とした街区制lの面影を残しながら、街区環境の整備が進んで

いる場所です。 また周辺には下関公闘や御園小学校など良質

な景観の要素が残っています。設言十するにあた って、これらの

ことに留意し つつ将来にわたって内外の変化に対応しうる建

物を造ることを基本方針としました。

圃デザインについて

場所の歴史性、オ ーナ一、テナントの特性( バイオ ・コ ンピュ

ータ) を捉えてデザ、インの切口を 『歴史性と未来性の交錯』 と

しました。すなわち、かつて近くを流れる嘱}I Iが物流 ・往来の

動脈であ ったころの風景 < 石積の謎岸、桟橋、 ltJ t 柱、さざi皮>

をイメージの源泉とし、それに現代の息吹であるハイテクな

イメージの素材、テV テーノレをオ ーバー ν イし、テーザ、イン要素

としました。

. lill 物の特徴

周辺の公園、街路等と調和することを狙い、総合設計l I i lJ度を活

用して緑地を持った公関空地を街路に面して設け、併せて街

の剥l線に沿うシルエ ッ トを持った外観を由IJ りました。建物の

外装には地場の製品であるホーロー鋼板と氾解研磨処理され

たアルミカ ー テンウオールを組み合わせ、清新でリッチなイ

メージを醸し出すことを狙いました。

内部 I.:t.全館O Aフロアを敷くな E インテリジ.エン卜対応のピ

ノν とするとともに、コンノ f クトではあるが共用音11のアメニテ

ィを高めることに留意しました。また環境への配慮として、リ

サイクノレ可能な材料選択、オ Ｍ Ｉｖｾ ｴｩＺ 化、省エオ 、設備、省ハ ロ ン、

省アロン、施工にあたっては廃棄物の削減に留意して工事を

進めました。

( 宮 武 仁/ 竹中工務庖)

④ 
袋町通

御

園

通

l ' 首平面図 1  :  800 エレベーターホール
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メイテック厚木テクノセンター

設計監理 日建設計・名古屋

施 工飛島・ナ力ノ建設共同企業体

* 丹沢の麓に、濃い緑の山々に固まれて立地する 。

多分野にわたるソフト開発、人材育成の研修拠点。

人が「自然」に按し「未来」を 諮るよう研修室に

隣接、分散して設けられた 7 つのミニアトリウム

は、虹の色に塗り分けられる 。

薄本の中に浮かび」二がる、虹の窓は「ゆめ」を求

めるメイテヅク社のアイデンティティを iilJWする 。

( 南石周作 ・若 林 亮/ 日建設計 ・名古屋)

50 

所在地神奈川県厚木市森の里青山 15

敷地面積 7，228. 25m' 

建築面積 1，891. 97m' 

延床面積 14，572. 36m' 

構 造 規 模 本 部 棟 S 、5RC、 BI 、 14F、PI

講堂棟 5RC、BI 、 3 F

工期 ＱＹＹＱ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 小 田 急 線 本 厚 木 駅 ・愛甲石田駅

撮 影 55東京

ファサード

夕暮、薄暮に浮かび上がる七色(虹) のミニアトリウム



10 20 

部分断面図

5  ，首平面図

H 皆平面図

ミニアトリウム

3 0 m 

⑧ 

J . L  

_2. . . L 

4  F  

-

3  F  

研修室から 3 つのミニアトリウムを見通す
ブラウジング、リフレ ッγ ュ、情報交換のためのミニアトリウム
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ニッタビル

設計監理 清水建設一級建築士事務所

施 工清水建設 ・奥村組共同企業体

外観( エントランス夜景)
外観( 広小路側)

外観( 見上げ) 11昔平面図 1  :  600 
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所在地名古屋市中村区名駅南卜 1707、1710、1711

敷地面積 1，142. 78m'  

建築面積 981. 72m'  

延床面積 9，951 . 13m'  

構 造 SRC、S、81 、I IF、P I

工 期 平 成 3 年 3 月~平成 4 月 9 月

最 寄 駅 JR名古屋釈

撮 影アラ井建築写真事務所、フォト昂

この建物は、名古屋の目抜き通りである広小路の名駅

近くで、商業と業務施設が複雑に混在する場所に誕生

したテナントピノレで、ある 。

この地に大正末期から居を構えていた ニ ヅタ株式会社

のコリント様式の建物を取り壊し、最新の設備を持っ

たテナントピノレとする話が持ち上がったのし殆 E 足

並を揃 λ る様に広小路通りの整備が始まった。

そこで我々がとくに考慮した点は、いかに街並への融

和を計りつつ、オフィスピノレとしての気品を持ったア

イデンティティのある建物とするかであった。 その解

決策として 2 つのデザイン的な試みを行った。

l つは、建物の記憶を残す事。

旧ニ ッタピノレの持っていた様式的な部分を建物各所に

残す司王に依り、歴史性を感じられる建物にする事。

2 つ目は、建物のイメ ー ジがギリシャ神話で、言 う女神

「ダイアナ J に重なる事から、月を題材にしたそ ニュ

メン卜や装飾を行い、物語性を感じられる建物にする

事てあった。

これらの演出に依り、 ミラ ーカ* ラスのカ ーテンワオ ー

ノレを持った地上11階建の先進的なインテリジ‘ ェントピ

ノレでありながら、街並に対しての配慮を感じられる親

しみの有るピノレとして、新しい広小路巡りの景観に貢

献出来る様願っている 。

( 原因' 隙ー/ 清水建設設計本部名古屋支' ; J 5 設計部)

地下エントランス階段 外観(工ントランス )( 彫刻 藤原吉志子作『月を運ぶ J )
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アレックス

設計監理 鴻池組名古屋支庖一級建築士事務所

施 工鴻池組名古屋支居

崎重

• • 

1 階 平面 図 I  :  600 H 皆- 8' 皆平 面 図 I  :  600 
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正面倒外観

④ 

正面ポーチ

東側夜景

所在地名古屋市中区丸の内一丁目 404- 1、404- 2

敷地面積 919. 70m'  

建築面積 711 .73m'  

延床面積 6，135. 15m'  

構造規模 SRC、 9 F

工 期 平 成 4 年 2 月~平成 5 月 6 月

最 寄 駅 地 下 鉄 鶴 舞 線 丸 の 内 駅

1置 影 そあスタジオ



当ピノレは、名古屋の南北の幹線道路である伏凡通 建物の外観は、そのオフィスヒツν としての機能性

りに If i I し、地下鉄総・舞線丸ノ内j択の直近で、北に と、それを取り巻〈環境に調手11 したテ、、ザ、インとす

は名占屋城の外拐を隔て三の丸の' 白・庁街に嫁する るため、正面はパックマリオンカ ー テンウオール

等、交通、環境とも恵まれた、賃貸オフィスピル と高性能熱線反射ガラスによる大山商として、そ

です。 の周壁部とその他の外壁をタイノレ張としたソフト

地上 8 附までをテナント部分、 9 断はヒツレオーナ で、軽快なファサード t しています。

ーの専JH住宅として、立体駐車場も西側部分に11t. また、 l  階、 2 階 liliii l街道路よりセットパックし

設しています。 たピロティ ー とし、 ILI大磁石で明るくデ、ザインさ

玄関廻り

れたエントランスへ、自然にアプローチできる計

何! としています。

内部l はエレベーターホーノレ、オフィス部分とも、

務ち北きの rl' にも l明るい、アメニティー性の向い

インテリアとしてま t めました。

(11111JI 篤/ 鴻池組名古屋支出設計部)

1階エレベーターホール
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聖徳寺支坊聖徳寺

設 計 施 工 竹 中工務庖

外 観 東 面

56 

外 観 東 南 面

所在地名古屋市名東区平和ヶ丘 4 丁目 3∞番

敷地面積 1，653m'  

建築面積 892m'  

延床面積 I，032m'  

構造規模 RC、2F

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｑ Ｐ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｙ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山線一社駅

撮 影 加 蕗 敏 明

l  階平面図 1  :  800 わ ( (  



聖徳寺は ｊｾ 宗大谷派に属し、来別院建立前には、 築する為、平面計画においては、中央に端重量な0 : 1'

尾張領内における触頭をなした由緒ある寺であ 庭を配し、それに対して各施設を開放させる構成

る。天文18年(1549年) 4月、織田信長がこの寺で斎 としている 。

藤道三と会見して以来、出陣の日にはこの寺で寧 建物は、寺の機能である外陣、内陣、展示室、休

立が行われていたと言われており、寺宝 t して開 憩室し住職の住いである庫裏で構成されており、

基の閑普上人木像をはじめ、徳川|家光朱印、武田 外仰は多目的に利用て、きる線、昇降ステージ、 A V

信玄、担臣秀吉、石田三成などに 関する古記録を 裟位等を設け、インテリアデザインにおいてら寺

多数所有している 。 この建物は、これら資料の展 の様式を消したデザインとしている 。

示と、広〈 地域の人々の交流の場として利用され 外観のデザイ ンは、質感のある剖り JULタイ ノレと 硫

る司王を目的とし、名古屋市名東区に聖徳寺の支坊 化銅板により、 寺としての風絡を表現すると共に、

として建設されたものである 。 住宅地内としては大きなボリュームのこの建物が

この地は閑静な住宅地であるが、市街化の波によ 威 圧J惑を与 λ ない緑、繊細なテV テーノレと住宅的

り低l替の住宅が密集してきている 。 この地にあっ なスケーノレにする司王により周辺環境との調和を図

て、各施設をお寺としての厳蹴な雰囲気の中に構 っ た 。 ( キflf 谷敏光/ 竹中工務庖)

展示室 外陣より内陣を見る
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中京ゴルフ倶楽部石野コースクラブハウス

設計監理伊藤建築設計事務所

施 工清水建設

電 気川北電気工業

衛 生 空 調 大 気 社
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中京 ゴツレフ倶楽部石野 コースは、 中京テレビ放送

株式会社の|刻迎会社で ある 中京ゴルフ倶楽部株式

会社が開発し、 1993年10月に 附場した。 コー スは

愛知県豊田市の北部にあり、名古屋の中心からw :

へ約35キロ 、車で 1時間たらずの便利 な処にあり、

ゆき届いたサー ビス t ゆとりのあるクラブライフ

の提供を目指して開業して以来、大変好評のよう

である 。

コツレフ場の開発が、環境破波の尖兵のように云 わ

れる昨今、特筆すべきは、工事中はもとより完成

後の施設の運営管理に至るまでのあらゆる商で「環

境の保全」 をまっとうする努力がはかられている

こ とである 。建物 t しては、クラブハウスの規模

が通常の 2倍近いものにな っているのもそのため

外観南西面

である 。 平面構成は、光庭とプレ ーヤーズホ ーノレをとり阻

一つには、クラブノ、ウ ス周辺の景観 を大切 にしな んだ明解な型で、基本的 にはワンフ ロアータイプ

がら、利用者や管理の使をはかるため仁 地下に 70 1:し、 EI '! ;' ;のクラブライフは一 つの階で完結する

台余収容できる駐車場を設けた こ 1: 1 : 、従業員の ようにしている 。光庭は彫刻家吉見岳洋氏のデザ

労働環境をよくして、接客サー ビスの徹底をはか インと製作指導により、石と* 1 : て「瀬」を つ く

るために、普通別棟で扱われる こ との多いキャデ り、ゆ ったりした水の流れで、時々刻々と変化 す

ィー をはじめとする従業員の施設をハウス内にと るあかりと音を楽しませてくれている 。

り込んだためである 。一方、 設備面でも 、厨房で 雄大な勾配屋桜I : i 菜い粁の出のシン プノレな形 は、

使う 一部の火葬h以外は給湯や空調の熱波もすべて 遠望してもそ の規模を感じさせず、周辺の景観に

電気にした こ とが挙 げられる 。 クリ ー ンな エオ、 J ν も馴染んでいる 。昼寝の玄昌石、床の花開石、壁

ギー を積極的 に利用し て、公害の発生を排除しな の焼過煉瓦と木の天井の組合せは、内外共通した

がら、 これまでと違った省資源、省エオ、ノレギータ もので、時間 をかけて l味わい深い建物をつくりあ

イプの方式を採用して、その経済効果をもねら っ げるために選んTご素材しそれにふさわしい構法

た設備 t している 。 である 。 ( 森口雄文/ 伊藤建築設計事務所)
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l階フロン卜 廻り
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2階平面図 l ・12∞

| 階平面図 1  :  1200 

三国 1111:三

地下 l階平面図 1  :  1200 

断面図 |・ 1200

所 在 地 愛 知 県 豊 田 市 芳 友 町 地 内

敷地面積 1，206，561 m'  

建築面積 5，705m'  

延床面積 9，565m'  

構造規模 SRC、一部S、8 1、2F

2階VIPJ レーム

No. Iスタートハウス

工 期 平 成 4 年3 月~平成 5 年7 月

最 寄 駅 名 古 屋 鉄 道三河線西中金 ( にしなかがね) 駅

撮 影加藤敏明、 SS名古屋
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つくでカントリークラブハウス

設計施工大成建設名古屋支盾

車寄せ

コース側( 地 1) より

62  

7 ラブハウス車寄せ

所在地愛知県南設楽郡作手村大字高里地内

敷 地 面 積 約 1，190，000m'

建築面積 3，306m'  

延床面積 4，918m'  

構 造 問 、 2F、一部3F

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 名 鉄 東 岡 崎 駅

撮 影センターフォト

ー ロ: : : : : : : : : -

2階平面図 1  :  1000 ⑧ 



っくでカントリ ークラブは、愛知県の避暑地とし

て最近脚光を浴びている 三i可の山問、南設楽郡作

手村、作手高原のー画に大成建設グループ、有楽

土地側の新規事業として計画された。

標高600mに位置するコ ースからは、なだらかに拡

がる緑の山並みと、遠くには南アルプスを望むこ

とができる 。 この索11古らしい自然の中に立地する

クラブハウスは、何よりもつ司図の環境に溶けこ

んだたたずまい。を基本コンセプ卜としている 。

浴室

外観l立、切J妻大屋根をデザイン基調に濃紺の S 瓦

と外壁には、土色のタイノν を自己し、重圧で落ち着

いた装いをかもし Tごしている 。

インテリアは周図のE環境をそのまま内部に取りこ

み、木目を基調とした内装で統ー している 。特に

エントランスホーノレ床には作手の名草「さぎ草」

が清流に浮かぶイメージをテ。ザインしたじゅうた

んを配し、地元の人々にも好評を博している 。

又、食堂、談話ロビー、コンペルーム 等 はl明るく開

エントランスロビー

放的なヒュ ー? ンスケ ーノレの空間を心掛け、コ ー

スを借景する快適なクラブハウスとしている。

爽やかな高原、そびえたつ樹林に図まれた大自然

の中で、一つの小さな白球を通じて得られる親交

はl時には、その大自然にも負けない大きな友情を

育む。 このクラブハウスが、そんなドラマのー舞

台ともなればこれに勝る喜びはない。

( 梅村幸夫/ 大成建設設計部)

食堂
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所在地愛知県北設楽郡稲武町

敷地面積 74，757m'  

建築面積 2，178m'  

延床面積 4，343m'  

構 造 問 、 一部S 、 3F

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｔ 月 ｾ Ｑ ＹＹＳ 年 Ｕ 月

最 寄 駅 名 鉄 豊田釈

撮 影 55名古屋

ラウンジ

稲武力ントリークラブハウス

大成建設名古屋支庖

大成建設名古屋支庖・角文建設共同企業体

計

工

E又

施

l 樋措 術 語

「オ 車 寄 せ N  

食 堂

1  :  1200  

| 階平菌図 1200 

テラス

2階平面図

⑧ 
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稲武カントリ ークラブは名古屋の中心部から車で90分、

愛知県の北東部に位置し、春 1:t. 山桜から新緑、秋には紅

葉と四季折々の表情があり、迷くは岐阜、長野の山並を

望める標高800 mの眺望の素晴らしい環境に立地 してい

る。

当クラブは名 門商 山カン トリー クラブの姉妹コ ースであ

り、林業の稲武町の村お こしt して誘致されたゴルフ場

である 。南山の企業イメ ー ジを表現しながら、自然環境

に調和し、地元町民にも愛される落ち者いた雰囲気づく

りをクラブハウスの設計ーテ ーマ t している 。

建物の件まいは南山の英国風イメ ー ジを踏襲し、山並に

融合する 三 角形の連続する屋根形状とし、四季を彩る ｾｴ

としている 。

平而計画に於いては、解り易い客動線と運営しやすいパ

ック[ i } J線を 心掛けている 。敷地 のレベ、ノレ差を生かして、 エ

ントランスを 2 階、 コー スへは 1m下がって 1 階とし、

ラワンジ、食堂、 コンペル ームなど 主主E昔[1は 2 階に配し、

l切るく開放的で、パノラマ的眺望が待られる計l首! として

いる 。

エントランスを入るし広々とした開放的なロビー、ラ

ワンジ越しに山並が望め、自然と内部に誘導され、コ ー

スとの劇的 な対面により、プレイ意欲が高められる 。内

装はナチュラノレな質感のあるタイノレと木を基調とし、直

交する屋根形状を 内部にとり込んTご空間構成 t し、 l明る

くタe イナミックな印象を与えている 。

(J II地正数/ 大成建設設計部)

駐車場より車寄せをみる

食堂

浴室
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敷地全景

豊田中研福利厚生センター

設計施工竹中工務居

西薗外観 ティールームよりアリ ーナを望む
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アプローチ外観

12問中央研究所が立地する愛知県長久手町は、名 ープ」をデザインモチーフに選ぴ、平面形態を始 空間毎に光に変化を持たせ、独自の表情をつくっ

古屋市のベ ッ ドタウン t して、そして 学術研究の め各所で展開している 。 また建物全体を低くおき ている 。

中心地 t して急速に発展し つつ ある町である 。 そ え、緩やかな曲面展糠が、建物ぞ 主張しつ つ、ス アリーナは、建物のボリュームを拝11正、 天井を高

の中で当研究所は、敷地内の積極的な緑化により、 カイラインを優しく形成している 。 くするという相反する 2 つの 粂 件 し 空 lill の優し

臼然と共生する理想的な知的作業環境を形成して 内部においては日本 (I(j な空間1をイメ ージし、径路 さを 笑現する為、単照シエノレ緋造を採用すること

いる 。 空間により各室を有機的に結ぶと共に、緑と光と とした。 この構造の採用により、機能的な依し、易

設計にあたり 、 まず敷地の持つ特性を読み取り、 風を積極的に導入し、言|値 l した。地窓風の低くお さと共に、単屑シェル構造の持つ明角平さ、しなや

111に自然環境に |日l化させる のではなく 、.fl'l 極的に さ λ たI l fl 口部、障子越しの光をイメ ー ジした乳白 かさ、そして 美 しさを、そのままデザ、インに昇華

共生させる ｴ ｬｾ を ｈ 指し、環境 の 有機的成 長 と、人へ フィ ノレム I1占の方、ラス、そして外部との一体化をは させ、スポーツに相応しいアリーナ空1mを泊11 りi:I:'O

の思いやりのある形の象徴として「ス パ イラルノレ かる 全面Jゲラス 等 を各所で使い分ける事により、 した。

L 一一 ④ 

配置図 1  :  3000 

( 野村昌宏/ 竹仁l' 工務庖)

所 在 地 愛 知 県 愛 知 郡 長 久 手 町 大 字 長激横道41- 2

敷地面積 279，720m'  

建築面積 4，138m'  

延床面積 6，164m'  

構 造 RC、S、2F

工期 ＱＹＹＱ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＲ 年 ＱＱ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山 線 藤 ヶ 丘 駅

撮 影 ss名古屋、青山賢三

67 



アトリウム ホワイ工
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豊田自動織機製作所シャインズ荘川

設計施工竹中工務庖

配置図 1  :  3000 

70 

西函外観

所 在 地 岐 阜 県 大 野 郡 荘 川 村 大 字 赤 谷 字 ま せ ど 1282-2

敷地面積 17，078111' 

建築面積 1，609m'  

延床面積 2，446111' 

構 造 RC、2F

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｔ 月 ｾＱＹＹＲ 年 ＱＲ 月

撮 影 青 山 賢 三

/ / I f了m_ j ¥¥

l  階平面図 1  :  1000 



敷地は北に白川郷、来に飛鳥平高山が位置する荘川

村のほぼ中央にあり、北西に街l母衣抗JJ をl挑む緑豊

かな別荘地の一角にある。

r U)l とり 」と「やすらぎ」をテー? として、 f;' 企業

員のリクリエー ション t 余暇の充実のため、山菜

採り ・清流釣り ・ゴ、ノレフ ・紅楽狩り、スキー等、

l四季を通じて楽しめる長WI滞在型{ 扶養所としてす|ー

illil された。

外観 I: t . 森のスカイラインに合わせ、. t J Uの高さに変

化をもたせた切妻の勾自己屋線、深い刺:先、コ ーナ

ーの柱夢11 とバル コニー ・テラスのフ ν ームにより

レストラン

2階廊下 ロビー

陰影をもたせ、外壁は木々の表皮のもつ淡い赤褐 測を迷望できる ν ストラン、浴室等を設世した。

色系の色調でまとめたデザ、インとして周囲の自然 酋に向けた宿泊室ゾー ンは、多様化するニー ズに

に同化させた。 対応し、家族利用を中心に、見ｬｉ ｾｩ らしの良い窓と

眺望の確保と寒冷地 ・豪雪地帯? という 気候粂件か バル コニー付 のグレード の高い客室とし、廊下は

ら、建物は敷地勾配に合わせてお台に L 型に配置 自然光を取り入れた広〈、高い空間として明るく

し、その周辺には除雪を考慮した芝生広場、木立 快適な「子供たちのプ ν イル ー ム」として号 Ｑ Ｎｾｬ￯ ｬ し

に閉まれた駐車場を ν イアウトした。 た。

「季節の移り変わりを感じる」を設計 コンセプト 管理ゾーンは建物の両サイドに コンパク卜にまと

として、白様林に蘭したパブリックスペースを中 め動線を短くし、地下でつないだ配管 ・配線ピッ

央に配置し、 l 階は l次抜をもっロビー、大きな窓 トにより設備メンテナンスを考慮した。

のラワンジとギャラリ ーで構成し、 2 階は笹1I母 衣 ( 問中了介/ 竹中工務 J，I'i)

エントランス 西北面外観
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ウォータ ーパーク

フロント内部

豊田市街より矢作川を波り車で 10数分の丘陵地に位置

するフォ ν スタヒルズは、 トヨタ自動車が社内関連団

体との共同出資により、「ゆとり、 t きめき、やすらさI J

をテー? として建設された、地域にも開かれた新しい

タイプの厚生施設です。

丘陵地の自然を最大限保存し、かつ各施設相互の利用

促進や賑わいをもたらすことを怠図して、敷地 中央と

アクセス道路のみ造成し、一部自然林を残した広場と

谷筋を利用した池を中心にして施設を集約配置しまし

た。

ホテノレフオレスタは、会議、宴会、談らん、スポ ー ツ、

宿泊と 巾広いニ ー ズに応 λ る中心施設であり、ナチュ

ラノレカラ ーの磁務質タイノレをベースとして周囲の緑に

調和した外観としました。屋 内 テニスコ ート は、集成

材トラス梁を Ｇ ｉ ｾｊ 組とした テフ ロンコーティング)1英屋般

による I切るく柔らかな雰囲気のイン ドアコ ート となっ

ています。

( 日山 )1闘行 ・葛原定次/ 日建設計 ・名古屋)

所 在 地 豊 田 市 岩 倉 町一本松 l 番 l 他343筆

敷地面積 762，958.  15m'  

建築面積 9，614 .26m'  

延床面積 17，494 . 11 m'  

構造規模 セン 7 ーハウス ・スポーツクラブ SRC、日l、5F、PI

屋内テニスコー ト 木、 RC、IF

工期 Ｑ ＹＹＲ 年 Ｕ 月 ｾＱＹ Ｙ Ｓ 年 Ｕ 月

最寄駅名鉄三; 可線笠田駅

撮 影センターフォ ト

ｾ 木造集成梁と膜による屋内テ ニ ス コー ト



フォレスタヒルズ

設計監理 日建設計・名古屋

施 工 清 水 建 設

ホテルフォレスタ外観

航空写真
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禍内道路

配置図・| 階平面図 1  :  800 

74 建築と 社 会 圃1994 .3

外観北東面

富士電機三重営業所

独身寮「ブルーアーク」

設 計企画富士ライフ

主雇: 霊童清水建設一級建築士事務所

施 工清水建設

設 備 富士電機総設

電 気 富士電機工事

所 在 地 三 重 県 四 日 市 市 富 士 町 1-27

敷地面積 6，527. 40111' 

建築面積 895. 05111' 

延床面積 6，826. 52m'  

基準階平面図 1  :  800 

構規模造 SRC、15F、PI 、247室

工期 ＱＹＹＰ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＹＲ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 近 鉄 四 日 市 駅

撮 影 SS名古屋



敷地は近鉄l珂U 市駅より車で10分 I.H の工場ゾー

ンの- 11
1に位位する 。21世紀の光' ぶした生活を iiij

ＺｊＡＮ する棋となり得るよう主に Ｔ つのテーマを ｾｉ 拒り

込んだ。

①集団生伊? と例人生活のバランスのとれた空r: :1。

②自然 t の共生。

③町並みに融合し、親し みのあるランドマーク。

④防災上安全性の高 し、空1::10

価|の生活を光夫させる為、察室 iま、

①専有而干1721m'。

② ユニ ッ トパス ・ミニキ ッチン ・空調機など標準

設置。

③洋H匝入れ、机、書籍棚、などフ アニチュア 造付。

t し自室完結型とした。苦手室のインテリアは) ，

{立ごとに 4 つのよ慢なるカラーで変化と而白きそ

ii[imした。

又、エントランスロビー、談話室、食堂などパフe

リックスペースを充実させ集団生活ならではの触

れ合いの場を提供している。

ロの字プランであり 、 2 階から 15階までのボイド

空間が、自然彩光、通風、見通しのよさ等盟かな

環境を自1I り出している。このボイドは、避質f Uニも

有効な要紫となっている。

全体色調はアースカラ ーのライトグリ ー ン、 ik上

旬i切妻形状、周辺に卜分の空地、など環境への調

和lを図った。

ｾ生より ｅ 官名を募集し、ブルーアーク Ｈｔｴ い箱 ｊￎＩＢＩ

という名前を頂戴した。

Ｈ高木義ｾ Ｏ 清水建設設計本部名古屋支 ｊ ［Ａｩ 設計昔 Ｑ ＱＩ

寮室

圃園

田邑
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豊橋社会保険事務所庁奮

設 計 伊 蔵 建 築 設 計 事 務 所

施 工 杉 本 組

所 在 地 盟 橋 市 菰 口 町 3 丁目 96

敷地而税 1，459.51耐

建築荷積 578.42m'  

延床面続 1，197.77m'  

構造鋭t;¥:i RC、3F

工 具JI 1992年9 月- 1993年2 月

ｬｬｾ 寄駅 ｪｒ 東海盟橋駅

-+C Q  d  

富山県社会保険診療報酬支払基金

設 計 伊 巌 建 築 設 計 事 務 所

施 ヱ 佐 蔵 工 業 北 陸 支 庖

所在地日; 山市烈崎市木剣20

敷地而積 2，653.49m'  

ω  
建築面積 798.51m'  

延床面積 2，641. 29m'  

.町辺

構造規模 RC、4F、Pl

工 期 1992年 6月- 1993年 4 月

最 寄 駅 j R西日本お山駅

圃幽骨骨円巳 ー 咽圃圃皿皿田明岡田圃圃圃圃阻. J _ ，可申

一

鈴鹿農協本館

.旬、
i宣 計 東畑建築事務所

主町

施 工 鹿 島 ・浜口 ・田中建設共同企業体

所 在 地 三重県鈴鹿市地子町字川原ヶ国 1268

敷地而積 14 ，190.00m'  

建築面積 1，367.20m'  

ド。
延床面積 5，622. 29m'  

構造規模 SRC、RC、6F

工 期 1991年10月- 1993年 2 月

桑名信用金庫朝明支庖

設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設 名 古 屋 支 庖

所 在 地 三重県三重郡朝日町大字小向字七反田350- 1

敷地面積 1，910耐

建築面積 482m'  

延床商積 786m'  

構造規模 S 、2F

工 期 1992年 9 月- 1993年 3 月

最 寄 駅 近 鉄 名 古 屋 線 伊 勢 朝 日 駅

名古屋ステーション開発本社ピル

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 J R東海建設

所 在 地 名 古 屋 市 中 村 区 竹 締 町1508番 I 、2

敷地面積 399.01m'  

建築面積 296. 67m'  

延床面積 1，644.98m'  

構造線放 S 、6F、Pl

工J ! J J 1992年5 月- 1993年2 月

最 寄 駅 j R名古屋駅



ＧＱｾ 明Ｂい、う地名の響きは、我々にまず、どこか羽さの ＧＭＱＧに 庶民的な親しみ

を感じさせ、統L、てそれぞ、れの対象のイメ ー ジ‘ へと思いがつながる 。 それは、ネ1I 1

7A・の木々に宿る神聖な11浄寂さや、王砂利を踏み締める洗心の背や、五ー卜鈴}II のt!?

き流れのノド而の部11 きて。あったり、或いは|大l宮前の賑やかな}A¥' I)'f ある街並みや、前

くから人々に馴染まれてきた名産品て、あったりと、人それぞれの心の思いの
'1
背景

へと先泌する 。

それほどに我々の心には、“ 作吟う" は郷愁感を伴う午'J '5) 1) の心象であり、ネ111仏 に点、l

する羽Ｎびの 心 が漂う 。 恐らく、円本人は子イ共の頃よりこの地について、くお Ｑｾ 吟うさ

ん〉くお1 ' ) 1 勢参り〉くお伊勢誌で〉等と耳にして、ネIII F，元や! 被} t を
j
心してその存在を認

識し、また要人の参拝の卒脳宣創立々 ｲＭｉに する等につけ、民 ＺＱｾｾ の念が心に脊まれて

いるせいなのであろう 。

その行匂ｽのネ ＱＱ Ｑ 符て。、折しも Ｖ ＱＱＱＱＱＱＱ の式年選 Ｑｊ ｦ カ ｾＱｉ Ｑ 斗 三 十九り行われ、 ＲＰ 年に Ｍ Ｑ 立と

いう機会でもあることから、この度の東海特集のテーマとして取り上げることと

なりました。 また、この遊常に| 共!述してなのか、周辺地域てゆ施設造りや、 I" JI前

の街づくりが実施されていることから、 これも併せて特集に取り上け、ました。

ｾＧｉｉ［ｉ ［ のな誌については、それぞれの分野の様々な説が ｼ剖 かれ、意義深〈興味の

尽きないと ころです。本特集の仁
l'

てやも作製L{f王者がそれぞれの観点からお考えを述

べられていて、選宵に対して、新たな|剥心 を引き起こさせてくれる ことと思い ま

す。

終わりに、この特集がて Ｓ ましたのも多くのＩ［々の ｉｉｾ かい ｦｊ ｪｉ協力によるもので

すが、 とりわけ式年造営庁技宵の愛知工業大学教佼飯111点PL j 郎先生、神宮司，-j'党

結古 ｉＡ 技ＨＺ￯ｉ￮宇 ｩ 宇野金彦さんを始め、キ ＱＱ ｩＧ ＱｾＧ ・司庁の Ｑ ｊｩ ｉｊￆ 解 ｦｊｉｊｬｴｬ ， Ｗ ｊ があったればこそと 深

〈感謝Ij l し」てけ、ます。

特

集

伊

勢

圃
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宮
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年
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と

神
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界

隈

(W:i4Ij . 支部特別編集委員会)
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遷 宮

伊勢と遷宮

宇津野 金彦

1  . 普遍的システム

平成 5年の秋、伊勢の皇大神宮( 内宮) と豊受大神宮( 外宮) に

おいて、第61回のネ111宮式年連宮が執り行なわれた。

このネ ＱＱ Ｑ 宮の式年遷宮とは、東西に相桜して並ぶ Ｒ つの ｾｩｦ 隙知也を舞

台にして、 20年に一度、正殿をはじめとする諸殿舎御門等の造替し

あさ み や

正殿殿内に奉 納す る御装束並に笹 ｛ｊ ネ Ｑ｛ ｉ ｾ ｩ ｩ の調進をも っ て、現つ宮から
にいみや

新宮へ大ネIjl を選し奉る儀式のことであり、その制度的基盤は、 7 世

紀後半の天武 ・持統朝を通じて確立され、内宮てやは持統 4年 (690) 、

外宮では同 6年 (692) に第 l 回の選宮が斎行されて以来、国家的儀

式として、およそ 1300年の歳月の中で61回の歴史を重ねてきた。

古代には、住吉、香取、鹿島などの有力な神社にあっても式年の

遷宮が行なわれていたが、今にその制を伝えるのは仔穆J の神宮のみ

であり、「伝承の美学H 新陳代謝する建築j などの今目的言判由i 1: とも

に、我国特有の文化として広〈知られている 。

ここで61回の遷宮史を述べる余裕はないが、とりわ H9l
世の戦乱

期に内宮、外宮 とも 120年余に及ぶ正濫富の中絶がありながらも、中

世末期になおかつ再興され現衣に至っ ている史実は、遷宮 というシ

ステムが保有する強靭な復原力はもちろん、そこに内在する事亘的

な構造を示唆する事柄として、取り敢えず注目にf直しよう 。

2  . 常なる 生命

式年遷宮の意味については、これまでに様々な側面から論じられ

ているが、その基本的観念は、概ね「くり返しJ い づ 言葉に集約

されよう 。すなわち、 2併F一度の宮避しとは、 61回の数字が物語る

78 彊築と 社 会 川 994. 3

ように、式年の20年目を結節点にしたくり返し'τ あり、それはし、わ

ば物質と精神の娃りを象徴する 。 この意味において式年選宮は、永

遠性の形象化に他ならないであろうし、またそのような観念は、恐

らく、太陽、山、 樹木、 川なE の自然あるいはそれが粛す自然の産

物を信仰の対象とした古代人が、自然やその産物の存在を、絶対的

なものと してではなく、周期的な再生を遂げながら絶え ず若々し し、

生命を保ち得るものと見倣した、いわゆる古代的な自然観に通底を

持つように思われる 。つまり古代の人々は、自然のサイクノレの中に

こそ、常なる生命を見い出していたのである 。

したがって、かかる観念を建築的に言へば、建物の造形美 よりも、

建物の形式 t その配置構成を維持し再生産してゆく こと が、式年の

造替制に果された初源的に重要な役寄JJ と考えられよう 。

一方、諸家の説かれるように、式年選宮は、毎年の秋に行なわれ

る神嘗祭を大きくした儀式に相違なし、。 しかしながら、選富が式年

のくり返しによって永遠性を象徴するの t 同時に、それが国家的儀

式であるが故に記念性をも追求した ことは、少なくとも建築に限つ

ては否定できないであろう 。高さ 16丈 t も8丈ともいわれる古代の

出雲大社本殿が、その巨大さをも って記念性を志向したのに対して、

作明の神宮では、 巨大さ( 現内宮正殿の地上から千木先端まで約40

尺Ｉよりも、むしろ祖Ｉｾ の 反復という周期的交 替 システムの中に、

永遠性の証を希求し、記念性の訂正立を目指したのである 。

3  . 伊勢の重浪

このような神宮の式年選宮に託された永遠への祈りは、 もとより

伊勢の土地柄に由縁するものであろう 。万葉集カ苛設せる次の歌は、

皇大神宮新殿地古殿1也

( 神宮司斤弘報課提供1

平成 5年j置影 /  



Ｑ ＳＧ明の自然と ｊｬ ｦｴ｜土を ｾＺＺｪ らかに ｾ ｉ 面 ｌ ナーげて ｌ 、る 。
み こ 8 こ そ み 付

「やすみしし わご大f(!， 11 の皇子の |剖 し 食 す 御 牒 つ|主| ネ11
1

風 の 仰 明 の 昆|は |到凡れI!' しも LII 兄 れLfl 't し 川兄 れ ば さ

やけ〈消し 水門なす IIlii> I Aし兄iJ 主しの 品も 名古:i し... ..J (巻

13、 3234)

大手11の東方に位置する伊勢の地 には、r
l
，代の人々 が、その遥かi ! i j .

の彼方に存在すると信じていた理111! 郷のイメージが付纏う のである。

ー』月現大和11の↑ 時棋史座を伝える r FI本告品己j 垂仁天皇25年粂のキ11前

は、その ことを端的に示して L、る 。

し ｾｾみよ か た 〈 に う ま し

「是のネ ＱＱ 岨 の Ｑ ｾｦ 勢固は、Ｇ， Ｚ ｪ ［Ｍ Ｇ ｉ 止の ｪ 良の重 ｪ 良リ ｉ ｬｩ する凶なり。傍国の可怜

し固なり 。是の国に居らむと欲すJ

話とは永遠を意味し、常 i止とは古代人にとっての楽土一概! 郷で

ある 。 その常世の国に最も近〈、絶えず常世ヵ・らのj良が打ち寄せ、

海と山の幸に ｊｅ まれていることが ｾｩｾ 座の毛 ｴｴ ｲｬｬ とされる 。 「 重 ｪ 則市する

ｼ 玉 リにみる幾 重にも打ち寄せる波 こそ、 ＱｾＱ 勢の理想郷としてのイメ

ー ジ制限象的に認識せしめるものであろう 。 ｲＧ ￯ Ｔ ｊｾ 記歌訴の冒頭ぞ飾

る出雲のSj 器薬ぎ、「八雲立つ 11'1芸 八 重 垣 主ごみに 八重垣作る

その八重垣を」の ｾ ｦ ｬ｜は、幾重にも芸や垣がある様がめて ＧＱＺＧ < 、また

やまとたけ るのみこと l  ほ

倭建命の大和 Ｑ の凶寿ぎ「倭は Ｑ Ｓ＼ Ｑ の ｊｾ 秀ろ ＱＡＧ 投なづく 背:J:E[

山諮れる 大平11 しうるはしJ (r' i 事記、景行天五J) も、幾重にもi J l々

に固まれてし、る様カ税制可¥これらは、作明の「重浪J に共通す

る永遠志向の表現てあった。

4  . 東と

正殿以下の諸般合笹 ｰ 門の配世は、現在、南 北 を基 ｾＱＱＱＱ にするが、 ‘  

の車Ikl 生が古代にまで迦り得ることは、栢山敏男氏のキJi 鍛な殿舎似) 点

によっても間違いはなし、。 しかしながら、 l点[ f I 敏I l J ' l 氏が指摘される

ように、選宮祭本来の意義は、造替選宮ではなく、あくまでも祭典

選宮として Jl I ! J f J 卒されるべきであり、したカ? って、選宮祭においては、

建物配置が示す南北のjlllll 性よりも、選宵ごとに束から西、西か ら束

へと宮処を移す東西のjlll l1'l企の }j が重要となりかつ先行する、 とみて

よかろう 。第60回の式王子選常に奉仕された川添登氏が、古代の寺院・

ネ ＱＱ Ｑ 社建築を より Ｑ Ｑ 交した上で、ネ ＱＱ Ｑ 符の社殿について 「 むしろ私は、 ｾ宮

とし、う祭が先にあり、それを強制するために、茅耳、素木造い、っ

た古い建築』若手' C;/)f採用されたとみたし、。私は選宮祭に奉仕して、新

旧対称のあざやかさをまざまざと みる ことカ fできたのである 。J (1伊

勢神宮J) と述べられるのは、その点にも ｼ 英 ｊ ｾ していて興味深い 。

この東西の車1i J'性に|剥して注目されるのは、盟受大キ11
1宮別宮の土宮

( 外宮城内) である 。正常の南方、街地を陥てた対岸に位置し、山

田原の土地のネ ＱＱ Ｑ として古い ｛ｾ ｉ 紺をもっこの宮は、大土乃御祖ネ ＱＱ Ｑ を祭

神とし、 1ifP，殿は古来より京而して建つが、その束而に加えて、大治

3年 (1128) 別宮に列せられて以降、明治22年度 (1889) の選宮ま

で、左右ではなく前後( 東西) に宮避しが行なわれており、東西の

車Ih性に対する 信仰 の篤さが看取されよう 。

東西の車111性から連想されるのは太陽てあろう 。天照大和1
1は 『円本

J' .i lまひ るののむら

主千五己J (ネIII{- に上) には円のキ1111大円 襲 立J とされ、一方、 Ｑｾｾ ｽＱ 也方に

は、 二兄の夫婦岩に象徴される如 1< 、古くから太陽信仰の戚んであ

ったことが民俗Ｇ予者逮によって報 ｦ つされている 。 このようなキ ｉｉｉＧ ，ｾ Ｎ Ｇ［ 1: 

太陽との Ｒ 主のな ｬ 床て。の ｼ 美 ｬ わりは、東ｪｊ ｹ の ｾＱＱ ｬｩＧ性とも決してｾＡ日までは

なかろう 。

さらに、その111111性に|英Ji . i l iして言へば、 i
l
，' 代の n本では点と阿の符々

が Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 型なる Ｉｪ 位として崇拝されていたとする ｉｬｬ ｪｊ ｬｪ 進氏の日放もｾＡ併比

できなし、。延暦23年 (804) 撰述の 『阜大ネ11ド宮悦均11則 カ可 1< 天! ! l 1大

和1
1
の1J 吟うを真! 主にまつわる所イ云には、大[ 1 1命が倭Aj : ! 命に平等えて、五ー|

鈴 川 の ｊ Ｍ 流に大和 Ｑ Ｑ の宮処 ｴ こ適した場所が在ると Ｑ｝ Ｑ し、その地を ｬｾ￮ｈ

11米向かう国、タ円 五!と向かう園、 j良の苛1mこえね凶、 JA¥の背聞こえ

ｉｦＮｬＮ ｉ 五 ｼ 、 ｆ ｪ 矢革 ｾ￮ の ￬ Ｇｦ ｬ 昔 ｬ こえね副 ｊ 1:寿L、ている 。 このj; iJ l ll 、夕 11 の刊

占きむ 〈 ひしろ ひ で ひ か げ

は、 「越前! の 日代の 宮 は 朝 日の n!! 有 る 常 タ 11 の n  Ｉｪｾｾる Ｇｫ Ｇ［
みやどころ

...J (i i 事記、 Mt 略天皇j に代表されるように、 1JY 処の例め制であ

るが、 しかしその常套的な句は実存する聖地にあってこそ fll 応しく、

それ故に現実性を枯びている 。 とすれば、「朝 日米II刊・う |王IJ 、「夕 日

米向かう| 玉IJ ＱＺは、太陽の修耐をｊＧｉｉ ｴ 、た束と阿のＧｲ ｩｦｬｾｊｘｊ 也に対する比

倫的表現て" はなかろうか。 それに統〈浪も j艮も可欠刊のi ' f も11¥1こえ

ね ｉ Ｇ ｅ ｉ という表引には、このｼ吐から隔絶されたいわば ｩｬ ￏｬ ｉ 慌の ｾｉｉ 抑制品Ａ

の世 界 がＡ断 ｾ ｉ Ｚ せしめられ、それは ｾ ｉｉ 阿進氏 の云われる太防の ＱＱＧＱＱＱ ・

人 11 としての聖なる穴に通じるものであり、大付の絞まり坐す制lj民

地割! 背示しているかのようにも憶される 。

5. 四重の垣

和11杭の社殿配置にみる特色のひとつに、正殿 t
バ

-[jJ lj i ; : 般を 1:1
1
心に

して、その周りに内から外に向かつて姐らされた瑞Jd. 、|人l下) i ( 、外

王厄、板垣から jぷるJ ! LJ 重のf亘が挙げられる 。他のネ!J lfI:のJi( が 2.iTIな

いしそれ以ドであるのに対して極めて特徴的なこの IJq ift い、う梢I J . 父

は、第 1 同の選広に際して整えられたようであり、 したカ Ｑ ってｾｾ庶

の初ずをの段階から芯; 識的に構想されたものといえよう 。

ではその 1
7LJill :の坦とは何を意味するのであろうか。恐らくそれは、

ｭ ｬ 阿 の ｬ￬ 然からの隔絶とか聖と俗の厳然たる区月 Ｑ Ｑ といった Ｔｬｩ 手 Ｎ ｾＨｉｾ ｊ な

桃tll に必っ・くのではなく、例えば可Wii. の1! ?が )j 葉集には 「持垣J (巻

13、3262) あるいは「ホ思J (巻11、2415) と詠まれているように、

ｉ ｾ ｉ 然が有する 市なる 生命を、幾重にも廻らされた町によ っ て、造形

的に表現することをなｼヌ ｼ したように忠われる 。 式 Ｚ ｱ 三 選 ＱＺ 怖 ｦＲＰＧｦ Ｍ ｊｾ

のくり返しであるのに対し、 この凹重の坦は、幾i J i :にもあることが

永述の象徴と考えていた古代人の字'[Li観を、 - IMIリj慨にそして' 恒常

的 な ｊ ｉ 予と して ｊｾＮｊｊｾ 化したものに追いな ｌ 、 。 凹 主主＿掛りではなく、京

阿南北の符而とすれば、東凹八重、南北八重となり、まさに八重喧

に繋がる。

(う つの かねひこ Ｏ Ｑ Ｑ Ｑ ＱＧＺＺＧ［式年治 ＧＺ ｾ ［ｊｪ Ｚ 技印 ｬｩＩ
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遷 宮

式年造替と桧

飯田

式年造替

35"' 1三も前の ことだが、 京都御所を訪れる機会があった。落ち若い

たたたずまいの古い御殿を通って小jJp所に案内されたときの鷲きは、

未だに忘れられな い。小佐p所は再遣されたばかりで、あった。伝統技

仲代。丁寧にイ土l二げられたばかりの桧のi釦、金色に近い l明るさと、 そ

ロ

れを地にして浮かび上がる鮮やかな色調の事脱会の華やかさ 。 それは

荘重だカＧｍ ｾｉｉ 音くてやや陰気な古 ｌ 、御殿からはとても想像て Ｓ な ｌ 、息

をのむ美しきて" あった。

それから約10年たったIIH和44年、j ! i{-t ローマ追跡、の調査のため北

アフリカに赴〈途中でノ吋に立ち寄り、 ノート ノレダムの北.1J!i Jに住む

知人を叫ねた。留学生であったころしばしば訪れた大聖堂は、風間

て1先われる錨燃や飛梁を除けば、壊とかびと保煙に包まれて、胸れ

れば衣JJIRが汚れるのでは、 と思われるほど兵っ県て、あった。 それが

今や汚れをすっかり洗い落として 700年前を思わせる純白 の衣をま

とい、 n:' ，くて厳しいノートノレダムとは打って交った、若々しくて優

しし弓さやかな査になった。

私たちがよじ校的短い年月の聞に、 一つのモニュメ ン トの古い姿と

新しい盗を 円 にする こ とができるのは、 ｪ 必Ｇ， ｾ ［ ｦ ［ きわめて析である 。 小

ｪ ＮＱＧ Ｑ Ｑ 所 はたまたま イ ｅ 火 の燃え主党で炎上して ｾｉ 泌された直後てあり、ノ

ート ノレダムが13世紀1-1
1
期の姿に戻ったのは、果断なドコ、、ーノレコI c統領

と明敏なマノレロ 一文イけHの決定による 。

キ'1' 宮の式年造コ岱は通常巡りあえない こ

のような機会を、 20年ごとにすべて の

人び とにf剖共している のである。

私たちはこれらのモニュ メントを、

色や形、加J英や比例、構造や材料など

を総合した姿( 形態) として意識する 。

この査は木や石や土などの素材を加ー

し、組み合わせて造られているが、姿

に先立って素材が意識されること はな

い。 まして日に触れる こt のない加工

や組み立てなどの技術や構法は、 一般

に私たちの11; 識にさえのぼらなし、。 こ

のように そニュメントは姿をjili して手広

たちに働きかけるので、建設者はモニ

ュメン卜に建設者の理念を最もよく表

明する姿を与える 。

喜四郎

素材とその加工技術や組み立ての構法は、いかに12重で非凡で類

似lのないものでいあってもすべて、モニュメン卜の姿をつくり ー上げる

ための手段にすぎず、手段そのものの価値は、それを用いてっくり

出された成果の価値と は次元を全〈異にする 。 それに加えて、モニ

ュメン卜を形づくる素材は木であれ石であれ、経過する |時の流れに

長短の差はあっても必ず老化し消滅する。素材を加工し、組み立て

る技術はたとえ緩怯でも、より効率の高いものに必然的に変化する 。

したがってH寺聞を超越して存在で、きるのは、モニュメン卜の姿だけ

である 。素材や投手f > i L " はなく、まさにこの姿 こそ 建設者がそのモニ

ュメン卜に託した理念を表明しているのであり、さらにこの理念は

若々しくて欠けると ころのない姿においてはじめて、最も力強< 1リj

11京に表明される 。

老化し消滅する古い京材や変遷する技術に固執せず、 !日l質の新し

い素材を用い、同ーの加具 ・形式 ・材紙ぞ守りながらすべての社殿

をもとの若くて美しい完全な姿に 20年ごとに立ち川らせる判官の

式年造停は、再建とし、う大司王業主? 品包することによってその姿が表

明する理念を定期的に広〈人々の ｉ ｕ｝ に ｵｾ 起し、高揚する 。 ＱＲＰ 年余の

仁1
1
凶間j はあるものの、この制度に基づ、いて 1300年以来受け継がれて

きた この伝統は、世界に会〈知例のないわが国の一大文化追産であ

る。雄造物としての日Il 物的な刊!l J而からいえば、式年造替はもとの姿

を確実に伝J取させる、形態保存の卓越した制度といえよう 。

ノートルダム大聖堂 (11日制44年) ノートルダム大聖堂刊行制29.11'-)
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御稿御倉( 治t付金)

桧の調達 a 1)  

私たちは素材の美しさを主主重するが、純木造のキ111' ，吉の相: 殿、特に

造替て Ｂ Ｇ ｾｊ 々しく匙る圭践しの姿には、素材の新しさが大きくかカ・わっ

ている 。京材のうち最も主要なものは し、うまでもなく桧で、第61同

造替では 12王f ll ¥J にず持リし て約12000本( 約 175立方メ ート ノレ) の木村

桧が調達された。当時の木骨桧の伐採立は年11¥18-10万立方メート

ノレであるから、造待用材はその 1%にすぎな L、。 しかしヰｾＺＱ肢はｲＧ￯米

の寸法の部材て平調i されるので、太〈長い111木ぞ必要とする 。例え

ば正路しの円柱は長さ 8 メート ノレ、末 ，1[]'[ 経70センチ、棟持柱は長さ

11メート ノレ、末日 76センチの! 点木から切り ，'1' ，すが、これらの柱に組

み令わされる部材にも当然太い j京木を必要とする 。

このような大筏木の入手は明治時代にすて℃困難だったため、 lリl

治末年に木 ＧｦＧｩＧｾ ［ｲ ｬｬ 料林に約 ＸＰＰＰ ヘクターノレの専 ｭ 林Ｈキ ＱＱ Ｑ 宮 似淋Ｉが設

定され、造替用材のT1i制呆が図られた。終戦と 1
1
<に待11来|林 も相11'，':¥11/湖水

もj苑止されたが、後者1;J: 学術保訟味本や桧大判保存林などとして怒1棋

を半分以下に縮小きれながらも保殻されてきた。 しかし平成 3年か

ら文化J l ね主造物用などの特注材に限って 111侃? 林から択伐( 選別伐保)

すること、 ｾｉ Ｈ Ｎｌ 林 ｊｕ ｊｬｉ｜ ｉ を Ｑ ＵＰ 年として桧を安定 ｃ 弘行すること、 ｦ ド Ｑ Ｑ｜｝Ｑ Ｐ Ｗ｝

ι ) j メートルに述した天然桧の伐採抗は1)1刷夜させ、‘ f/友8年以降は

将来も木村から安定供給される直径約40センチ以下の桧原木は、

ｪｬｩ 作に必ｾＺな ｊｬｒ 木の約 ＴＰＥ で、残りはす べ てそれよリも太し、 。， Ｑ :!l 

このような状況では造替J IJ 1こ集成材 の一時的使J - IJ もJ I::むをえないと

思われた。一時的という のは、や11'，' 与では人:iE末年か ら隣接する 山林

('I':{J，!. J対小) で大経木を育成しているが、まだ70年しか経過していな

いか らである。 大径木から切り ＱＱＧ ， す告 ＱＱ 材 のうち 、板や角材は集ＯＩｾ仁村

でi¥: 川し幼 く、またj民間にさらされる状態で集成料の11J位をf淀川 し

か や

てすでに 20"f. 以J -経過した校合も引存する。 しかし厚い:;:1:'3:王国恨の

-(，:i 市をうける快伺柱や11IH:はすべて、経微なエンタシスをもっ先制11

りの部材である。構造用集成材でこのような円柱をつくる場令、加

しにくし 、ぃ、う| 問題そ解決しでも、円柱表而に桜着剤の黒い協が

幾本も露出することになる 。

このIllHill の対策を考えているうちに、性急なために見落したこ t

同左( 泣竹、，ii j)

があるのに気が付 L、た。 l円f脚本の択伐が始ま ったとしても、大経木

の蓄積宜は 70万立方メートノレ五U二といわれるので、たとえ大径木だ

けを年 2万立方メ ート ノレつe つ択採 しでも、皆伐には35年以上かか

る。 したがって平成2伊予( 第62[ f.i]) 1: 45年( 第63回) の造特に必要

な円柱用大径木の調達は、経費 n 3) の問題を別にすれば不可能で‘ は

ない。他方、 宮島財本; の桧は山伐と土壌改良で成長が促進されており、

約70年てや65センチに述 したものもあるという 。順調に成長すれば平

成65年( 第64凹) 以降の造替J'f l大径木は、 一部を除いて宮城材に期

待できるので、集成材の円柱は妃憂にすぎな いこと が分かった。

解体材の再利用

平成 6年には月読宮はじめ 12別宮の造替、旧社殿の解体と解体材

の譲渡が行われる。耐久性の乏 しい萱や厳 しい条例ニて"JA¥雨にさ らさ

れる千木、鰹木、 3日反などは廃棄されるが、そのほかの解体材は再

利用できる材質 引制ミ干している 。昭和48年( 第60凹) 造替の! 附木材

は全凶の神社カ‘ らの 11'前に基つずいて、約250社へ譲渡され、再利mさ

れた。IJ ?J，和 4年に造常され、 29年( 第59回) に j附本されたいl符合殿

は、熱田ネ lt
l宮の本殿として現存する 。内宮 ・外宵両立澱の似法判生は

周知のように、さらに 20年間宇治橋鳥居 t なり、その後は神宮を離

れて闘の追分( 三E 県|刻111]") と桑名「七里の渡しJ のμ 同として生

き続ける。

これは確かに敬和11の念に基づく再利用であ る。 しかしそれは|日l時

に、 自然の与え たも のを部m: し、自然にl闘志、して共イ干してきた、わ

が佳|古米の生き } j を反映しているのではないだろうか。私たちは少

くとも昭和30年代まで、木造建築はもちろん、鉄筋コンクリ ート 造

の 6 - 7階の ヒツレて3 え取 り峻さずに移転 して使用す るつつまし い

心ぞ持っていたのである 。

(い L、だ きしろう Ｏ ｾｉｉＢ ｉ ［ ，［ ， ｩｊＧ ￬Ｇや ｬＧ ・，ｾ ，［・ 式年造営 ｲ￮ Ｇ 技監 ・ 愛知 ｛ｾ大中教 授Ｉ

汁 ＱＩｾＧＶ Ｇ ＱＢ Ｑ の ［ ｩｬｈＮ 1' ，'1パ叫'tについては， rl &築保全J 1992 ・II '  No  8口、 rfJ ' 勿判11':: .¥' の式11'-;墨

':;';J 小幡作 - nl l (相1"::';υlii '式1[' .;ムれIt 技術総監)

式年［￻Ｚ Ｑ 干川桧材 の ， ￬ｬ ，Ｑｩ主ＱＺＱ＼ＱＢＺＺＧ［林に ついては、 ｲ ｊｊｊｾｴｊ 1994 ・1' No  1316、rf J 伊勢神山の

式 ｦ ドｾ，Ｎｾ，［と和 ＧＱＧＺ Ｚ Ｇ［林 の 使命 ｊ 倣 一三 Ｈ点以大，，［Ｚ ＮＺ 名作教授、神山域 ｬ 人 ＱＱ 似品，［ ， Ｈｈ ｈｾ 会 ・ ド ＱＢＺＺＧ ，

ＱＧ Ｑ 然保議委 ｾ ｬ 会 ￟ ｩｬＩを参Ａ Ａ Ｈｾされたい Ｎ

i1o2)j 主将川阪本のうち， *"，立筏40-58センチのものは全体の56%、60センチ以上は 4%以

卜である .

ｩＱ ＧＮＳ Ｉ 式 Ｑ ＱＧＮ［霊山の紙切もすべて全 ＱＧＱ 力』らの寄付全でまかなわれる 。 今 ，，，Ｇ の選 山・ の ｮＮ ｴｾ は ＳＳＰ ｦ ｅ，

円羽で. そのうちの約55f E ，川は木村川イ; 林からの恰の購入にあてられた.
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遷 宮

Jingu's Goshoden and the Ideal of Japanese Society 

神宮の御正殿と日本社会の理念

by Rosemari e Bernard 

T he  sanctuari es of ]ingu  wer e reconst ructed  in Oct ober  

1993 for the  cer emoni es of the  Shi ki nen  Sengu  (peri odi c  

transfer  of the  symbol s  of the  deiti es to adjoining  ne w sanctu-

ari es) _  W ell known in the W est  as the  archet ype par excel-

lence of ] apanese archi tect ure， the mai n sanct uary bui l di ng  

(goshδden) thus  st ands  again in absolut e  perf ect i on， as yet  

unt aint ed by  the  weat her， in the  mi ddl e of the  i nner  sanct um 

in Nail くu (the  i nner  sanctuary)  and in Geku  (the  out er  sanctu-

ary). 

T he  f or m of the  goshδden  is  generall y  sai d to be  that of the  

typical  granary  or  storehouse of anc ient ]  apan.  It goes 

without  saying  that in  the  course of it s  hi stor y  it  has under-

gone  signifi cant change in detail ， whet her  thi s  be  in the 

technology of carpentering  or  again in the  degree to whi ch  the  

out er  st ructure is  adornec1 with caref ull y  craf ted pi eces of gil t  

bronze. Yet ， as a  concept ， an archet ype of the  ic1eal  resi dence 

of the deiti es， it  can  be  saic1 not to have undergone  change as 

concerns  it s  structure， it s  situat ion over  a  central  sacrec1 

pi ll ar (shin no mi hashir a 心笹川主) ， or  of  the  suec1ama  Ｈｴｾ Ｇ Ｚ 王Ｉ or 

lacquered spheres atop  the corri c1or  whi ch  runs  along  the  

sanctuar y  bui l di ng. 

T he  suedama  (11
1
;王)， probably  as muc h as the  quest ion  of the  

shi n no  mi hashi ra as an  ax is  mundi ， are  of particul ar interest. 

N  0  doubt  of conti nent al  influence， these di rect ional  reference 

poi nt s  situate the goshδc1en  as the cent er  of the  uni verse. Thi s  

uni verse， conceived  in anci ent  J  apan as being the  world， is  

now  conceived  of most probabl y  as a  parti cul ari sti c wor ld 

] apan it self， or  the  essenti al  meani ngs and referent s  of 

] apanese society.  Thi s  is  all the  more  apparent  if  one  con-

sic1ers  the ser ies of four f ences whi ch  encl ose the  goshδc1en  

and mark increasing  degrees of  proxi ll1ity to  its centrali ty 

Having  increased  in  nUll1ber  over  till1e， the  fences are clear 
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bounc1ari es  not  to be crossed， save by  pri est s  in their ri tual  

f uncti ons.  T he  transgressi on of boundari es  in ] i ngu  is， how-

ever， ri tuali zed  as well ， for every  t went y  years  on the occa-

sion  of the  Oshiraishi mochi gyoji ( お白石持行事) mor e t han t wo 

hundred t housand worshi pers， who  are ll1embers  of groups  

froll1 prescribed  areas， carr y  whi te pebbles onto the grounds  

of the  i nner  sanct ull1. Thus， onl y  once in t went y  years  ll1ay the 

devout ent er  the sacr 巴d grounds，“ transgressing" the  bound-

ar ies of a  wor lc1 not full y  sacrali zec1 unti l  the  preluc1e  to the 

final  cerell10ni al  acti vities of the  Sengu.  W hen  the  i nner  

sanctum is  sacrali zed  and the  c1eity has reached  her  abode  in 

the  cerell10ny  of the Sengyo ( Shi ki nen  Sengu) ， it  rell1ai ns  

concealed  by  gates  (l l1i kaki  待|けI[ ) and curt ains  (l l1itobari  iili lli 腕) ，

closed to all but  th巴 1l10st devout wor shi pers  for special  

pil gr ill1ages 併 別参拝).

Yet  concealed， ] i ngu  is  al so revealed. 1n the wak e of the 

transfer  cerell10nies whi ch  leave the  f ormer  ll1ai n sanct uary 

bui l di ngs devoid of  the  sYll1bol  of the  deity goshi nt ai  (私附何本) ，

the  for ll1er  i nner  sanct ull1 is  left to  stand for  half a  year， 

revealec1 in all the beaut y  of its state  of di srepair only  to 

beli evers  and support ers  ...  in  other  words  only  to  those who  

ll1ay  apprec iate the  ll1eani ng  of  their tr ansgression  of space  

stil l  ill1bu巴d with the sacredness of the  dei t y  now  transferred. 

However， even  this world， forll1erl y  defended  by  it s  def i ni ti on 

as the most sacred  grounds， is  later  oblit erated， it s  sacredness 

all owed  to devolve all over  ]  apan， of whi ch  it had been  the  

cent er. Thi s  systell1 of the  di st ributi on  of  ( kozai  iケ材)， of the  

devoluti on  of chari sll1ati c  1l10rsels  of  ] i ngu  to  sll1all er  Shi nt o  

sanct uari es nat ion- wic1e  for  the  sake  of  their own peri odi c 

reconst ruct ions  or  repair ， is  an aff ir ll1at ion of the cent ralit y  

of ] i ngu  as a  symbol  of ] apanese soc iety unifi ed  by  com mon  

beli efe and sharing  in c ommon goals.  



遷 宮

遷宮諸祭と霊化される御正殿

ローズマリー・ ベルナール

今年の十月に斉行された、第六十一同村l宵式年選宮への段階て二

村山の ＱＱ Ｑ 心て、ある両宮、即ちヲミ ｮｾ 大佐 ＱＱ ネ ＱＱ Ｑ の鎮座される内宮 ｴ 、盟受

大笹11和1
1を祭る外宍にて、新宮が平成四年から五年秋の聞に造常され

た。第六十一1! i J 式年選宮のクライマックスは、経11遷御( 内宮は十J l

二 日、外広 li 五 !こ1) とい う、新殿に往|吟111体を避す荘厳な儀式である 。

待 ｼ漣 ｦ ＮＱＧ Ｑｉ への準備が進むにつれて、手 ｾｽｲＷ［ｾ Ｎ の造常がスタ ー卜し たが、

控築fJ!l lの準備やそ の造営過程 li 、昭和 l六十年から今年十月までの川

に行われた選; 可;形美の円的や象徴的な芯J床に従って強調された。lyll

えば、J 7LJ 年三月に行なわれた上棟祭の際に、新しい正殿の位置が内

飢に述わないことを確かめた後、ネ111臓と式年造営庁職員一同の引綱

に手をかけてf，' ! 1I 棟木ぞ妨げ 着手るという儀式、又は同年七月に正般の

f.1' lI lti l1{を:trき終わった後に、 fJ II 金物を打ち付けfti li り奉る儀式である

，. らかさ L ‘

公然などによって建物として の新 しい_ll: J 立が徐々に完成された。

み と さ い

ところが、新しい正官の小心にある正殿が御戸祭( 五年九月) の

そ' うたい

ｼ僚に完全に竣工 ｬｩ ｸＮ ったと、 ｪ 主将 ｾＷｾＧ［ 説の」 て で、又は建築家の立場か
こだ〈み

ら与えられでも、祭典を 11
1
心 にした説によると却って小工の手から

外した 、ネ Ｑ ＱＱｾｩ 捜しヵ、奉仕て、きない、主 ｴ 築と ｬ 長 ｬ 係のない祭典が斉行され

ることによ って、 j J-J i 没が待111'11怖 を 納める聖なる建物に儀式的に され

ると 声えよう 。

あらいｾよめ こっささい

従ってt定r以後は、正l殺州先治られた後、杵築祭の| 僚にキ11
1符には

Ｉｈｴ まで ｉｉ ｾ 又同の生命の似証があるようにとお祈りする判明によっ
ご ら ん さ い

て、 j J : : 殿の待11住般がつき問められることや、 fiflJ 鎮祭における大町地

おんしようぞ〈

のネiJ lを然る こと、さ らに fJ I漣 納町内 11(こ 行われる御飾の|努f，'! 1I 装 束

を新1f，; の殿内に 装飾して fJII選fJ II への準備を調える ことに よって、ネ11
1

様のお選りになられる聖なる所となるのである。

( ロー ズマリー
ベノレ ナー ノレ/ ハーバー ド大 以 戸院人類学専攻 iれ ・開 )

。

;1:'(: fi1:大>' i' :r"' i且研究所研究'1・. カナダ ・モ ン トリオー ル生まれ

83 



遷 宮

御遷宮と神領民

井上

1  . はじめ に

伊勢神宮は御皇 室 の 御祖先を祭る社であり、 125社の宮社の一大

神社群の総称として神宮い、われて， ' 0。神宮には三種の神器の一

つ 「八陀 鏡 ｪ を宝鏡と して 奉把して、天孫降 ｬ ｾｪｾ Ｑ のｼ僚のネ ｉ ｪｉ勅において

神宮の祭カf形づくられていると考えられている。

吾が児、 此 の宝宮寛を視まさんこしさ ｬ に吾を視るがごとくすべし、与にｽぷｾ

同じ〈し殿を共にして、斎銃となすべし

との神勅が下され、 吾は天 ｭ ｾ 大 Ｑ Ｎｩ￉ ｉｊ 片ＧＱ Ｑ Ｑ を、 吾 が児は強々杵尊を示し、

宝鏡 は天明大 Ｑ Ｎｩ￉ ｪｬ ネ ｲｬｬ の街暁代として常に 一 体として唆々杵尊は天ＡＡｾ大

御神の御心として国土を治められるべきことが明示されている 。 こ

のような神宮のヰ寺|主を理解する こと で日本人は勿論、外国の人々に

までも尊崇の念を起こさしめ神宮は、心のふるさと 1/ . 、世界の聖地。

とか言われて来ている 。例えば英国の文明史家 ・歴史家であるアー

ノノレド ・トインピー ( 1889- 1975) 博士は昭和42i l三、2 度目の訪日の

折、神宮に参拝し、神楽殿におし、て毛筆で下記の如〈記帳している 。

H are， in thi s  holy  pJ ace， 1  feel  the underl yi ng uni t y  of  all rel i gi ons 

Aronol d Toy nbee 29 Nov e mber， 1967 

こ の型 地において、私はあ らゆる宗教の線 ｬ 底的な統 一 ､ 性を Ａ ｾ得する 。

アーノノレド ・トインビー 1967年 11月29 [1

U' 印1) ｬｩｾ 明の 判 官 ｊＩ

と記 し伊勢は世界的な型地と 達 観 してし、る。きてもう一人、母親が

日本人て耽)+1統合運動の創始者 ・政tf : 洋者のオ ー ス トリ アの リヒ ア

ノレ 卜・クーデンホーフ ・カレノレギー伯爵は昭平1145年 10月に参拝し、

その印象を故郷をみる思いと語っている 。

伊勢ヰ11憶には、自然 t 人1m・古さと新しさが、それぞれ間柄lした口本の素朴

な姿が残っている。私は L 、ま日本人の祖先たちが一生に一度は訪れたとし、う

こと のや陪のもつ抗手I!I(J(J な重みがわかるような気がする。この精神は現代の

世界カちJ<めているものと一致する。 ( 毎日新聞 10月21日)

これは伊勢神宮ぞ抱握するにあたって重要な処である。日本人 もし

84 建援と社会 ・1捌 3
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くは日本の原点、神宮の歴史的原点を端的に語り尽している。そし

て外国人が感じるJ ; J J : _ に日本人は生命の生きぶきを神宮 に感じとる

ことが出来るであろうと思われる 。 各人そ の表現の仕方が異って い

ても、伊勢神宮への観部立高遁てあって日本のネ11
1
を本質的に捉えて

いるように思われる 。 この伊勢 の地に鎮座されたネ11
1
宮は御皇室によ

り国民により守り伝えられ、その聞に何度となく御遊宮計営まれた

事は国民の崇敬によ るもので しかなし、。江戸H寺代、松尾芭蕉が奥の

細道の旅を終えた年の 9 月、 参 拝 して、

たふときに 皆押し合 ひ 均 衡I遜宮

の句をあらわしている ことは有名である。古来よ り御選宮は 「皇 家

第一の重事、神宮無双の大営J ( 選宮例文) い、われて来てし、る 。大

東亜戦争後は神宮が一宗教法人となり、御遊宮も、民営遷宮。へと

変化し、第59回を昭和28年に、第60回を昭和48年に行い、今回は民

営後 3 回目となり、 20世紀最後の御遅宮となった。

2  . 神都 ・神領民について

第61回御遊宮の主要諸祭と行事は古来と変化せぬものであった。

御造営元年として昭和60年に笹IJ巡宮準備が始められた。 5 月に徒隊庁

みそまやま

殿の御用材 を伐 り出すにあた って御利l山にし、ますキIj I を祭る 111 口祭と

心1ml1柱の御用材を伐採するにあたっての木本祭が執 り行われて、 8  

年の歳月をかけて進められ約30の祭 ・行事が無事に執行された。

古くから神領民と称されてきた伊勢 ・二見 . 1.iE11薗の地元 3市町民

お き ひ き

が中心 t なって次の行事に参加をしている。 1 つは 「御木曳行事J、

2 つ目は 「宇治橋渡始式J、 3 つ目は「各11白石持行事J であ った。

「後1'*曳行事j は昭和61年 4 月に第 1次を昭和62年 5 月に第 2次

の 2 固執り行われた。御木曳は笹11新殿造営に 必要な御用材を両宮

Ｈ内 ・ 外宮Ｉのネ ＱＱＱｾ 或へと運ぶ伝統行 事 である 。 Ｈ室町期に初めて見ら

れ、江戸期には本格的に実施された) 第 1次 ・第 2次 と共に地元の

御木曳行事 υ11曳)



和|市民民と全国からの希望者の 1 nネ111領民の奉曳団が結成され、約30

万の人々が参加した。「太一笹p用J (太ー は最古iの意をあらわす判明の

独牒) の旗印の下にネ111' ，富へは陸路による陸曳き、 内宮には五十歩令) 11 

を利川する川 曳き () I要まて" ) 1Iに漬かり、ソリに乗せた御用材を曳く)

共に木泣り ｬ 唄による勇壮な ｈ 寺イ性会巻きそ初 Ｑｾ Ｑ｜ させるような行事ていあ

る。泉大子 ・i告宮徳イゴ投下 li 脳 J批 判Lら れ て 仰fx会始に任|献をよせ

られた。

お本! ょli.の IiIの11色 17i らかに ｾｾｾきわたりぬ

1J1Rの1) 吟狩各に (<1'西正幸 ・「文武新論J)

五月 lI i' ，'のq，、澄んだ木造りの声がIllJ こえてくる感じがする 。

「宇治椅iJ 主始式j は平成元年11月に行われた。 まず宇治情の守主針11
1

あさ

主婦Eる椅姫キ111社て凝りを行い、次に技阿liが一万闘改の麻を最古( 元

f ぽ し

手 ＱＱ 五｟ＮＱ ｬＭ ］ ＱＶＱ Ｙ 年Ｉの擬宝珠に入れてｾＧ ， ｲｪ 棚に被せて、その後、和 Ｑ Ｑ 領民

から選ばれた波女( 老女) ぞ先頭に全国から招かれた 3{-ヒ揃L、の夫

M¥i :'が就き、ネ111宮と国民との道がつくられ、その月だけで約13万 人の

人々が波った。第60回の この式典に参列した山口許子は i iJ 主ヲζ は 和1
1

の紅葉に 衣被くづの句を残してし、る 。

選御の儀を迎える平成 5 年、 7 月から 8 月にかけて真新し L
、笹p正

殿の周辺、瑞垣の内側の内院の1如也に純Il の敷石を奉献する iiJll 1可

不［持行 ｾｊｾｊ が行一われた 。 あらかじめＱＧ ［ＩＱ Ｑ より姶 ｌ 、集めておいた円石

を地元のキ11帽 民 - 80奉献団、約75 ，000人 t ， 1  R ネ11幡 民55 ，000人が

参加して行われた。初 円の 7 月31 1-1午 前 811寺30分、 8，500人が白石を

ソリに釆せ徒同t 曳行事と同様に両宮に運び込み、御殿いの後、新正

殿に向かい、各自が白布に白石を包んで、内院へ立ち入り敷き詰める

行 事 が 8 月30日まで繰り広げられた。

このように神領民の参加する政大な行事もさる こ とながら、。吟う

の観光の象徴てあった「大鳥居」が平成 5 年 10月 1 円に再建され

た。初代の大鳥居( 昭和31年、松下幸 之助寄進、鉄筋コンクリ ー卜

製 . ，'， :J さ17m ・|陥12m) は交通i止のJ "i f1}J n、県道の拡町工事のため昭

和163" 1ヰ放去された。 しかし、 iJP遊山に1 / ¥1 に令うように再建を求める

戸があカ可、平成 5年 2 月に三重県多J;(t lll J の勢hにE業が寄進し、山

み ゆ き

道 ｊＮＧＢ 羽松 ｼ 民線 Ｈｩｊｉ ｉ 幸週格 Ｉ制 労〈サ ｉ ｾ て述設された。鋼鉄製、おき ＲＲＮＵ

m ・l陥31m-輸の素木色てあった。 (ql n新聞、 9 月28R) 又、津の

百五正面芥研究所が御遊宮による地域経済に及ぼす経済波及効果は

1，244億 円 と 制 怜 手E表 (1:1' 円新 |片|、 10月11 日) 、平成 6 年 7 月から

の机祭18l をも合めて 21世紀へのステップと して地 域 活性 化 を行お

宇治橋渡始式

うとしている点も見過ごす こ とは 出来ねていあろう。

日常生 活に珍いても秒吟うのIIITはや11宮を裁く 門前111] であり、 他地域

t 呉なるという感じを受ける 。 それを示すもの t して和1
1者11であると

いう点から各家々の玄|具lに兄られるホしめ飾りかがある 。 それも11'

なるしめ官Ili りではなく鮒Il りに市笑1: 0 ' 1 " もしくは、蘇民将来砂の文字

の苦かれた札が真中に あり、 一年 中、玄関に飾 られている。ホ笑門。

は笑う 門に福来るのように解釈され、匂. 草民将来。は説話にある話て。

兄Ｈ蘇民将来Ｉが人山の安を借りたキ ＱＱＱｾ 厚くもてなして栄え、後世、

Ｑｦ ｾｉｔｾ のがれるお守りの 言 葉にな っ たといわれている 。 又、家々の

屋根の形にしても作吟うならではないかと思われる処がある 。ネ11
1
宮の

平入りの殿舎に対して、市民の住居は妻入りの屋根を持ち神宮に遠

慮してし、る風である 。又、生活の中のネ111への想いにつ L 、て仔明出身

の生方たつゑは 「作吟う路J の中で、

新しい豹物l力主新都lされると、きま って私は月初j めの一円にそれを.{j :て、すぐ

近くの外広へおまいりしたものだった。 一新しいまゆJ を、まず相l' さまに虫

きよめしていたt':'L 、てという芯J沫にちがL、な L、。 開I t タ)j l . t . 道路の '1'

央をさけて、お歩きなされや。そのH寺Ii IJ はネ111さまが氏子をす・るためにi立をお

通りなさるんやでJ. ...イj 明い、う U也例はや11を疎外してはならな L 、しきた

りがしみこんで¥、たのであろう。 ( 術革符文 111明志摩路J)

とキ111者11 な ら で は の 考 え 万 が あ る 。伊勢を訪ねられたら、宝永 4

(1707) 年創業の赤禍餅一五寸ー歩合) 11 と安永 4 (1775)  f l'-f: IJ業のへん

へん 1I

ば餅一宮) 11 とを 'lll 床されたらどうで、あろうか。反馬餅は仇，i ll をiJ主る

とネ11峨となり、能や馬主? 問 L、て歩くため名づけられたと L、う 。赤禍

餅ては毎月 一 円に ついたち餅といって季節感のある餅を売り 出し て

いる 。毎月 1 日と 15FI とが和11宮の月次祭であることに| 長l辿してい

る。 これなど昔からの信仰と現代的な商法が一致した符明ならでは

の感じがする 。今て。も 1J t 号うでは衣 ・食 ・住をはじめ様々な FI常生活

の而て守111
宮とのl長lわりが凡うけられる 。

3. おわりに

バノレテノン神! 肢は今 11 、IEJ神地てあり廃姐である 。ネ11
1々 の宅命が

祭られて こそネ111殿であり聖地 である 。キ111宮は その点、 1200年の1:¥1、

i主綿として伝わり守られて米た。。咳泊中心と するネ11制民の人々が

伝統を受けつぎ修p選;合Jに対する思いを保ち続けて L 、る 。

(いのうえ よしやす/ 愛);1I ，:':j カ，，; : : 校教諭)

正，-'J)' H:.¥IJI，IJ.，'jo干す， ;lli より

参者μ'1 ，'， 新人物 il 南米H . 'I語all.N. 本 ・rj 草山の必j 、三 取m教 fi l UL( 公開高 r"JJ II の 11

4、J . I 叶I}) r伊勢の，'II';:';J 、 f圭雌} 詩文 ru' 勢4よ'I ft lH¥J  

御白石持行
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遷 宮

建築家のみた遷宮

桝 林 宏二

H宇年の 8 )=1  23FI、家内の姉夫妻の招きで l 円ネIjI 領民となり、外出

お し らL ‘ しむら

の制Ii' 1石持行中lこ1mわった。Pi1根111]" から外常迄だからもう 1-1の前で

あったが、 101時すぎ頃から市内をエンヤ/ エンヤ/ の掛け戸と共に

ねり歩き、 ーの鳥居の前て、昼食の後、 n新しい凹斗樽を和んだ奉曳

容 や り こ

車と木造子が気勢をあげながら最後の運び込みを楽しんだ。ネ111域に

み か き

人ると、白布に白石を包んで胸にかかえ、お献し、を受けたのち 1&1傾

向lこ入る 。板垣の門をくく。り、外二問 、 内=1遇、さらに話垣の奥に

すえ

入ると、宜野切妻屋根、棟持柱、 ，，，浦:

j辺E自! えて〈れた。正而桁行三11¥1 ( 10. 18m) 、{J!l J而梁間二 IMI ( 5. 76m)  

と云われているが、白布から l宅11 I をとりだしてそ っ と奉献する 。押

され乍ら 二度、 三l支と振り返って兄1:. 。組織、 11'1床、千木、鰹木と

ＱＱ を向けて全体のスケ ー ノレを＿と 思 っ てみたが、身近で 兄ると ｾ ＧＺ ｪｽｾ ミ が

3  l l 1近 くもあり、 ilil の出が力強く迫っていたのて1可か後ずさりする

思いがしたものである 。

1.111宮の例示Eについては「円本51
訴己J にしるされている原文含みる

やまとひめのみこと をし のたま

と、 一 →
i
寺に天f ! 扶神、倭姫命に静へて日はく、「是のヰ111風の#1勢

とこよ しき伝みよ かた〈に

|王|は、常世のj良の重j
良帰する固なり 。傍国の可怜し固なり 。是の固

にmらむとめ、J とのたまふ。故 、 対111の教へdtrl こ、其の洞抑干

いはひのみや かわのほ k り 式

勢凶に立てたまふ。閃 り て 、 斎 宮 を二[L十鈴の) 11 上に興つ。是を

いそのみや

磯戸; と 5i1ふ。WJ ち天! 被大村の始めて天 より降ります処なり 。

1) ドゲ片Ij l，/宵について必ず引かれる - i: i i ' iである 。作家の足立巻一氏の

「つ らね〈永生の思想」、 i?111宮のこころと 歴史」の- ti i ' i にこんなこと

が:11・いてあふれ、まの社殿はi制球されすき「て L、る 。フシ一 つない良

材が選びねカ・れi 'i 式を守って組み立て られている。随所に桁巧なfifli

ーー- - ーー

御白石持行事
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り金具が光っている 。 しかし、はじめごろは用材にはフシも 多 〈、

削りょうもずっ と荒々し〈、飾り金よLもなヵ、ったはずである 。 よっ

て敷〈石は :ht 、石はダメで、とがったゴツゴ、ツした石fごと R はれ

た。」と 。たしカ，( こmst'j' の|三It 、平たい11を予庁官のまわりに敷き つめて

みた い気持ちに なるが、こ の石一つが 7-111:*己前半ヵ、ら続いて いる信

よ

111: の2コ想てやはないかと 思 う。

II 

今年 1月元旦、 長引夫婦が東京より州勢して1家族 5 人でお1 ) 吟う参

りに出掛けた。工作2 ｩ 今て可 ｾｮ に泌を山発、笹 Ｑ ｉ 手 道路 の 分岐道迄は、

あっ と去う聞に者き、なんだ今年は不景気 というので人が少ないの

かし、な、 と思 っ ていたが、きあ、あとカ ｦ ｌ 、け な ｌ 、 。 何時ｾＧ ， ＧＺＺｪ Ｚ￬Ａｬｉ ｩｬｬ のｪｊ ｱ

インタ ーが閉鎖、 参1J( 術道 2本に l ji が集'1' して、全〈到jかなくなり、

ついておいて。と 云っ たのに先に行ってしま ったために、はくやれてし

まい、お参りも月11々、すごい人波に終 11 うろうろしてしま った。大

崎 11 から元旦にかけてお参 りしたのはこれで三 度目だが、 宇?f 持局か

らjよい表参道、 i装い森 t 五寸歩合川のせせらぎ、ヨ二砂利をさくさくと

断 み しめる 気分は桁別だが、石段に近っー くに つれて人、人、人のj皮

て又 、動きがとれなくな って、不: 段をよ ー ち、よ ー ちと 卜. りきると

今度は狭い拝殿の両ij て引1
1
しあい、へしあい、 jillj 員のjill !F}r; [1I!i.l-:L. J .の

大混雑である 。

正殿は外王垣、 |人JT 垣、瑞垣と 三 屯の坦の奥探くにおわしますの

にお参 りの人々は外-F.:tTI I羽御門、つ まり 1"1前 で100P] こF . が到にコチ

ーンと 当ったり、ハンドパックがひっかカ‘ ったりでもう大変。壮大

な森のrl' にひっ そりと: i l l つ内抗ーのたたずまいが表参道の奥JJRいゆっ

たりとした道程に虫干して石段を」てりき った拝殿前の広場カ九、ちじる



しく狭いのは何故だろうかしいつも考えさせられるのである 。

森や山に宿る中i'i 霊崇拝に始った古代日本人の信仰祭ffieは原史11制?に

に ｊｾｾｾ ｴ Ｎｬ ｴ￬Ｑ ｩ にが［びＭっき 日 本固有のキ ＧＱ Ｇ 道の Ｑ 避を築いた 。 古代人はネ ＧＱ Ｇ 社
に集い、祭配によって心を通わせた。全国 8万全上を数えるネ

'1
'
担。 そ

の頃点に立つ古社カ ￬Ｑｾ 吟件 Ｑ ＱＱ 宮や 出 芸大社だから、 いわゆる市吟う型 。

と勺 1'，芸型かであろう 。柱や岩に宿るヰ'1

'

が、いつからや1
'

般に祭られ

たか一。

考，'，学調査で現在ji' {( f 認されている 11} ，Ji の和|般跡は、 6世紀の松! l ! -f

遺跡Ｈネ ＧＱ Ｇ 戸 ￯ｬ￯Ｉ と高塚遺跡Ｈ天理市Ｉの ニ カ所しかなし、 。 「作砂地 ｾｊ

は弥生時代に '1' 国南部から伝わった倉庫。「山富型」は古J : f i ll 寺(¥: にml

鮮半品を経て大陸カ‘ らきた住毛' 建築がノレーツ、 と云われて L、る 。

二つの型の契る重要な |問題は尾根の形で、「ムクリ j とH乎ぶ In，JIヲの

山総に対して「テリ J t  11-乎ぶ凹[IJJ 線であろう 。 16-1止紀に羽子建された

〉訳者11の市水寺が この両 )i の屋根そもつ寺院としては例外とされてい

る。1"1

'

社の形がどう こう云う気持ちはないが「和l'IIt! 造り j と云うこ

やしろ

の社を近くで兄つめ、写真や苦物て新殿と古殿が並ぶ空中写真を凡

か や

て感じることは、あのどっしりして厚くふくらみのある萱耳の屋根

が太い |守木の柱に支えられ、棟木を両妻につきだして、その上に丸

い鰹木を並べ風穴のあいた千木がかぶ t の様にぴんと突き出してい

る 。 この形が ｆ ｉ 本の ここ ろのふるさと「お Ｑ ｾ 域トさん」ではなかろう

カ‘ 。

20年毎の笹11遷宮の度ごとに街並みも道路も随分と様変りした。117{

手 ＱＱ ＲＸ Ｑ ｦＧＭの Ｑｾ Ｇ 勢ネ Ｇ Ｑ Ｇ 宮遷宮を記念して 、 宇治 山旧駅前に建て られた Ｑｾ 吟う

会館。 その頃1; ; 1 : 山田駅( 今の仔吟う市駅) の前から外宮、 |式l;t21ーと 二凡

をキJi ぶチンチン屯工程がのんびりと、たおやカ‘ に走っていたのに。

( ますばやし ニうじ / 11 ＭＱＧ往築協会Ｎ｜ｴ ￺ 作文古ｉｬＧ汁 Ｇ ｉ ￇ ・ Ｈ 附大Ｎｦ Ｇ ｉｉ 主ｴ 築 Ｇ ｉ ｑＭ 育所， ［ｊ ｲｊ ｾ Ｉ

新宮のスケッチ( 京将)

一 〈 こ

新宮のスケ ッチ ( ' j¥; 打)

外宮
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おかげ横丁

「おかげ横丁J の企画意図

有限会社伊勢福

1. Iおかげ横丁」の事業 目的

近世の伊勢神宮は民衆信仰の対象として特別の位置を占めていた。

お伊勢参りに訪れる人は、 Ｎ ｅｾ 存 ｼ 時には ー ＱＱ 数十万人を数えたといわ

れる 。仔咳トlま、参宮という名のもとに、近↑l時'J建社会の枠組から解

放され、諸国の人々が階層を超えて触れ介う ことのて3 る111]"てあっ

た。庶民にとっては、一度は行ーっ てみたい憧れの地であり、 日本一

の広いネ11岐をもっ神宮は、キ111々 しさにii :l. iちた非 n'，l括的な空li lJ てあっ

た。全土からの参拝者を迎えて、イJ 吟うの111]" はネ111
と共に生きる 111]" とし

て、宿場IIIT、市場町、さらに古市にみられる如〈遊興のIIrJ としての

性絡をもっ l切るい開放的なIII Tてあ った。人々は、伊勢を訪れること

によって、 この」てない祈りと祭りの; l lon  Ｇ ， ［［ Ｈ［Ｈ ｉ ｾ Ｉ よろ こ びを休 ｊＳＵ する こ

とができたのである 。

近代にお いても、その伝統的な風何は受け継がれ、津々 ifli 々から

ｉｉｉｔ 内 や村 内 の団体、修学旅行の背少年が訪れ、 イ ｊｉ 勢の Ｑ Ｑｲ ｝Ｂ は ｊｕｊ ｾ わった 。

しかし、戦後の作吟切立、民主化の'1' てその位置づけが大きく変化し、

人々の信事jJ ・折りのi百iにおいても、また、行楽、観光の而において

も、多様化がL 、ちじるしく進み、今:13;.1れI也の観光 ・行楽地のひとつ

に過ぎなくな っ てしま っ た 。 Ｗｔ と何ら変わら ｾｬｦｊ 明ネ ＢＱ 宮のや Ｑ Ｑｍ ，の荘

厳さに 比 べ、 ｦ ｾ 咳 ト の ｉ ｉｉｔ には、か つての 賑わいは兄られなくなり、川

気と魅力をうたいつつある 。当然の ことながら、 11げのたたずまいもま

た、次第に彼弊の色を濃くしつつあった。

i lプザI おはら いIlrf まちなみ保全 ・)i 業J IJ.、 イ7引附 有の! l t 築様式で

ある「切安 ・妻入り J を基本として、 H:l 1‘干のIIIJ J t みを再生しようと

するものである 。平成元年 9 月、 I防止l li 条例「σ明市まちなみ保全

条例J の制定に至り、平成 2年 6) Iには i l人l宵おはらいIIIJ まちなみ

保全地区並びに同保全計|事uを竹示し、保全 ・)，; 業をスタ ー 卜させて

観光客で賑わう「おはらい町J

88 建築と社会 ・' 994. 3

いる 。 伝統的建造物Ｇｾｴｐ保存 地 区のようにし、わゆる凍結ｻ栄作ではなく

ilil 、まちなみを新たに i1l 1，'I' ，する こt に重点を置いている 。 この こと

により、住民に過大な制限をおしつける ことなく、現杭の'..J:: Wi を加

なう ことのない、「生前のにおいのするまちづくり」をj住めることカ f

て3 たのである 。 また、 21
Z
)J.父 4年 10) I  (こ無電柱イヒT ' )C完了。平成 5

i n ) 1には、おはら L、III r: jl J舗装( 石口) 工事完了。

「おかげ桃丁J 計l百|は、イJ 吟うおはらいIIITの中心区域に、この111]"の伝

統的な111]"並みを整備するとともに、 三重県下の伊勢路に色出〈伐る

伝統的な建造物とその ｉ ｉｉ ｊ 花みを復元整備し、遊 ・ 食 ・ 栄の Ａｕｩ ｾ わ ｌ 、をお1I

U'，するものとして計|市l した。本吉 I'j而|の推進によって、伊勢参山存令

はじめ、 fJ明路観光に訪れる本に、新たな魅力づけをおこない、 三 If(

H*卜・への観光、物産|民Ijflifi$の振興 ・先展をうながすものである 。

2. IおかげJ憤丁J の基本的な考え方

(  1  ) 基本理念

が ｼ 山のまち ｦＩ 吟うにふさわしい断 与 とと伝統文化の芥り ｾ Ｇ Ｚ ｪ ｬ 、 ｉｉｉ ｕ￉ みを

干 ｉ ＺｐＺ ｊｾ する 。 そして、 ｬ 味に、まつりに、伝統の技に加えて、新し ｌ ウ 、 ＱＱ

的感動のある場を削LI'，し魅力ある、J I 1 &わ L 、の111] を:riJ.' t::する。 それ

は、この111]"の伝統を継JKし、. -k-*: (こ li，J( tて発展させる「人づく り」

につながる ものである 。 また、 j 也場産業の際! : t をふまえ、文化と何

ffi にのっとって、パ、イタリティとクリ エイティ ビティのある「もの

づ くり J (l IIJ 並み、 j民示、 H11' )，;、 DH品) = “ 集ゑ;装間" をおl出するもの

である 。

(  2  ) 基本的な考え方

① ifJf勢らしさのJ のI : 1Ji.i'i:

・庶民的な界限性にみちたli' iH'i(こ;・己んfゴUf 空IIJI

fJI勢ネ11"，1与は庶民にと って親しみと慌れの「お伊勢さん Jであった 。

「おかげ横丁J のシンボル的な櫓( 右前方)



そこから、伊勢らしさがうまれた 。IIIJ はや1

'

と

共に引き、 J.U: 民のあふれる lリl るい 1) トl放 (I{J な宅

II lJて‘あった。人々 力Z何の分けへだてなく触れ

合える 111]" であ った。そのような庶民(I{ J な、持

限性にみちた111]" をつくる 。

. 'h'i fhl あふれる IIIT空11¥1

全1i<1から集まる人々は、こ の111]" に「おらが

いIJ の文化、産業、物、情報のさまざまを持

ち込んだ 。 Ｑｪｬ 勢は、全同の 情報の受発信の ｲｾ

人ーな基地であ った。それは、行吟うならではの機

能であ った。このIlI f に米て、|ヨ;-1に州れば、ひと

かどの物女 Ｑ Ｑ り ｦ ごった 。 全国司 ｚ 々 ｩ ｩｉｊ々の Ｇ ｉ Ｇ ｍｾ を

ふるさとに伝える役割を来たした。このよう

な、' l Vif l?て"， ｻｩ ｬｬ ￎ 値のある情報の ｉｉｉ｝Ｂ ｾ つくる 。

・活気にみちた「ものJ いっぱいの111P ;o，; I  IlJ 

旅に r Ｑ 斗 主 」はっきものである 。 ｊ ， ｩ ｾ が並び、

「もの」があふれる 。「上産J には、1 ) 1現市米のものに加えて、諸 I-f. -I

の材料と技術を生かして新しく作り 11' ，される「ものJ が!tu-- だった。

，'，-l 、もの、新しいもの、めずらしいものがし、 つl; r いのIIIJ をつ くる 。

・おまつり気分のIIIT空間

参7:f は 「ハレJ Jj iU'r. ちであった。 はるばる訪れるし この111]" に入

るだけで31分カ可:j ll ，日る 。111]" は勾 11 おまつりれ分。 まつりは人々の心

をDf. 1放し、 心 をひ t つに結ぶ。

獄Jr い、白、l次をつくる

・11心のある 111]"空間

旅人の心に触れる感謝とおもてなしの心が、 IlI fの隅々まで広カ f る。

旅は心一味に、ものに、心のl央える 111]" をつくる 。

・文化 をつくる 111]"空間

1J i-<l')，Lの文化ど正しく継水し、発版させ、地域の活性化と文化の lioJ

ｊ て をはかる 。と ｴ き生き ｴ した、文 化 を生み 出 す ｉｉｉ｝Ｂ ｾ つくる 。

. fJ 吟! ? 路をつなぐpr]"空Il lJ

このIIIJ には、桑名がある、凹 11d-jがある、 i Itがある、鈴鹿がある、

|刻がある、 1(1111カf ある、イ子ト11 卜-_!j'-fカ f ある、中公IVi がある、志! ききがある、

熊野がある、 ーあの街の、 この111]" の、魅力ぞ光る情幸1，[ がある。イJ吟今

路を、 IIJ 東海道を、熊野路を一街j立をつなぎ、lUi わL 、石川干びお こす

江戸時代のお伊勢まいりを紹介する参宮歴史館「おかげ座J

[ おかげ横丁J 絵地図

IIIJ をつくる 。

③ 三重県を ここに集める

. m下の“ スグレモノ" を選びJ郎、て集める

= 重県はリソεート 法適Jl I第 1 号い、う実績が物語るように、 J!lI.光

lりJWii な地であり、食の宝'.l iである 。伝統的な物産、新しくI 4H9t され

る物産も多 L、。「おかげ1町r J は、県内科Jむのを|三産者、 漁業 従Lド者、

ー芸家たちの心の こもった品を選び、ぬいて ここに集め、 1J '勢ネ1111;¥. に

参拝する全国の人々が、こ れらのすぐれた品物を 日の当 りにするこ

とができる IIITにする 。

・村おこしIIIT: おこしの品々を集める

とれとれの魚介知、 ｾ Ａ Ｑ ， ｾｽｾｾＳ さの炭産物、添 加物 など 一 切使わない昔

ながらの製法を かたく なに守っている食べ物などを発掘するととも

に、村おこし、 III Tおこし のLIそんだ11131々を選 りすぐ って l仮デ己する 。

j;J J ::のように、本卒業は、人づくり、まちづくり、ものづくり、

を通じて、新し い概念の賑わいを11予ぶ集容装置 = 111]"並みをお'1山し、

行吟付rtrgをはじめとする 三重以観光の振興につなげようとするもの

である 。

ＨＩ ｕ ｾ ・ ＧｉＧ ｾｩｩ 敏 ｩｦ￬ Ｏ 訂版会 ｩｊ 伊勢制Ｉ

おかげ横丁入口の「赤宿本底j の庭
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おかげ横丁

“ 古さを創造" した新しい町づくり

ーおかげ横丁の設計について一

中 村 浩 裕

はじめに

古くから「お伊勢さんJ として、全国的に親しまれてきた伊勢神

宮は、 Hドド61同日の式年選宮が行われた。 それに合わせて、 その門

前111]" [" お献し、IIITJ の中心に、新しく、古い川並み “ おかげ横丁" が

誕生した。 そこは今新しい観光のスポッ トとして、また作母J路の旅

の↑ 13幸|払l両地 として舷11光をあびつつある 。

伊勢とお放い町について

。吟うは和11々の|孟lであるといわれている 。 気ｻ候ｼ艮柔カが ｾ￬ 温且ｼ暖暖てで、 ｅｬ カか苫な白然

にＡ忠 ｩＺむｾ、まれたその地は、生きる為の蹴のすべてを自然に依存していた

古代人にと って、まさに思想の七J也てあ った。 そこに定住し、その

向然をネJj l として崇めその恵みに感謝する 心が、伊勢和1
1
'，岳- とともに栄

えた仔明地方文化 の基礎となって し、る 。イ矧 トの人々 は 自 ら 制11噸L己

ｴ 称し、 「 キ ｉ ｉ ｉ Ｎｉ ｾ，感謝 ｪ の柏村 ｬ を代々受け継 ｌ 、でし、る、例えば式年選手 ｦ

のためのいろいろな行事は Ｑ ｾ 吟う市民すべてが参 ｭ Ｚ ｮ して行われるし、

また昔は「おかげ参り J に全国から訪れる人々に食べ物やわらじ、

せぎょ う

街や ｊ ｝ｬｩ｜月まてＢｾＡ｜ｦ［料で奉仕する 「 施行 ｊ という風習があり、今でもそ

のもてなしの心は受け継がれている 。おかげ横丁の在るお献い 111]" は、

1J明ネJ j l常 (1付宵) の清抗白ァ卜剣 11 に添った参道に商家が速なり、ネ11信

常夜燈( 右) ともめんや藍
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の門前111]" として栄えた111] である 。 その' 刻t みは この地方独特の建築

kおにをもっ、切り妻 ・妻入りの家が多い。その理由には諸説あるが、

ネIjJ 宮の社殿が平入りであるためそれど|却って この形となったとする

のが最も一般的てあり、そ こにもや11に対する畏敬の念が!i l ，! i ;じられる 。

江戸11制t には年II I] 400万人もの人々が、伊勢神宮の参諸に訪れた

オ シ

その人々を受けし 、れ、 ご十府障や宿の一 切の |止話をする 「笹川市J の館

などもあって こ の Ｑ Ｑｉ ｔＱＮ￬殿 ｪ 援をきわめていた 。 その後、 ｬ リ ｬ 治 ｉｉ ｾ ｊ Ｇ 代に笹 ＱＱ

Ｈ ｬｩｾ 制 度が廃止になり、交 通 網 、 道路網が整備されるなど近代 化 が進

むにしたカト、作慨は観光地 としての色彩が濃くなっていった。 ま

た宿泊施設がほとんど志I余地方に移行したため、ネ111宵は観光の j岳泌

ｽＮ ｉ ｾ となり、お献ぃ ＱＱＱ ＱＧ もかつてのＡｬ長わ ｌ 、が失われていった。

近年、各地で郷里再生の気運カｦｊ ｾ ｪ まりつつある Ｑ Ｍ Ｑ Ｑ で、土記の状態

に危機 ｊ 惑をもったお融 ｌ 、 ｉｉｉｊ の 人 々によって、 ｉｕ ＱＧ 並みを保存Ｋ Ｑｽ ノ ｉ ｾ する

運動がお こ り活発化し た、その運動の提唱者でもあり、 リーダーの

役 Ｇ［ Ｑ Ｑ ＱＱ をはたしたのが、お蹴い ｉ ｉｉ ｔ て、ｪｽ ｉｊ 業 ＲＹＰ 年の歴史をもっ ｾｍ￬ の 「 赤

招J である 。 その町並みのほぼ中心にあり、再生運動の核をなすの

がその「赤福J によって自IJ られた “ おかけ‘検丁" である 。 そのオ、ー

ミングには、 「おかけ‘ さま j という自然の恵みや人々への感謝と長倣

の念が込められている 。

豚t吉

三軒長屋と味匠館



おかげ横丁について

この横丁は Ｖ ， ＵＰＰｭ Ｒ の Ｙｊｾ 也 に ＱＹ 仙の ｭ ｦＮｲｉＱ ・ 飲食 ｊ 占 ・ 展示場が 、 伊

勢の伝統 的 な様式を 主 体として挫ち、Ｎｵｾぶ ｉｉｉｔ 全体が ｉｉＩｪ ＿ｦ￬ ｈ 寺代のイメー

ジで杭成された、界限性のある 111]"である。 それは今、 FI 本名地でブ

ームを巻き起こしているテーマノ f ークと異なり、その地に根ずき、

。吟付111':内の !，":j而iil ll
j として再生された「お品ほし ゅIlJ のなかに溶け込み、

J たに栄え さt きつづける 1111 てある 。

11引に設定を明治としたのは、文句11井l化てやし、ろいろな外国文化が急

速に導入されるに伴い、建築綴式も多峨化を極めていた。 そのさま

ざ‘ まな段式引1]"並みに取り入れ、過去のtおに t 混在させる ことによ

り、歴史の集柏を感じさせるとともに、 111]"全体が変化に富んだ活気

あるものになることをねらったためである 。

ｊ［ ｬｾ ｦＮ Ｑ Ｑ￬ や飲食庖は、江戸時代からこの よ也 Ｉｊ に 伝えられた切り妻 ・ 髪

人りの建屋に、外壁を 「なん張り J i : よばれる下見板てい額われたIIIT

家や大厄風の陪j家であり、又、あるものは、 明治|刷七に来円した外

1:1' -1の佳築家の設計による本格的な様式建築や、 当時の大工が洋風を

まねて造った疑洋Jf f i . ¥の建物などである 。 それらの建物の一昔IH.i 三重

県l人lにあ った厩史的な建物を、移築したり、デザ、インを模して造ら

れた。1'J吟うの日発見: や風俗を映像と 1/2モデルの人形や模型で紹介す

るj瓦示館は、 昭和初期 までこの地にあったと し、 われている 「長長初主J

をイメ ージして造られた芝居小屋j瓜の挫物である 。 また建物以外に

も、持限性のある III J 空間営Wi i' I' ，するため、横丁の "11* には、シンボ

ノレとなる常夜燈や太鼓やぐらを配置し、路地( 移吟今ではセコという)

にはバッタリ! 刺しゃいねゃい、が点在してし、る 。J ; ) . よの建物や修景

物はすべ、て、設計の段階から材料.J =法に L 、たるまで、“ 本物" にこ

fごわ って造られて し、る 。ただ、このような伝統的な，建物は、歴史的

な制Ij 値はあっても現代の生活には不向きてある 。 したがって我々の

設計は“ 古さを創造する" ことをコンセプ卜としてすすめられた。

その 1 つは、? 片L、建物を制IJ 背11に至 るまで時代考古Eにもとずいて再

現することであり、それは峨々な先人たちの匠の技やや ［Ｇ ｔｾＺ を活かし

ながらも、反而、遊び心でのいろいろなオリジ、ナノレデザ、インも取り

入れてまとめられた。他の l つは、 7i L、建物を快適なI.. I=: i青空III- J とす

るため、現代の新しい機能を取り入れる こと であるが、それはエえ、

ノレギ- f共給 ・防災システム ・汚ノド処迎! などの設備からサービスに対

する配応、まで、i ' i い建物のイメ ージを損なうことなく取り入れられ

てし、る 。材料や工法の而では、 iミな材木は、 円本抑制点木のまま購入

し、 ii-ZJ*から製材まで耳立也で行い、 それぞれの木の婦をみながら、

伝統的な匠の技によって組み上げられた。 そのイ也、屋根瓦や土壁 ・

土|日1のタタキなども、すべて伝統的な工法によ って造られている 。

むすび

「おかげ、積丁J は、初期の制1でからはじまり設計胞工に約 5' 1三の

歳月を要して完成した。 それは r業化が発達し、建設の技術カ哨A し

く進歩した現代にあっては、考えられないほど長い工期である、し

かし、今後幾 ｼ 止代も乍きつづける控物を造るためには 、 ｉ ｾ ｉ 然の力ぞ

H'I'  ＱＩ 、 ｉ ｾ ｉ 然と調不 ｬ ゆせながら進めることの犬切さと、それを長 ｮ る匠

たちの伝統的な技術を今後も伝え つづける ことの大切さを、あらた

めて教えられた思いである 。オーナーをはじめ、いろいろな方々の

ご協力によ って完成したこの樹丁は、まだ白木の新しさが目立つ111]"

並みであるが、今後、年を経るにしたがい、お献し、111]" と共に、あた

かも百年も前からそ こに右.っ たようなたたずまいて人々を迎え、 {

カか、しさと安らぎ毛含? 与a えつづけることをl領うのみてで‘ ある。

( なかむら ひろやす/ w-，j ( 池設株式会- t l: r. ｉｉￎ ｊｾ 支 Ｑ ＮＱ［ ，.1.il 部設，11 長)

ぷ.n ｩ ｬ
ｬ
Ｈｬ ｪＨ住民主 ， ム ＱＱ 本部千ｾ ， ＱＢｍ ￆｸｬ ， ｬｦ ，ｾ， ｮＮｴ ｦｦＩ＠

竹 中 ｵ 古 川 ，白山 州立 ｊ ， ｬｦ ， Ｆ ， ｾ Ｑ 古ｴＺ

，'::j f;!; r散開l oI iili 築 u1.H"r. IJJ 

モら

太 鼓 櫓 団五郎茶屋
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式 年 遷 宮 記 念 神 宮 美 術 館

遷宮の歴史と共に咲きつづける美の精華

ここは心のふるさとか

そぞろ詣れl;f1i 長ご ころ

うたた主にかへるかな( 吉川英治)

1  . 神宮と式年遷宮

河原

伊勢のネ111宮 1. : 1: 皇祖ヲミ日夜大fJ[ 1ネ1[ 1をおHi[2り十11し上げ、 FI 本民族の総氏

ネ111、 日本人の心のふるさととして、全|玉|民から仰 がれている聖地で

あり、民族文化の源流といえよう 。

平成 5年 10月、ネIl l'g では第611111式年選' 戸，がj滋カ‘ に斎行された。式

壬f - 遊宮とは、 20年に 1 度、待| 庇殿をはじめ諸殿舎、ならびに千数百

点におよぶfi [ l 装束ネ111
宝に L、たるまで、すべてを古式のままに造り替

え、大御や1
1にお遊りし、ただく祭りを Lづ 。 この制度は天武天皇のお

定めのもと、持統天皇即位 4 年 (690) に阜大神宮の第 1 ji.l l式年選宮

が行われてより、「皇家第ー の霊平にしてネ111宮無双の大営」と称さ

れ、悠久1300年ものIIJIくり返し執り行われてきた神宮最大の祭りで

ある 。

ネ111常に寄せる l主|民の信仰心 ・崇!，jj { 心は、手千種献納のかたちて守111宮

の歴史の一端を形成してきた。かつては Ｍｮ重な写本をはじめ、 ｾｉ ＡＭ，ｘ［ ｩ 干

知 が1-1
1
心の11寺代もあったが、次第に美術 ・工芸品が作者ならびに所

蔵す? の誠心の表象として南K納されるようになった。殊に 20年に 1 度

Ｒ ＱＷ 行される式年ｾ宮に際しては、 ｼ 王 ｼ 民からｼ幅広い 奉賛ぞ 仰 ぎ、非ＡＡオ

い、う経済的な両はもちろん、美術 ・工 芸品の 献納の機運カf醸成さ

れていった。

Ｍｦ ｾｉｉｾ あげれば、昭和 ＲＸ 年の第 ＵＹ 同式年選宮の折には、選宮の奉

賛 Ｍｩ ｊｾ 業の一環として、美術 ・ 工芸の方而で ご活躍の方々の 賛同を得

て177点におよぶ作品を献納していた t:"L 、た。それらは現在、ネ11喧徴

ii 館において収蔵 ・展示してし、る 。

ｾ＠
/ "  

展示廊
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光江

2  . 美術館の繁明

この度の遷宮にあたっては、先に兄られるような 日本文化とや1
1
広

との|共jわりを重視して、 IIl{平1163年 4 J-Iの避符委n会において、節6引l  

11川11川I[ J:'主式tV玉年ドi遊2韮E宮のf宇付付τサ寸j - 持，

:さFれfたJ 。

や Ｑ Ｑ 者 ｛ ｉ ｦ ｾ 吟うの文教地， ｩ［＿ ともいうべき合 ｊ｝ ｉ ー Ｑ ＱＮ任段 。 ここには以前より

村山の胞設として文化社 会 Ｇ ｊ ｾ 業に有力な 一 買を担って米たＮｦ ｬｬｬ 山徴 ￯ Ｑ ￯

館( 撒 |ごの笹[ 1装束ネ111玄をはじめ、ネ111'，自崇!1.文の朕史資料等主ナ収j縦 ・凪;

示のtN物館) やネ11的 文Fl i (1王|主: r=Fj 討 をはじめや| 官に伝米の和漢

211・24万1111 を収j龍の凶許断) がある 。 これ らに隣接する| 来I1作な一 九

十 ｉｬｲ ， Ｇ ［ Ｇ［ｫｾ 業館の跡地に平成 Ｔ j Fl l )  11711 当防1. : 1: 竣工した。銅 板ri .勾配

ｬ 番組を持つ円本の伝統 ＨｉＧ ， Ｉ ￬ 儀式をふまえたその，建物は、一部に ＲＱＱｽｾ や

地下 21府があるも のの、今オイ三としてはゆったりとした平尾造りのJ惑

が強〈、千111宮の美術釘lにふさわしく京木の美しさを卜分に ' [:; 1J ・し、

円然との調和1を配慮した弓』代建築である 。

I1兄幻H: 在恥町誕必釘lJt日1

の英+判仰術lド町;可i . 工芸品をを? 献t納内郎L、たfだご〈ことによりk、 我が佳凶 ｼ の芸 ｾ， ｉ町 ［可 ￭ . 文化の

ｩ以 ｩ泣 ｾｴ ，た ｊ るものを選宮の防朕モ ｢以火 ｬヒＺと ＩＱ＼Ｈ にこ きめ ｴ創紺制 ＱＱ川 ＱＱ 防カか， <跡跡、つづ守けてゆき、 将来的に

は 11 本の美術史 ・工 芸bt を千? みることが，'1' ，米るよう発展させてゆく

という全国的に も例を見ない画期が7構 想 を持って L、る。

作品1脳内をおL91¥L、する方々につ いては、選;E; 委 tl 会の1' 1
1
( こ特別委

ｮ 会が設けられ、ｩｗ ｬ 句作品力当代円本文化の梢撃として水〈後 ｉｉｉ ｾ に

伝えられるい、う立i床からも、文化勲JE受z; 出4 ・文化功労常 ・11木

芸術院会員 ・重要無形文化財伶捕者 ( L、わゆる人tl ¥l 凶宝) の ) j 々に

|浪 らせていただいた。 またその作品は n本i匝| ・洋iill l ・彫 塑 ・3 ・仁

τ止

展示室 l



ることが奉賛の瓦義にもかなうもので、故もふさわしいものである

と決定された。

五U二の特別委員会の科干'ill .iλ 定司U買をふまえて、手段E人有光J欠郎氏

Ｈ前 ｮ 本 芸術院長 Ｉ、内線頼博氏Ｈ前 学科院長 Ｉ、細川護貞氏ＨｾＧ， ｉｩＺＡ ［ 委

ｈ 会 委 ｦｾ 長 Ｉ、河北倫明氏Ｈ 美 仲間 Ｒ 論 家 ・ 当 ｦｩ ￎＨｦｩￎＨ 長 Ｉ、犬丸直氏 Ｈ ｮ 本

主芸術院長) の 5 人の方々の呼かけに対して、能成上の理由により li 'i"

泌された数名の }J を除いては、全員の ) j から質問が得られ、平成 5

'1三8月31R までに 851号の芸術家から 90点の点心こ もる大作 ・秀作が

耐え車内された。

3  . 美の殿堂

数々の準備を綿空白に行い、平成 5 "1'- 9  )  121  H  に|}ト!古代式、 10) 1  1  11 

に 一 般公聞をｾＡｉＡ叫 ｬ にむかえることが ＡｉＧ， 米た 。

]jf-IM( 式にあたり 当fl i'o; fi'(( J乏の河北イ命11m;!:. 、

これは世界に類のない、一凶のf代℃丞表:r的|内句な美+利紳術|ド桁i可7家 . 工芸家の作:Jt"

をを? 一主堂，に兄せる美の殿堂ててで、"- 9、すす。作品はすべ、て式年選宮へ奉貸 し、

1I 分の大事なものを捧けると いう熱L、志に基づいて往]fr献納L、た

だきました。 その成立の府宇111において、またその在り方におい

て、知ぽHの)!Ji l絡を持ち、どこまでもわが凶の美と芸術の心を仏-

え、発展することと，目、います。

と挨拶し、当fi l:>;・の進むべき追を改めて lリ!号 した。

10rJ 1  ｆ ｉ の ｼ 別館以降、ｾ宵後 の新 Ｇｊ 吉 Ｓ 参 拝 の Ｉｪ 々や 、新たな年をむ

かえ初詣の者剖善女等多くの人M( 者をむかえてし、る 。 その多くは全

1:i( li I!々ifli か々らのネ111'，宮参: t - f 者であるが、近隣の人々にと っても初め

て出来た地元美俗T館への期待をJluij に、何度でも訪れていただけるよ

うな美制将官づくりを目指している。

一庁、広〈文化 ・教育所動を推し進め、 n本美術の研究施設とし

ても充実させ、社会に:rtr，駄してゆかねばならないと，巴う 。

東洋史研究者のフャリシア ・G ・ボックは、第60]II]i 墨符の折に「ご

選向ま過去の時代とのーイ本感てあり 、暦火の実感であり、 民族全体

にと っての生命の持続であ り、 実に全人類の1I上代カ市ザfて一 つにな

ることの出米る、断ち切られることのない|司族のな識である 。J と感

想を述べて L、る 。 これは、ネ11杭 美術館カマむLされるべくして設立さ

れたということをぷす胃柴ではないだろうか。選7;1. の年ごとに 11本

文化の粋が Ｑｊ ｦｩｪ， ｌ に集結するならば、水述に統〈選 ［ＴＱＮ の時ｾＡＺｊ ｕ 二、

ＱＱ 本の美の変ｾを、、 ＢＱ 断て体感することができると 言 うことになり

はしないか。 その芯; I ! ぷにおいて、選; 守泰賀美術品は l仁木と L 、う IEIが、

また日本人という民族カ f就くかぎり、同有の信仰のトーに l咲きつづけ

る美の精華 t 位前1，1けたいと思う 。

仔吟今志峰 、 にお越し の ｬ ￭ｾｈ ｪＺ｟ 、ネ ＱＱ Ｑ 山 美 術館にお立 主任 り の 」 て 、円ーイと品開 し

のn本美を ごJ怯能し、ただく よう 、ご案|人]1 11し上げる次第です。

( かわ li lO みつ え/ 式{ I ' -j霊山 .;c念やl' 出y. : 術断。; : : ぷl l )

中庭
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式年遷宮記念神宮美術館の設計について

種村 強

この英字lif館の設立は、ネ111' 1与の第6HJ I 式年選宵を記念し、この先20

年ごとに献納される当代一流の美術品を公開展示並びに収J境保存し

ようとし、う、 言わ! ! ' 日本の美術!:kの足跡そのものをも所蔵するとと

もに、 jぶ〈後世に伝えその発展に寄与しようという他に類を兄ない

まさに同期的な建動也旨に基づいて L、る 。

ｾｊｘｊ Ｚ 也は内山と外 宮のは， ［ｲ ＢｱＯ ｜ｊに位置し、千ｩｊ ｉ 宮佐賀 ｾｾ￯ 館などキ ｩｊ ｬ Ｇ ， Ｇ守の文

化施設のある倉田山が選定された。 この余田山は紘に忠まれた山崎

で、阜大ネ ＱＱ ＱＧ Ｑ 与の月 ｉ ｊ 宮である倭 ｾｲｊｊＧｉｉ［ｉ［ とそれを同む森やそれに述なる Ｈ Ｑ

f榊4のなかにそれらの施設がある。その施設の一つ112業館を解体移

転することとしその跡地に、 1' 111山信女j l.- 目白と道路を隔てて，建てられる

こととなった。

設計するにあた ってのテ ーマはi : : に、この合田山の臼然環境と の

制手 ｉｉ ｕｾ イ子胞設とのストラクチュアーとしての Ｓ 室作性の雌 ｩｾ 、 そし

て、1'1然のテー? なが ら、 これ らの佳築の設計において近年ことに論

議の的となる 美術品( 展示品) とそれを包む、建築" 1 ; : I/¥-Jの立|正とがど

う|見lわるべきか、 ということと同時にそれがどこまで ii 五腿'1臥少な

るものJ に迫れるか、 という点を J :: II民とした ものである。

|前fi については、周辺環岐との調平11 い、うことと、博物舶を巨JIJ

途とする和 ｉ ｲｲＺＧ［ 徴古館Ｈ明治 ＴＲ 年、 ｊＧｲｬ ｬｬ 見詰ｾＩが洋風主主築であること

から、同日j瓜J を意匠の基調とした。以1I ち1'111者111)吟うというところの、

しかも j民放地区である男知也及びその問辺の ILI然環境を ，'1' ，米るだけ lt

かすということに対して、| 村と外の宅I/JJ カ司呼応する空I/ ¥J 構成とする

ことで、克いでいただける美術官1'(・とする こと 、あるいはまたその こ

!: I I体がまわりの 1':] 然環境と 一体となって作むような外観を4長引す

るように、そして「洋風J ! : の対叫によ ってそれそがれの11占|性をTIffi め

介うように、といった72図からいわゆる「和風J ! : した。 そしてこ

正面
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れからさらに伊勢の芸術文化ソJ ーンとして展開するであろう合山山

の文化bi!i 設全体の整合性 い 、う ことか ら、ネ111宮徴古館の車IIJ 線に基づ

いて建物の向きをもため配置計|而|を進めた。後者については、 一つの

在り ) j としてまず、洋の来刊を問わす: 出築( 空間) と美術とがj軍然

一体とな って表現された言わばν巨I/ ¥J 芸術を、鑑賞というよりはむし

ろi<Ns.1f;すると し、った空I/.I Jがあり、 また一万、多様化する 美+制紳術|ド町;可Iあるし、

lはま芸術を主f体本としてイ引伽|肺古|防削月如別lリL、分生矧Ji 化しし、 ，往述築 (空111問附iH羽削n助，1) をそれに対して

言わlば!' i円f従足削J とする、 要するに機能能'1伯性|目ゴ主iを屯t主とし控築的には4ぷ長妨琴凱4を

炉判抑Jlはえ f無1!照1匹![;'I性l

のてでで‘ 戸、はな〈、 それぞ、れの ｴ ｾ ｉ ｊＧＱｾをノｼ て かしながら三で ｩＪ をＺｴ ｗｾｊ ｊＩ と するように

設計した。

芯立 Ｇ［ ｕ旺 王 訂ｼド川 ＱＱ州ｼ向 ｴ の ｪ多与 少よ以 ｈ 休本村村 ＨＱが的が内 〈句 ｊ な ｪ人点， ｉｾ を ｫ込述ｒ べる とすれlば.:(、 マツシフブブ、守、なωJI形|杉ヲ:態醤を

j避控けるとともに J山|

占アプロ一チするための前嵯とL 、，処辿 物づ、汁ｻ体本にと つて求 ，心ｌ 心、Ｈ的 Ｑ内ワな ｦ役辻 ｾｉ古 ｬ守引ｪ 刊ｼ同陀 ＿ 月民

fたJ すfたJ めの lリ1
1
庭を含?配し、 i::に 4 つに分WI ] した主尾ぞ この'1

1
嵯を取り

巻くようにそ こに新設した池と給めながら構成し、それらを? 繋〈勺l主

り地的な械とをそれぞれ雁行させて‘ 1<而を構成した。公開部分の副

総はこの 111庭にiのって巡るように J IJ.ti; されている 。 これら科械の出

版の構成がこの建物を平 ｬ 帥 ｾｊ にも立 ｼ 耐 Ｑ りにも大きくが ｌ 定してし 、る。

mMする尾根、此とそれらをナ文える '11111創lがっくりたす空川 と位協が

建物外観に奥行きのある 常わ! ! ' イぷ統的なf宇い一「手n風」としてのぷ

引を与えているが、そのデザ、イン は1淀川材料、技術も合めてあくま

でも引( ¥: を志向したものである 。-E/蚕 4械は、玄関棟、} 長示十点 2 ｦｾｬ＠

I収蔵) oj I十点からなる 。 この展示棟を含? 前i述f しfたJ ように、一つは この美l'利怖術Ij i桁li町;可I  

E館行木3米|長毛の口的てて‘ ある献納美術J川品iJ品11l のj主ミに;市}1市;日1

すべ〈木造作を施し fたJ 言わlば工広1千升l円作刊:?汗-干P院完却j風E瓜正の佳築空|間i昔問tり! として1狙独d虫! I1性をd恰強立虫i司訴調t司l  

広間



し、 もう 一つを多様な展示のできるよう知性絡な空t I ¥J な匠とした。

玄関棟、 l民示棟など公開部分のメイン空II ¥J の内部主; 匠のテーマとし

て文' ドj必り「木造J としての意匠を1aい分けることにより、この控

築にJ ;JuTi TI をりえるとともに、空間に 「やわらかさ」とか 11憂しさ」

とかいった税近感のある雰同気を眼し 0'，すようにした。

設N川I;五F川.↑川1-1仰|ド"町1としては下言青号雪.う まてで守も な 〈仁、 英+制糾術仇|ド町侃i可h弘川f，弘仙川lAんμ品lhVlJ山1I『ゆのη釧a快|

h成没を i泊iヨ11悦民とし、 f付併j弁Fせて周辺の良f質2なI弘;3;:出将境2をl破i!孤淡H皮i主i域しないよう、 また少

人数によるその有効なが備管理のための附見 ・Ili IJ 御システムの導入

など、行エオ、ノレギー化を考慮しながらできるだけ古波別対F f による 設

備をナ』包している。

以後に、よく lii'i 到の時代J と青われる引代社会において、 ，建築

もまたその大きな流れに呑み込まれるように物質的に肥大化、 ｂＧｈ ｲＧｾｊ

化され、その木米のflll if i i ' I を失いつつあるとい った状況が多分に凡受

けられる 。当代一流の美術品という大いなる 芸術辿産がそうである

ように、佐築そのものがその時代を反11央しながらも、そのかL組、あ

るいは本質において文化的価値を失うことなく、大きな歴史のなか

でその文化のぷ引として位置付け られることを願わずには L、られな

い。大i工法- 先生が最後までよく 需われていた「廃史立|疋というヴィ

ジョンJ - lllJ ち、! 軽与とのなかでその文化と→本とな ってさまざまに

l'lfJ 花し、 L、まもなおその蕗ii I i を屯! 脅させなが らも引所] させている 「も

のJ、あるいは形式とい ったものを凡批りえながら、そしてむしろそれ

ぞ伝統としてこだわったり固定化し ようというのではなく、引代に

おけるその4長引の一つの可能性としての「流麗1陸妙なるものJ につ

いてさらに研究、砂町段重ねていきた L' ! : 、この美祢所; の設計にJ持

わる機会を得て、いま改めて思う次第てある 。

( たね むら つよし/ 大iT 宏主1¥築 ' ! q'IJ/ ;，正U f: )

国 園田由国盛田園田崎国.
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斎 宮歴 史博 物館

斎宮歴史博物館の建設について

榊 靖雄

1  . 三重県における博物館の整備について

現庄の1#立1専物館は、昭和28年に総合博物館として建設され、そ

の後昭和47年に三重県文化器義会の答EI"により、昭和57年に美綿花官

が建設されたが、美術部門以外は未整理になっている状況にあり、

博物館の老朽化と狭陥が問題となってきた。

本県の第 2次長期総合計画の中においては、魅力ある文化活動の

:t l副主、文化財の保護活用のため、県立博物館、埋蔵文化財センター

の整備のほか、国史跡斎宮には歴史博物館の設置が明示された。

これらの背景をうけ、昭和60年、県は三重県文化審議会に対し県

r L . 情物館主主備に|射し意見を求めたところ、全日A的視野にたった学中frr

研究 ・資料収集、県民の生涯教育 ・学習機能の充実、県下の美神守宮古・

文化会館の rll . j s としてのセンタ 一博物館と畿1
1
'J と深いつながりをも

ち内陸特有の歴史尿はをもっ匂明地域、副刷物の宝庫てあり、すぐ

れた自然をもっ北勢地域、斎宮 ・ネ'1' 宮領など伊勢神宮 と深いかかわ

りをも って発展した南勢地域、森林地ff? とリアス式海岸を背景とし

た独自の生活文化を営む熊野地域、および21世紀に生き る青少年へ

の不伴鳴物館など地域の特性を生かしたテーマ| 専物館との組令わせ

による「三重県における降物館: 構想J を答 '-1' した。 そして、その 1:1-
1

でセンタ Ｍ ｴ ｾ ，ｪＮ物館と斎宮を中 心 とするテーマ博物館は県によ っ て建

設するという内容であった。

2  . 伊勢神宮と斎王

斎宮( いつきのみや) とは、歴代天皇に代わ って、伊勢神宮に造

さL唱・う

われた斎王 ( ｾ、っきのみ こ Ｉの御殿しそのヰ河去を取り扱う斎 宮寮

( いつきのみやのつかさ) という役: J ifr をあわせたよび方である 。斎

宮の起源は、記紀によれば、崇判明にさかのぼるとされるが制度的

斎宮跡全景
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には 7 世紀f後灸半の天時; 問' 羽月のころカか3 らててで、や二、¥、 そのf後麦、南1北仁凶開1宇射Eリ矧!

間の長きにわたり存統し fたJ 。 ここでは者1Iから泣わされた皇族の姫君

が伊勢神宮の祭加を? 司る斎王としてキ'11に清浄な日々を送ったとされ

ている 。3由来上に残る最初の斎王は天武天皇の娘、大来皇女で、そ

ののち 円本が律令国家として整備されていくにつれ、斎王制度も整

えられていき、また、斎王の生活とその1瑚奇に関する事務を司る斎

宮寮も令外の官として、者11からの官人百数十名を含む500余人の人

びとを努巨する役所として発展していった。

斎宮の存在は、平安期に編纂された「延喜式」に記述されており、

三重 県多 ｾｵ ｴｲｓ明和 町 内に斎宮という 地 名があることから、その付近

にあったのであろうと Ｚｴ ｴ ｾ 定されていた。斎宮は多賀城や太主測すに匹

敵する古イー団主令国家の重要な 出7t 機|刻であり 、 また ii原氏物祁J i伊

ののみや

ｾｩｾ 桝苦 ｊ (こはi洋行両ij の! j ffi合やt.'i 宮の様子が記され、 「大和物詩」には

「たけのみやことなむいひける J t 記されるなど、者1I風の華やかな

王朝文化の花園であったことは想像に難くなし、。

昭和45年の宅地開発を契機に、 2併F余りの発掘調査において 660

年IllJ におよぶ期間における多数の込構や造物が発見され、斎宮跡、の

実態が次第にあきらかになりつつあり、その規J英は東西 2 キロメ ー

トノレ、南北700メー トノレにおよぶ而積140ヘクタ ーノレの広大なもので、

史跡、の西部では奈良時代のものが、 中央官[1から東部にかけては平安

11寺代のものが多くあり、斎宮の建物はH寺代により場所を変えてつく

られていたようである。特に史跡東部ては、道路および ｾｗ ｦ，によって

豆切られた平到i奇代初頭の区画が恭量生目状にならび、区間|λl には多

数の ｴｫｬｬ 立柱の姥物カ ｾ･ｲｾ とＰＡち並んでいることがわかってきた。

600年の眠りからさめた「幻の宮j は、古代における国家と修明ネ'1'

守との| 剥わりとともに、我国の政治文化解明に欠< Ｔ Ｑ Ｚ ｾ の ｉ ｪｾ Ｑ 来ない ｴｴ

重な追跡として昭和54年国史跡として指定を受けた。

斎宮寮模型



3  . 博物館建設計画に ついて

140ヘクタールにおよぶ広大な史跡の保存と活用は大きな問題で

あり、その中に住む住民2000人近い人々の生問と調和のとれた現代

的活mを図るため 「三重県における博物館構想」をもとに斎宮歴火

博物館が建設されることになった。

建設場所は博物館と史跡、との→本的な活用を図るためには史跡内

に↑専物館を建設することが最善と考え、建設Ｚｴｾ所は史跡、西部の古里

地内に決定された。博物館建7訴十画の基本構想、における基本的性格

は、 (1) 本県博物館構想に提言されているテーマ博物館として位ー置づ

ける。 (2) 斎宮および木県に|期する特色ある資料を中心に展示し、県

民が木県の歴史を正しく理解し、県民文化の倉IJ 造にf姐; つ歴史博物

館とする 。 ＨＳＩ 斎宮跡をサイトミュージアムとして整備し、博物 ｦｩＧｬｾ は

その rl -I核的胞設とする。 (4比、のゆたかさと創造性に富む、ひとづく

りの 抗 日主に資するとともに、 ｾｴ￬ Ｎ涯教育に役立つことであった。

これを受けて、建築設計における基本方針は、( 1 ) 斎宮を 中心に、

その? ? 長となった本県の歴史を紹介する。(2) 斎宮のもつ国家的性格、

歴史的特典性など、全国的に稀有な内界を強調する。 (3泊三涯学習の

場として|師広い府に親しめる展示内容とする。 (4}博物館; 周辺の整備

された史跡、と整合する展示内容とする。 (5法現方法は実物資料と令

わせ、模型 ・模写などを用い、初J巣(I {J表現とする。 (6)感動と迫力を

与えるみi胞質2機器により、 兄 るものに強く訴える。(7)県立埋蔵文化

財センターの普及公問機能を担う展示とする。の目棋ーのもと、元奈

良国立文化財研究所長坪弁清足氏を委員長とする斎宮歴史博物館建

設指導委員会の指導および文化庁の助言を得て、昭和61年秋から 62

年夏にかけ、建築設計に収り組み、平成元年 3 月末、舛祁I工事を合

むテーマ博物館か完成し、同年10月にオープンした。また、展示内

容は、大型スクリーンによる斎宮の紹介、斎宮寮の全イ本模型、古代

衣装を粁た人形、これまで、の発掘調査によ って得た出土品、祈りを

テーマにした三重県の歴史の紹介などである。

4  . 地域との連帯

斎宮腰史博物館は、伊勢神宮とのかかわり、歴史探訪ブーム、源

氏物語、伊勢物語などの文学要素、そして女性としての斎王の生涯

なE 歴史、文学、考古学、宗教い、った多方而の人々の関心を11乎ぶ

魅力に出み、広〈全国からの来訪者を数え、年II JJ約 8万人余りに述

斎王群行模型

祈る斎王像

して いる。

博物館オ ープン以後、斎宮とかカ‘ わる幅広い内容の展示会、シン

ポジ、ユーム、講座のHf. 1催や、市民参加による体験史跡発掘、現地説

明会の開催、および他の|専物館との交流による情報交換や学芸員に

よる地道な学芸活動など、博物館を中心 とした多彩なi刊行がなされ

ており、また博物館に併設された埋蔵文化財センタ ーは県下の発掘

調査の中心的役割を果たしている 。

地元町1手Il IIl Tは斎宮に誇りをもっ地域住民! : . ! : . もに毎年 6 月、斎王

まつりを史跡公開とともに、 IIIJ ぐるみで開催し、まちお こし・地域

おこし運動を展開している。

211止紀を迎える今円、物のH寺代から心の時代へ移りつつあり、史

跡を通じた文化振興 U Q民生活の盟かさへのステッフ。がテーマ博物

館である斎宮歴史博物飴を 巾心に築きあげ高揚したことに闘し、 三

重県として喜ばしく思っている 。

( きかき やすお Ｏ三 沢 ｉ｜ｌ 仁木部持 ｉｬｲｬ￭ ＱｬＺＧＱＺＺ Ｑ 司法築常Ｊｾｾ［ｾｾれ絡ｾ室長担ｉ￬佐Ｉ

展示室( 1)

97 



斎宮歴史博物館

斎宮歴史博物館の建築計画

前田

ｺｩｙＷ 守歴ｾ昨物船は、匡 ｬ 史跡「斎戸［跡 ｊ の ＧＱ Ｑ に建てられたテーマ昨

物館であり、火跡、五河本を含んだサイトミュージアムでもある。また

この史跡の発品1: 調査は、今後2111ぽ己へも継続するため、斎宮跡の旦11

ｬ 説文イヒｊｬｾ言問先センタ Ｍ ＱＺしての機能も充実 ・ 強化されている。

施設の構成

tN物防の施設|付終の主なものは、 pqつの版示室と展示ホーノレを持

つ展示部1"1、及び講堂、国主: コーナ一、レフアレンスカウンタ一等

による教育評放部門、三つの収I ! ' : 公庫と写: J * 室、搬入ホーノレを持つ収

ｽｉｾ 弱者 ｉ ｬｉＧ ｲｬ 、そして調査 ・ 研究制 ＢＱ 、事務 ・ 管理部門である。

! 民示計|百|の刊徴としては、，1 ，方向J い、う発掘資料ーだけでは理解し

にくいテーマであることから、 ｽｒ ， ｽ Ｂ 手 ｪ 去として物ＱＺ ＱＱ 央ｻ象と Ｗ 刊 ｾｉ i.> )  11 

いた「シアタ Ｍｊ スタイノレの ｽｒＯｬｾ を、映像版示宅で行っている 。 こ

れはコンピューター制御による 20分川のプログラムにより、 Eiyvf

しそのt J j ll)支をガ、イダンスするもので、，J副知l手法を )11いた反示j と

して、大} J / . 悦な( $i ll はまだ少〈、 11技庁の屯子機器の進歩が可能とした

新しい展示スタイルである 。 また'，:;f; 設起草示宅1;J: t.'i Eをrド心としたテ

ーマ展示主と、それを生み; ' 1 ' ，した三重県の風 i二と膝与とをまとめた第

コ防速とがあり、特別展を{ i : j 刊するための十川1 1 . 財弓も持ってし、る。

JI Jui事者111" Ｑｬ［ｊＺ今後先制訴ｅ￭今カｾＮｩｬｬｩむにつれて、大 ｩ､［ の立 ｉｉ 版文イヒＡＡオの ， ＧＱ Ｇ ，

|ーカ i )'-;t[ lされるためよ凶樹l句大きな |剛氏を lli めているが、将ヨj ( ; (l i) には

さらにＺｪＭ ｊ よ帰カｾ IIf 能な計| 百! としている 。 また、部lfEセンターの機能も

市: 伐されているため、発掘したL : . R持)'t 等の資料を整理I l したり、記鉢

する研究書111" 1の処理がスムーズに行えるような到j線計l百| を考慮して

いる 。さらに} i - J 外にも十分な作業ヤードが必要であることから、収

l鋭部1"1 1: 研究部1"1 1:の!日iに搬入、作業のための '1
1
屈を作り、外部の

アプローチより遠景

98 建祭と社会 ・' 994. 3

佐智男

一般米自打者からは見えない場所て1乍業がLI '，米るようにして L、る。

エクステリアとインテリアデザイン

ＱＱＱｬ 物館の外装は、 ｆ ｬ ｲｾ の十分残された周辺環境と調和 ｬ し たもの ｴ

なるように、妬器質タイノレを選択した。表而処理は、ステンレスビ

ーズによるショットプラストとすることで光沢を抑えた 君主 Ｚ ｊｊ ｾ とする

とともに、大地か ら宅へと色相|のグラデュエーショ ンを Ij - える こと

で、公 ｼ 議 ｼ 令体の環噴の Ｑ Ｑ Ｑ に建物がとけ込むよう意 ｾ ｉ したものである 。

ショットプラスト処理II は、タイノレfごけでなく、アノレミサッシュやア

ルミ笠木、 また外部の ｾｭ 装にも行っており、アノレキャス卜製の庇の

ディテーノレ処理とともに、 ゴ} で体として柔らかで落ちついたテクスチ

ャー表現を考慮したものである。

またエントランスホーノレ及び展示主へつながる展示ホーノレの位、

ｪ 木 Ｑ Ｑ 二 ｬ ーには、少し紫系の ￬ｬｴ じった Ｑ Ｎｦ ｬｬ ￬［Ｈｾ Ｑ￮を選び、水平に外部から Ｍ ｈﾭ

人してくる機円地に、アコヤH を張ってし、る。天井は光の，H?の反射

や1111折の効果をねらって、 GR C による/ ルレ一パ一天ヲ刻弁iドτ可:(:に叶こ斗|川!H川iリl桜!!(¥照f抗伊削{い刊仰11)川lリ引j川l を

ヒピピ、矛ツ、ノルレ卜インし fたニものてで- あり札、 ＱモＺｾ卒靭判 ｨ科訓 ｪ月 ｩ抑 ｈ

ててで‘昨、も f憂1羽利T官{え尤_，' ♂なめらカか‘ な 11山11川11*紡線五以!の」ぷ毛珍引tを芯立': 1附ヌ刈lしfたJ ものててで、♂、ある 。

遺跡、の保存

政 ｉ 也は、ｼ王 ｬ 史跡、「苅 Ｑｊｦ 跡 ｊ のｾ跡、 ｼ ノ サに あるので、 ｊｦｈ ｩＧｬｾ 而 を ｔｹ ＮＡｩ ｊ 災し

ないで述設する必要があった。挫設に先だって行われた矧kn調子モの

詳細| なデータを分析した結果ヵ、ら、基礎構造は全ピット ) j 式による

ベタ基礎工法として、建物問辺には掠り仁を行ってし、る 。ili 椛 l師ま

で 1 ＱＱＱ 土ｾらずしかなく、またｩｬｬＺ ［ ｨ ｙｪＺ而の地 ｩ 耐 Ｉｊ もそう期待 ｉｊＧ ， 米ないた

め、地' 1
1
梁にもプレストレス卜を導入して核地圧の均等化を計ると

アフローチよリ近策



ともに、千而的にも荷重の分散しやす L、安定した] 阪となるような平

而計画とした。追構而の保有設は仮?にじZjれこもおよび、男女I也内の仮設

建物をはじめ工:thJl r::';:JJ の引き込み柱仁王るまで、すべて保殻のた

めの盛り L をした上で建設されてし、る 。

斎宮歴史博物館の今後

歴史逃j曜と共生するという こ U i 、ljl. に暦史的な記Jh? を現代の芯;

匠に拡大し明| 陥してアレンジすることではなく、むしろ) 裕史の"1に

{ 呆存されてきた泣f云子をfIj i (，_f!i .する ことによ って別代の素材による新

しい宅I: ¥j 表現を開拓することではないかと思う 。 王朝文化帯やかな

りし頃のJ fWの世界とや11に仕える j滋絡な l--t iifi ， そしてひと t きの恋一

斎モたちが辿った) 寄与t のfiiEを、ど こまでもなめらかで俊靴な rlJ J線や

その直なり、そして色彩の変化や光のulJ抑? と反射とを j心して表引す

るこ とで、l 1i f 史的時I: ¥j てある今をl T t 、て過去から未米への伝j j¥が、

行われれば幸いだと思う 。

又、先に述べたように、この ｴ ｾＧｬ 物自￭Ｇｾは、いまだＢￍＧＺＭ符を解 ｼリ ｪ されざ

る斎王、苅 Ｑ［ ， ｊ 、粛は ｦｬｪ ｬｊｊ 支をテ ー ＿とするテ ー マ ｴ ｾ Ｇｬ 物自 ｮ であり、 地 下

追椛を保全しつつ、! : t 跡4下i*をサイトミュージアムとして繋備し、

研究者はもとより 地域の人々、広〈 一般の人々にも史跡のな1J..lミと芯;

義を珪li 解してもらいながら、 疋l ｴ 、と Ｚ学 ｾＱ＾ Ｑ の場として 利 Ａ ｉ｝ されるべく

控設された 。 優れた Ｑ ＱＱＱ 物館のｻタ ｉｊ が多〈示すように、学中 ｬ ｾｲＨ ｬ ￭ )調1i'1iJf]' 'e

の深まりとその ｊ ＧＮ ｭ 併の社会的拡大、 需 いかえれば、Ａ悟ＡＺｴｾ立産と引 ￭ｴ

t の共生 li シンクロして進められるべきであり、働き ・ムーブメン

トとし ての|刑制崩舌動がより 一府生き坐きと展開される総としてこ

の博物節目( が、その役答l陪来して行ってくれるものと信じて いる 。

( まえど さちお / (附t.r: .1' .n.r，，'i J.t;支11 文判長)

常設展示室 ( 1)

展示ホー J レへのギャラリ

展示ホール

映像展示室
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地元の人に聞くのが一番早いと釜を焚いているおばさんや名物の車

引きのおじさんに尋ねても、メLl 、王そのものの存在に初めて気付〈

有様て1古来としては分からないままである 。 ワイ ヤーの号 |っ張り方、

先端の持ち手等から煙突掃除のための仕掛けてーあろ うと勝手な解釈

をしているが兵偽のほどは不明のままである。 こうした遊び心は、

我々が街並みの演出のために そニ ュメン卜や彫刻lを目立つ様に セ ッ

トするのとは違い、ひかえめな表現でありながらも 心憎いまでに存

在を主張し空11¥) 構成のかくし味的なものとして、 その場にあった意

味や ユ ーモアといった ｜｜ ＪＴｾ Ｑ Ｑ を感じさせてくれる。 こ れは、カ・って裏

山こi買ったり、刀の目付に凝ったりい、ったお酒寄与心のあり方や、

心のゆとり、さらに 円本人特有の奥床しきの表れに通 じるものでは

ないだろうか。

これらの電しかけ' たちは、決して ，'1"' ，しゃばる こと なく 秘かに諮り

かけてくるものばかりであるが、それだから こそ人に近い存在てあ

り、 この e しかけ' たちをきっかけに人と空間、さらには電しかけ' を話

題として人と人との対話が生まれてくるのでやはないだろうか。

このような人と空間、人 t 人 との対話を誘発するようなしかけの

存在 こそが、おはらいIUTやおかげ横丁を昔の門前町 い、うものを現

代 に再現しただけの懐古趣味的なテ ーマパー クと してて。はなく、活

気ある I"T、生きて いるIU-f、ゆとりある I"Tを作 り出し ている 一つの大

きな要素ではないかと 思 う。おはらいI"Tは人の存在があり、そして

そこでの対話があって、はじめて生きてくる空間であるように思う 。

このような空I/ ¥j のあり方 こそが本来、人が生活するための空1/¥1のあ

るべき姿のーって" はないだろうか。

おはらいI"fがそんな対話の場とゆとりを持ちながら、永遠に統〈

ご遊宮とともに FI本人の心 を伝水 してほ しい ものである 。

(い の うえ あきひ ζ / 株式会+I :S 0 設計t f七ぷ取締役)

主、γ 毒J

棟にとま ったからす

物搬をかもした煙突掃除の玉

郵便マークの入った軒先瓦

芳、績のロゴマークの入 った軒先瓦
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建築家の見聞記

式年遷宮記念神宮美術館

「流麗軽妙」と「透明清澄」

福 田 泰 造

「流麗11珪妙J }: ｛Ｂ 透明治 ｉ ＢￌＮ ｾ ｊ 、 こ の二部に 比 え隠れする共通の空気

を求めて符l勢を訪ねる。 「流麗軽妙」は建築家大江宏氏の座右の銘で

あり、「透明治澄J は建築家フツレー ノ・タウ卜氏カ市吟怜'11宮に詣でた

感想である 。残念なことに両氏とも他界しているが、その言葉が表

す桁ネ'1' は、作品や書物の中で生きて いる 。

大江先生の造作とな った式年遊宵記念ネIl l' l2;美争Irffitr は倉田山丘陵の

- f{1 に位置 し、内宮 ・外宮両方而からのアク セスがあるが、右手に

端正なノレオ、ッ サンス式の神宮此捕( 設計片山* 熊 ・高山幸次郎)

を望み、 lリl?ti 建築から受ける暦史的緊張感が背筋を正すうちに正而

シノレエットカ f視界に入って来る内宵からのアク セスが妥当で‘ あろう 。

光輝な! 暖示作品を灰めかす正而111寄せから玄関広間に立った時、

品の良い宅1111に暫し自分を忘れる 。 '11
陸から広縁を j

邑して入って来

る光が系木の造作材に与えるグラデーションは品格があり高
1せきを

与えるのは大汀 ｊￂ 元からの家柄が成せるｾ ーであろう 。

jぷ縁か ら展示廊と 呼ばれる池に浮いたコリドーノレは角附 "T伝承館

から I:EIi 1 : 能楽堂の仁1
1

庭廻りを経てきた初ゆかであり、 コノレテン鋼の円

柱に過去の大江作品が偲ばれる 。

独特のデザインのE部主の天井を兄上げながら展示室 l に導かれる

と我々の 日に兵っ白な楠葉材で造作された位、染、が飛び込んで♂来る 。

これらて'l，y!:]J)(: された空間は “品のある派手" }: "乎びたい。 この“ 品

のある派手" は、吉田五十八先生やがj"!ff磯子千先供あるいは吉村 )1民三

先ｬＮ Ｑ ＺＺ の悦やかな、華やかな数奇 ｬ 宅建築とは ｧｾ なり、一定のか ￮ ｊＱｬ ｊ を持

ったi ll -院佐築の '1 1

にラショナリスト大江宏と しての主張を見事に採

り入れ、 日本主主築の中に大江流 “ 品格のある派手 γ '
である軽やか

で妙味のあるのびのびとした美しさをぷ引しているのである 。正に

Ii五臨11i }妙」は、 FI本文化そ のものである 。

，也に浮いたコリドール

102 建築と社会 ・1994. 3

展示室 l か ら展示室 2 の11¥1には、千'fj 主土学闘あたりか ら大江建築

に引れる ｾ ｉｉ 庭がま ｬ まれその柔らかな ｉ ｌ ｉ 然光と幾ばくかの休 息 を過ご

す。 そして 中庭を眺めながらな外なことに気がつく 。以前、雑誌で

凡たサンパウ ロil' i 400年祭の Il 本飴( 設計明 n捨己、引場監思! 大江主ど)

が正に ここに よみがえったのではないかと。 池の!制J!l Jからのシノレエ

ッ 卜はあの 円本館の羽呪ではないかしもしかしたら 、射| ド捨己先

生の建築の一番の理解者は，建築家大iT宏て¥ これまで明 " 作J171を宵

1.11、村野、吉村作品の数々と同じ路線の " 木建築として担えていた

のは川述いであったのではないかと 。

版示室 2 の造作は これまでの空1111 とはi : J t い実にシンプルに納めら

れている 。 こ れは将来の ｩ 骨 ｫ 納美術品にフレキシフツレ ＨＺＺｍｉ ， ｬｓ ， ｾ ｉＧＱ 米るよ

うに計|百|されたのであろう 。

こうして、我々は 小峰を問んt:_'芸術館を一周して再び玄|則ぶ/ 111 (こ

導かれる。只、今阿は特別lにお服! ' 、してB旬! 部r"l の館長室にも入れ

てｔｊＱ＼ 。 坪庭からの光が附子に ｈｾ って巧妙に調光されそのほの淡い

幻氾! 的な空HIlカ汗片f"t神話に誘惑する 。 そして美術館に後ろ髪をづ|か

れつつ合田山から、いよいよ型耐l人11A- へ向かう 。

ピ三?r沖符をil ! f り五:十鈴川て、身を治めると気持ちカキ庁しくなり、緊張

し、興無して来るのはn(E- ネ'1'1リ1! 1t りの柑|保の美に対する本能てあり

心身共々潔向て"*" u枠な空気にさらされる 。.iEに 「透 lリJd mtJ は Il 木

文化 を支えるキM"I'而での結l111であろう 。

。引トを訪れ 「流EE軽妙J }: ["透lりldi 'i な」を休l験し、 " 木人の美江

識の奥のi奈さを刊航認し Il '，:jl; ノ|三i1iの美化が処築文化の第一歩て、ある

ことを比.'1' ，す。f) t 勢は万物の.fW慌てあり永遠である 。

(ふ ( t : ' ｴＺ いぞう Ｏ ＱＱ 本 建築協会 見 ｾｩｦｉｪ支部よ ｬ ｴｊ 晶 ｩ￭ .  ｴ ，［，［川 Ａｊ ｾ Ｎｩｩｬｾ 築 ・ ｪ ￧ 務所所長Ｉ

ほの淡い幻想的な空間 館長室



建築家の見聞記

斎宮歴史博物館を見学して

仙田 篤

はじめに

H乍年末、! J ! 築協会東海支部の1 ' J吟今方而への兄学会に参加する こと

ができました 。 私に ｴ って Ｑｬｦ 勢 ・ 志摩方而へは海水浴や， ｾｬｩｴ ，釣り等、

かなり頻繁に行っているにもかかわらず、イ) ' 勢ネ'11' ，古 しか知らないと

いうお料l末なものでしたが、今11' 1、選宮の終わったばかりの仰吟付11
1

; ゐ; をはじめ、種々の建物を見学て3 、認識を新たにした次第であり

ます。

盟穣な伊勢の地と 王朝文化の雅

FiY1位J歴史問物館へ行き故初に気付くのは、 イ〕吟う
jF与に而した広々と

した平肝の ＧＱ Ｇ 央に位置し、 ｩ 毎も陸も ｩＲ Ｑ 熟な ｊ 也をイメ ー ジさせる ｾ ｊｩ［ で

あります 。 ＱＱ かな土 地 と ｩ 句、 ￬ ， ｾ｜｟ｉ ｉ ｟麦な気 ↑ｼ 夫はきっと ￯ Ｇ ￮ 代人 たちに こ の

地に「仰吟! ? の大キIIIJ :a- jj i!: らせ、 1:燃の思みへの感謝とや1
1への尊訟の

念を起 こさせたのでありましょう 。

そうした? ?対を象徴するかのように、この慌史博物館・の外梢は、

斎王が税 (みそぎ) をしたといわれている近くを流れる融( はら し、)

川の川l点をイメージしたものでし ょうか。 l防周R司l阿に違手和I l ! 感惑のない=不F

υ沙利石とてでで、-、h稿h椛耳旬h求比され、広々 t した流れるようなアプロ ーチは、雄

物に近づくにつ州政妙ＨＺｾＪ ' JJ '.7J 旬、 |人j昔11?f: 11 ¥Jへ と易統しておりま

す。 また、外観は横ラインの外壁でゆったりとしたカ ーフーを-tt' ，'j き、

大地がそのまま浮力、び上がったようなテクスチャ ーの州立と、置な

りあうバラペットラインのj' 目らかな美しき! : . :11: にイ7吟与の地の盟様さ

しいにしえの斎王たちの優税さ、ネ11
1との1- 11

1型な生活とを充分に記長

引していると忠われます。

流れる 川、打ち寄せるさざ波、 t . i 王のなめらかに垂れる黒髪を思

い起こさせる人 1-1のキヤノピ一、 エ ントランス ロビーの天井、七色

外 観

に光る阿古屋貝の椴ラインて、ゆった りとカ ーブする石壁、合わせガ

ラスに封入さ れた阿i'i 屋H等々。111穣な伊勢の地と 王朝文化の椛 の

Il tW とを基本 コンセプ卜とした一世デザ、インはみごとな完成度であ

り、設計者の市1L、総令力と熱立の感じられる作品て、ありました。

歴史的事項と今後の周辺環境

今 II JIの見学て判り得た暦則I'. j 'J iJ: fi 及び将来構主! を整理しますと、

・斎'FT跡 とは、 7-llt紀末より 14111 : 紀の半ばまで660年川存干E した苅

官の追棋であるこし全 ｼ 王 ｼ 出指のｾ跡てあり、全 ｉ ｭ Ｎｦ ｻｴｬＴＰｨ｡ の引

在 10% が発掘されただけであり、今後21-j lt紀後半まで継続的に先

掘調査が進められている こ と。

・t.i '，' ;' ;  !:. I  j : 、「伊勢の大和IIJ に仕える斎:E (L 、っきのみ こ) の山殿

と、それに仕えた役所てある荷山安のt芯称であること 。

・ 粛正とは、未時のＩ， ｾｊＮ ，～の Ｑ ＱＧ から 卜 Ｈ， ｉ Ｚｪ ｌ 、Ｉで選ばれ、作吟付 ｉ ｉ ｊＧ ｬｾｻ の

三節祭に奉仕する役11 を担ったこと 。

・t.i. ，戸J歴史tW物館とは、斎1;f跡よりの ，'1' ，土品の! 民示 t 、 山l寺の芥IHI

気を伝える 映像 展示ぞ行なうと ｾ ｉ ｾ Ｈ こ、今後も継続する発掘調査の

拠点となっていること 。又、こ のもと跡の一角に控てられており、

攻め戻しの上、ピット方式のベタ基礎て建設されている こ し

・ 三 屯 ｬ 誌では“白然と文 化・ 歴ｾのふれあ ｌ 、1"11日fi" ! : . して周辺 2 d-j  

3 111J の地域にある数々の陸火文化.ifi: jifi をオ、ットワ ークする桃恕 が

あり、現花 この11F物 航 じ'i .W_公悶カf整備され、今後斎や; 跡を '1' 心

とするサイクリング道路及びその一部である l明不IJl llf 内には「市め

の道J を計Illi l' l' であり、大かL院な! 被史公聞として整fj 1lJ される (- 定

とのこと 。

今後共楽しみな地域であり、より - f f 7 の期待をしたいと思います。

( せんだ あつし Ｏ ＱＱ 本位築協会ｾ｛ｾ俗文部Ｇ，Ｚ［Ｚ［ ｾ品川、Ｈ附鴻池 ＪｬｬｲＢｉ ， ｈ 文 ｊ ， ｩｩｈ ｬ ， ｮＧ ， ｾｉＩＩ

内部ロビー
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小_ _ [ ( こだくみ) の棟梁である |前!日 l治次さ

んに、お話しをお 聞 きしま した。

|刈[11さん (63歳) は、お顔の艶も 大変に. b!

<  ｩｾｾ 車 ＱＩ としていて、 とても お年には凡 えない

お ｊ ｬＺ 主 ｌ な ・ ， ｦｩｬ ｈＮ で、 ｪ 炎々とし た 諮り ｉ ｾ ｉ カＧＱ ］ ＱＱ 象 的

でし た。 なお、 小工 uはま伊勢キ村村11中|ドlド.下広戸許J

11呼l呼千び jβJ との こと ててで、台、す。

・扱 われる 材木は大変な iil ですね。

泌木村・』ミ木竹 の200年 - 300年、人‘ きい も

のですと 500
1
jo以」φ の立重な天然の絵材が、

l ) j 3 千 6 白木位です。問符の jJ 1I 1凶止を! I f i

め、 別れが14 あ ります し、その他の岱11般の

ものも 祈 りますから 。

J51木はこの工作場で 、一旦池 に入れて、約

2  - 5
1
1二*lE7}; 1j 1乾燥 します。天然の材木に

は、 illl 分や ヤニ 分が多いので、 7}; II' にて ill l

l怖を抜 くんです 。 そう い う方沼、が甘 から探

られて います。必要な 材は、作jJ II 殿によ っ

て丈尺 ｬ 阪と い うものがあり、古 ｉ ｬｾｾ の寸法が

ミ ｉＺ Ｚ ｾ ぶされています 。 また阪本台帳も干 ｩ り

まして、 人: 体の jえさ ・太きが決め b れてい

ます。次第に J込木、大径木が少なくな って

いますから、やり繰りがあt市長大変な ー)' ; もあ

ります。

・|前]111 さんはどう い うことでや山-人ー|ーさんとな

られた訳ですか。

砲、 li 宇治 山川でと|プまれ育ち、父の ) i も11): *見

の化所も1 ' 111'，.:0;の大] ーとしてあい、ている' ぶて¥

l-'iI 立大仁のチは大_ _ [ になるものやと思 って、

小 さいぜiから内17f や外7ム，さんの1J ，Ｉ ｾをせん

ならんと思うとりました。親父は l紋イfi て“ '1土

うタヒにましたが、税父の 凡 もF: J の凡 も、そ

の jj ijは爺さんも棟梁をやりましたので、 そ

のおじさんらに L 、ろいろと仕込まれました。

・佐川する道共などは昔とは変わ って きてい

るのですか。

i丘l! の '1' には、やはりそ のji ;¥' {¥:に介ったも

のに変わ ってきていまして、; l ! : [ i } J UT など

も平1) 川 しますが、肝心な所は特殊な道 l1て-

*"1 1: していく訳です。例えば、住に it が出1)

ｾりましでも、 ｴ 主の穴の ＧＱＧ を飽てや ＩＧ￭ ｬＩ っ て Ｑ ｴ

-' '.げ.てしまうほど、 1 IllI11 の何分のーかま

でいもの制度の祈る 仕 Ｚｴ Ｉｾ をしたいと い う こ と

ですか b ね。i巨;1 もそれに令せて1 ' 1分でこ

墨付け作業
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遷宮の建築技術を支える人々

「心J が第一

小工棟梁

岡 田 浩 次

インタヒ' ュー ・取材

東海支部特別編集委員会

岡田，告次氏

しらえていく、そういう j 折から始まるんで

す。今の人は、機械に頼り過ぎますよ って、

うで( 技術) が 卜.がって きません。一枚の

板を仕上げるにしても、必1t Lげ機てスツ

と向1) って、それでi斉ますと、すぐに Jたくな

ってしまう 。 1・r:i )!ft¥カli 荒れにくい のです。 そ

れに 比べ、 1 U→げ飽で念入れて )'il) りますと、

艶が出てホの切れも 1:，[ < 、長〈光iJ¥がイI る

市tてす。

・判明づくり の技術的なことに ついては! 1I I 1uf

ですか。

ここ の判明 づ くりは ｉｉＧｉ ｊ ｾＡ 的て 。 す の で、お守
ムタ

のように反 っ たり ｉｾ っ たりはしていません

から、 差金を {史う トーにおいては後最ff な' )';は

余り ｾＡｉ ，ｦＺ (、 ですが、事!ν沖i さli lli ，:' :j 級の11宛が要

求されます 。 ＱＱ ァ Ｉ ｾのことは、人二 ｊＺ としては

Ｒ Ｑ り ｦ￬ｩｪ と思 っ ています 。 出 ｦ ｾ しいのは、 ｦ ｊｾｍ ， ｴ

て剥 lみ，悠てる建物ですから、版を 1uf 枚もi f i :

ねた ＱＱ ， ｜ Ｇ 、その板の 口 や 色 がｾ っ てとか、バ

ラバラではいけませんのて"，jl J物よりも、

百円の1!1，f: ( 、ょう似た幅広版物を揃える のは人・

変てす。

・巡7JI のお1J: ，Ｉｾ＠ li 何年位前から! ; j iめ b れるん

ですか。

イH立jj ij にj I戸:J'( て"1.1 '， 米て、 その 4 1ド代J i ij

から 材木は集められて いるんです。Miめの

3  ＢＱ ＢＮ 仰が準 ｗ ｩｊｖ ｉ Ｏｬ｜ｊ で、ｾ材した物守乾燥 小

限に入れて 1<) 然乾燥します。コド俗的 な大 r

11: ・)Cが始まりますのは 4 - 5  11".j jiH..J:で、 一

孫:!t ＱＱ Ｇ 的 に ＱＱ プ Ｉ ｾをします 。 ー|勺友 5 イドの 8 J )  

に1J II I' 1イl持が行なわれましたが、 その 11年に

は律 ｉｉｪ 斗 Ｇ ｴ ，Ｇｾ ［ I  ｾ＠ 'j '; の9 9 %山米上 がっていま した。

fll l'，，;，;-'. Iil" )の、 Ji ijl ll lから今|ロ| とあい、ている 大

l さんは 5 - 6 r， て" すので" ' ， ｾ 山 カサキわり

ますと、 ｾｴ［ Ｚ ｬ 、人て 11宛の 良い人 をiきんて i欠1111

にri ，) けて トイ1-' 卜五年といろ いろと経験を約

む訳てす。

Ｎ おＱＱＺ ・Ｉ ｾをＮｩＱ主めるのに ｬｬ ｾ も大切だと， ＱＴＱ うこと

は。

ここ の大 ! としては、神般の建物です ので¥

「心」が第ーです。 それさえあれば、 11ーが

も一祁ですが、経験は少なくとも、干I ' み込

みが '1'.( 、と JU、います。iUJ よりも iH.t! なのは、

気持ち の もち ) j 1:. 百うことです。 fll l' ，';'， のili

;市:; t. I  ｾ Ｎ うも の は、全＼ ｲ 心 ｊ の ｻ上 回Ｉ ｾです 。

ｽｲ ｾ＠ Iま|文Ij (l j なり絵|ヌ|板などで伐 っているけれ

ど、それを本 、ii につ くる t なると「心j の

持ち ) j ; が11: )) 也となるのではないでし ょうか。

技術は、先71' "か b 盗んで l怖を j符き、良いも

のをつ くらなくてはな b ないi l ! ¥て二 20"1が

ちょうど良いきりなんて則す。

. お11: ， Ｉ ｾに対するノトのお気持ちは 。

- '1:勉強というか、日fr，しい こ とが次か ら次

1:. d} いて* て、 これてー完全にうまい ことて

きた t いうことは 1! 小、てす。 もう 一度、 ljfi

めから ｮｌ ［Ｎｦ ｾ るんや っ た ｢ 、 こ の ｩ 大こそｊＭＮ予

にや ってのけるんやけどなあと，目、い つつ、

イ1-' をlf:{ りました。

・和1

11
リ|づ くりの建物をどう 辺、われますか。

本jli の! &秒J の全てが、 ここ に始ま っている

と思 いますわ。 いつ凡ても、飽きというも

のがれ りません。 " 本の建物は、や1
1
':内の! &

物に Mi まって、また ここ に民 ってくるゃな

いかと ｽｾｉ ， ( 、ます。や
1
1般の こ とは山〈分かり

ませんが、大 |ょにと っては、追 った建物そ

れが和|件;長と 思 います。1.: "から「心J て" r公

判ーち」てい こしb えなきゃあ、 いけな い と忠

L 、ます。

( インタピュア ー ・林 令之、今 i Iti NII 'i) 



• J";: じ( かやこう) の tJ l本 剛 さ ん に 、 お 話

しをお Illl ｾしました 。

ＢｪＧＺ ￬ｦ￬ 山山、外山近くの山口 Ｑ 仁作 ｽｾｪ は、結 ｩ 裟

き木々が修行とし、広々とした敷地には! ! ，j=木

場や人- きな小凶が、幾棟となく並んで L 、る 。

[ 作.tt' i て刺l制 介 い た t.:" いた山本さんは、泣

きんの 11 1
で は 行 手 の ホ ー プて、今 1111の選符て日

経験を ，fl'[ み、今後色々と修行を屯ねて、次 1111

には先ii l' iに江って頑張ってもらう立場の人、

とのご案内でした 。

Ｎ おイ ｼ 与 ｉ ＺｴＮ ｍｩｾ 誌になられますか 。

30t . l i : になります 。 笠 i の 11
1
ではオ干 L、です 。

ＴＰＨｾ の人もいますが、笠 ｟ｌ ｉ まも ］ に 比 べ随分

と少なくなっています 。在、も rJi 校を IJ' ，てt' ll'

1J 1・へ入り、作業手をしていまして、 5  - 6  

イ|三Ij ij に1' 111'，' ;'; で 立」二になりました。

. rr はJ也) l : てが作られるのですか。

f' I": ¥の 与1"1の: 立 山で隊保します。笠 の 成 長

1:t. - {r3.
1

主ですので、 7  - 8  'f- 11I 1にわたって

立を* め、 1 - 2 年 riii から「っくり立J をし

ます 。一点25kg て" 1"1 ' 1 に外符そして、 14，]11

? 与全郁子千わせる t 、 2 万 5 下京程になりま

す。

・ どのtぷに ft くのですか。

一 得 ｼ 、に蛇 ＱＱ 反 笠を Ｒ 段にｾ炊き、 3 寸 5 分 ず

リら，!

つの ，'1' ，てをもって、 'I Ff羽と自主羽から、蛇11友

力1，'1'，て、パラ立、 '1ザ査を引き、ずn平が 2 ) くで

あれば、その 1ｾのＱＧ ｩ き笠は Ｔ 段となります 。

. 刈り込んである尾被は光り世1 f t 、て、 J1み が

有って采らかく、端正な感じがするのですが、

手以; とか|文|而 は 伐 っているので. すか。

|ヌ11(lj は伐 ってか: るのですが、手i1、I: t . 残って

! 万ませんので、前 1"1の経験が故も頼りにな

る訳です 。尾 根 の 締rmな起り 1111*ぶは、木の

} 巳がありまして、水糸をリ長りまして、 それ

に令わせて り きますが、 ｬｉｈｾＨ ｉ ｾＩ には Ｈ Ｑ 分の

"民でt . l し J思し全判断します 。

遷宮の建築技術を支える人々

「やり甲斐jのある仕事

工
苔一

山本 剛

インタヒ' ュ一・取材

東海支部特別編集委員会

山 本 剛 氏

. この仕事て出It しいのはどんな t ころですか。

笠 ス ジ を ち ゃ ん t 揃 え て 、 切ョ長部分の} 彩を

揃える τFです 。 iitEれ がfl ては、同の j直りが

H t くなりますので、立てる般にします 。 以

後に、ハサミで刈り込んで行きますが、こ

れも知しいです 。 また、部分的に まずい所

は、 出11立 を し て 、 調 整 し ま す。

・ どの{ 立の tt 数 が か か る も の で す か。

小さなもので $f : ( の12てi : t . 、南北両流て、6

日位、市r+

別町も有りますが、十 ＱＱＱＧＱｾＲ［ だ け で な く 、 文 化

JHの建物も色々と勉強したいと思 って いま

す。

・修行はどうですか。

つらいですが、やり '1
1
斐が有ります。 でも、

いやになるということは有りません 。親 方

からは、ま Tごま fご! 干の Il t.ご、 と斤われます 。

親 Ｉｊｉ ＺｴＮ 伺 ｬ ｣ Ｚｪ の 人 ですが、その元て市 ｩ ｾ 行ぞ し

たいと思って い ます 。 持いてみて、 ｬ ｬ ｾｦ ［灸に

刈るのですが、仕上げの 11<' 1には r1' 1分 で や

ったんや J i : _ 思います 。

イ上 Ｇ ｉ ｾ をしている ｴ きは、 ｾｾ Ｑ 長のしっぱなし

て、す 。 まfごま fご党えなければならない '11- ば

かりです 。

.i欠の遊山には、指導的立 場 に な ら れ る 訳 で

すが。

20年先ですが、今はすれ、人が少なくて、 20

歳台の次は40歳 台 の 人て、殆ど 60歳 f; です

のて二次の選良・の時には20員長15 の人を教え

るヰl になる t 思います 。 それは大変に悩み

そうです 。段取り t か、前々から ，; 1 き継い

でし、る物をえて、よく勉偵し、やって行か

なければと思います 。

・ ';1 ｾ＠ 継ぐ ZI'; について、どんな 思い をもって

お b れますか。

抵当日長しますね。 今 ID-' ー 絡 に 矧 煩 っ て き た 人

j主が、次 1111もが'c ¥、てやれるのか。: 苫造りに

4  - 5年かかりますので¥111ごしらえか b 、

令て 一貫した仕事になります。I T: じ1:t.:;I点

ぞjL って居 t.: 人が萱を f i: きます 。 だからま1:

いたず; にしか解かりません。場所によ って

立が Ｎ ｾいます 。 笠の鮮により 使 う場所が述

います 。

キ ｔ り出ｉｦ ｾう ご ざいました 。 今後の ｪｊ ｪｉ 活断 ｊｾｊｖ ｉ 待

しております 。 どうぞ、 i欠の遊山に 向 けて可!

リ長ってく fごさい 。

( インタピュア ー・ 林 金之、ノト i I!T，'iu立)

萱ごしらえ
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かざり

・}) j 職の森本支之D}J : さんに、お話しをお /ll /

きしました。

一月の終わりに訪れた京都は、 iiU11の'，，1;- の

伐り対色のなか、穏やかな LI 差しで迎えてく

れた。 J ｒ 京都駅より車で ＱＰ 分余りの Ｉ�ｾ 長 ＱＱ ら

しい奥深い 111r  ｊｦｲｬ の ￭ ｾ 附森本 ｾｊ 金具製作所 ｊ を

お訪ねした。三代目、 ;森本安之助氏 (66;，み)

に.ifJ! λ ていただき、手入れの行きぽi¥、た阪を

511む、端 d:なお{主まいでお話しを制いました。

3万金H の金箔の? 有事fl しは、地金のJ '.( こメッ

キをします。 そうしませんと、彫金が援のと

ころまで人りません。伊勢の;場介 IJ.、 /MIHr' i

メッキと日いまして、 5 回治判l しをします。

ｾｾの他のＩｊ￮ょとしてアマノレカ、、ムて γ ト令するも

のがある訳です。介金にしたものは彫金が後

からできますが、 ｩｾｾｾ 白引 ｰ しは、後からではて。

きません。_lii 、とかは、伊勢の場介には i
l
，' ¥ 、

_L法をず っとえ)ー って 、仕様 IJ . 変わ って いませ

ん。 そこに「伝統J という 言葉がノ1: まれるの

ではないかと思います。またコド円令物勺です

と、 fl/I 山さんから木型がきます。

. すごい 11: Ｇ Ｏ ｾの精度て｜ほれぼれしますが 。

遊山の1t  Ｇ Ｏ ｾは 三 ｉ ｮ ｬ やらせてもらいましたが、

内側の木 11てすの木型! を頂きまして、それに

合わせて作ります。 それが1t 引ていすがな

一( 笑) 。

Ｎ 遊山のどれくらい前からお Ｑｎｾ にかかられ

るのですか。

今Inl は、 10年 li Uから仕4/'; をしています。太

)J ごしらえ( 徒11神宝) が60柄有り、 11 -1，で

やる人がなくなってきましたので、特にノト

Inl はや b せてすi きました。

II({ 利28
1
ドの591111 は、 三年半はどの JUJ// ¥1o 48 

{F.の60川は六年半。今回は立が多かったの

で'10年かかりました。果たして、 20午後の

次の巡山には、どれだけかかるか分かりま

せん。

危機感をもっています。1: IA; がほとんど

分業 . *ll I 分化された様に思います。以前は

棟梁と行うのは、全てそ統;;I[ していたもの

鋳金物の実物見本

106  建築と社会 ・1994. 3

遷宮の建築技術 を支える人々

本物をつくって継承

鋳職

森本安之助

インタヒe ユー ・取材

東海支部特別編集委員会

森本安之助氏

です。m棟梁という万葉が、 Iリ] iti の頃には

神宮さんにも有りました。昔、職人は他の

職手重のこ t も常識として知 l っていました。

親父から附/ ¥、たことですが、伊勢の佐/1; 茎;合;

と言 うものは、 l止の立て l立し、和/1 さん事の

20'] 三( こ一度の tiii ll 。ノト 11 になっては、技術

の伝示が故大口的のように比えてきました。

この頃は、{ 本て党えるということが少なく

なりまして、見学 Ji も随分，t られますが、

2 、 3 年前までは手づくりと機械 t の遠い

を聞かれましたが、 lli 近は「これが手づく

りですか? J  という人がなくなりました。

人間の能力の「手技J てはできないと思わ

れています。手づくりでつくっていること

は、ちょっとやそっとでなかなかF日午して

もらうのが難しいんです。 2 、 3  11 ＯｉＺｊＮｉ，ｾて

もらう ) j カf 思解してT J l けると思います。

今までやってきたイ士 ｚ ｪＺ［のｾ Ｏ， て。特に印象に合え

るのは、やはりや ＯＱ 宮さんの ｦ 士 三 Ｏ ｾでしょうか 。

その '1 'でも、特に手の込んだ ifJII 神主」は

特別です。ヰ1/ 1*主の隣り減るような 仕 事です

が、それが本当のWi: /J : なんでしょうね。

・選下I を 3 1nl された t いう ことで、それぞれ

印象がiiii うと 思いますが。

!とl分で仕事に打ち込む気持ちは変わりませ

ん。打い 11，¥'ー とか、 11寺代の背fit で♂; ります。

ＲＸＱ Ｑ ｾ の ＵＹＱＱＱ Ｑ の ＱＱＣＱ 立、大学Ｈ京都 ｊＺ 去繊維大

学) を 1.1' ，てから/ /¥1 もない 25歳でした。仕事

を終えて、 fJ II 選予; を拝観させて T.t! ¥、て、 1;  

石の ｊＧＮ にＡ坐 って、その ＱＱ 寺、凶行法 ｾ ｲｻ￯ ｬ ｪ の斤ｾ

￭ｦｩ￯ ｲ Ｇ Ｉｾ のおわしますかは知 ｬ らねども、かた

じけなさに I戻こ lまるる J ! : いう :f j.: がすうっ

と聞に浮かんできました。" 感激あたわざる

ものイI り" でしたね。 その頃、金は統flilJ で

したか b 物質的には不自 rllて" したが、中山和/1

ＨｉＧＮｪ には ＱＱｾ ， Ｇ， ＧＺｪ の環境であったでしょう 。 ＴＸ 年

には、 28" 1'，の感激が有ったから、ひとりで

も多くの ｾＧｩ Ｚ ｌ 、人にその気持ちを l味わっても

らいたいと作鋭させてもらいました。次の

1.1: Ｎ Ｉ ｾの心の粘 ｩ になるとー・ ・ ・・・ 。

製作， /， は20午前と同様、誠心誠意、心をこ

めて変わらぬ思いて羽与わりました。ノト|口|は

息子が1. 1: ，) ，; を始めて 3 年で、私ヵτl 味わ った

感激を i皮い味わってくれたと思います。

・以後に、引先大切に思っておられることは。

Ｊｾｾりをつく っ て継ぶして行くこと fごけです。

ｊ￧ のねのうｬｊ Ｉ ｊｉ ｊＮ ｍ 後まで絞けたい 。 ＲＰｻ Ｑ ｾ あ

っても ;i りません。皆さんに広< "11 ってい

たfごかなければと，忠います。

圃 「私のところは 三 代、百 二 卜 Ｇｉ ｾ 余 りです 。 ｊ ヵ人

どうぞ「日本の伝統的な筋金共にも っ と日を

11，1けてほし L、。」とも、おっしゃっています。

( インタピュアー ・林 金之、今 ￬ Ｎ Ｏ ｴｾ ｯＧ￭ ￯ ｬ Ｇｏ



近年、r I 本において、角形鋼管あるいは浴核開

断而の音11材 をJll l 、た構造が、経企イじ強度の多方

向 性等 の 理山て明大してきている 。

それらの部材の桜合のためのマーケッ トニーズ

から Ilf. 1発された日ゴJ ワンサイドボルト( 強度区分

はボルトタ十径て清司而して F 8T? : 凪棋) ぞ紹介する 。

ワンサイ ドボルトの締結機構

ワンサイドボ. ノレトのキーポイン卜は、 f! H霊法悦Ii ' 而

の.f U ニポノレ卜を柿入して、 IJH釧却団内にそのボル

トの頭部を成形するところにある 。

高力ワンサイドボルト

村山 稔 むらやまみのる

株式会社ハックリミテッド開発営業部

⑤ のように拡張させて、傘| 犬に塑' 肢変] 惨させる 。

｀ ては、第 Ｑ スリーブが所定の変 ｾｦｾｩｴｴ に途した

とき、ク ｣ リッフ 。 アジャスターが切 ｾｉ 析されて Ｈ 図 Ｒ

@ 参mu、ワツシャ ー を介して加えられて いたブJ

が、 い っ たん “ 本 Ｂ となる 。 この状態て、ＡＺｩｾ 1 ス

リーブの変形は、完全に停止している 。

@ は工具を経〈引1
1
した状態であるから、 1

1
1
1
して

いるカはカラーを介し、ワッシャーを部材に密訴

させている 。 またチャックジョ ー はピンを引き込

み続けているので、ピンは手前に '; 1き込まれる 。

ピン頭部は、傘状に Ｑ Ｚ ［ｾｬｬ 、 ｴｾ 第 Ｑ スリーブを、袋自 ｛ ＱＱ

柿成宮11品は、 図 1 に示すようにピン、第 l スリ の昔11材に抑しつける 。手前からカラ ー とワッシャ

ーブ、 0 2 スリーブ、グリップア ジ、ヤスター、ワ ーを介して判l しつ けている力はさらに噌加し、滋

ヅシャ一、カラーの 6個 の膏II，' ii '，であり 、こ れらが イJ!l 1から第 1 スリーフ' て、、反) J ;担保りながら、音|刷 ど

工場で剥 lみ立 てられ、 ーイ本品として ，'1咋fr される 。 うしを密者させる 。 このとき、第 2 スリ ーブ と グ

また、現場にお L 、ても ーイ本品として扱われる 。ハ リップアジャスターは、孔の内部で自由であり、

イテンショ ンポノレトや卜ノレシャーボルトのように 外力は伝えない( 車Ih)J の内部制うたは“ 零") 。 さらに

ナ ッ トやワ ッシャーをパラしてからおi ' i 結をする必 チャックジョーがつ |っ張られて、力が加わ っ てゆ

裂はなく、直ちに専m工兵で締結竹喋にかかれる 。 くと、カラーはアンヒツレに圧しがtされ始め、その

径を制くしながら、ピン議に食い込み始める。 食

い込みは、手前から始まる 。 アンヒツレ内径は組l く

なっており、カラーを故後まで絞り込んだときに

は、その変形されたカラー長さは、カラ ーの元の

長さに比べ、より長〈伸ばされている 。絡 諭 す れ

ば、その1111ぴがピンをさらに引き f巾l; r し、車IhブJ に

変化しているといえる 。

@ チャックジョーがピンをヲ |っ張ると、ピンの

rl呼皇の制III 、苦11分( ブレー ク品、ックと呼ぶ) で¥ヲ |

き切られる 。 7Tがするのでスイッチを “ OF F" に

すると、アンヒツν とカラーとカf } l l l主れるように、

手Lカず作動する 。 ここで、軸)J 導入が完了する 。

ワンサイ ドボルトの性能

性能面て'1;t. 、表 1 に示 すように、 F 8T 近 い 性 能

力 ｦ 得られる 。 返す Ｑｬｾ 主 ｊｽｊ への対応 の ため、ハックヰ上

問題ないことを折節忍している 。

現況

すでにワンサイドボ、ノレ 卜は、詰切主にとどまらず、

特に、その特長を ｾ ｉ ｾ かした閉断面苦 Ｑ Ｑ 材にハンドホ

ーノレを設けずに胞工て‘ きる工法として注目され、

一 昔 ＱＱ 笑 ｊｔｊｻ こ Ｑｊｾ され始めている 。

組工例として、鋼橋の有1111彦、補強への迎則が挙

げられる は，(図 3 ) 。建築の分野・にお いても、ワン

サイドボルトの有利な点を前かした適用例、検討

例を図 4 に示 す M 且 3。

アーチリプ 適 用 部 位

締i強斜材

図 3 アーチ橋 への適用例

ウンサイドボルト

図 4 角柱/ 角柱および角柱/ 梁への適用例

のワンサイドボルトの硬度は H RC40以下にt J I I さ ノ、 ック社は昭和30年 代 に 臼 木 へ ハ ッ ク ボ ル ト

@  

えており、またオ、 ジ. 昔11ほかの応力集中係数を下げ て上陸した。それ以来、 F 9T ハイテンションクラ

る設言十が行われて L 、る 。 さらに遅れ破滋託足巡試験 スのロック系ボ. ノレ トをはじめ、各種のワンサイド

図 2 締結機滑 により、 問 題ないことを{i '(i臣官忽している 。一方、リ ボルト ＨｆＴｔ 級から ｆＸｔ 級 Ｉ 制ｾ Ａ 談合し、 ι ｉＡＺ 築基

締結は、 図 2 のように@ - ⑤ の)1即ートて、進む。 ラクゼー ション性能も長其)] にわたる試験により、 込民去第38粂 の 迎川 を必要とする桃造物に、一昔11使

まず、 任鴻肺結昔11材の孔に、手tiij からワンサイ 表 1 ワンサイドボルトの標 準ボルト張力と 則されている 。

ドボノレ トを押入する 。 最小引 張荷重の比較 航空機、 宇街産業て、培ったファスナー技術 を 前

缶四一円l工共をピンテ ーノレ音1I分に被せ、経〈 工早川

工共をがJI しながらワンサイド、ボノレトを昔11材 に 筏 符

させる 。工共のスイッチを“ ON" にすると( 監|で

は工共凶りは附田制り、チャ ック ジ ョーがピ ン テ

ーノレを' ] 1っ帰り、アンビノレが反) J を取る。 アンピ

ノレはカラーを押 し、ワッシャーを介してさらに、

グ リップアジャスタ ー、 第 2 スリーブへと )J をイ云

えて L 、〈 。 第 2 スリーブのテーパ ー而が、第 l ス

リーブの阿) 1 11にi{Y り込み、第 l スリーブを凶 2 の

標準ポノレ

ト張力

最小引張

何重

車E類

ワンサイドボルト

F8T  

Fl OT  

ワンサイドポノレト

F8T  

FI OT 

張ブJ または荷重 ( kN)

ネジの呼称

MI 6 M22 ｾＱ ＲＷＨ ｾＱ ＲＸＩ＠

87.7 170. 9  266. 7  

91. 9  178.4 269.6 

114. 7 221. 6  334 .3  

117.4  225. 5  357 .8  

123.6 237. 3  359 .9  

154. 0 297. 1 450 .1 

か し こ こ で 相 介 し た ワ ン サ イ ド フ ァ ス ナ ー だ け

でなく、今後とも 日本にお L 、て、ニーズ‘ に合った

新し L 、ボノレ卜を提供していきたいと考えている 。

参考女献

i上 I 名j肱暢ほか 改良型J' n白1純U :J IJ ，: :，}J or.;レ トを111' Ｎ ｴ ｾＱ 智係機

イ? ] }-1，(.拍軒両Iプリッ j 技軒1No23 199'昨 1 m

i t 2 久日1 ｪ ｲｲｾ ほ か。，Ｚ五日 長 ｽｊ ブ ラ イ ン ド ポ片 ト ｪ ｊＺｩ 作に ｬ 則 す る 実 験

ｻ内町 ｦ 先 Ｈ ＱＱ 本 処 指子会 大 会 滞 ｲ 講 ｩ 山版物 ｾｉ 地点 1993' 1' 9  J l) 

注 3 太日 l 緋 ・4はか ワンサイドボルトをf必 Hした スプリッ トテ

ィ- j l <{?ffil に l則す るTJF:先 ( 日本挫罫 叫 会大z' ( . :術講i山悦概m 近

( J  k N:J 02kgf) 水晶 128はハック社呼ひ・f壬 畿 1993' 1'.6 川、|拘束 1993' 1" 9m 
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近年、ますます多織化してきている建造物にお

いて、従来の煙感知総や葬Ａ｜Ａ惑う ｾＱ 若ＪＢでは設置粂 ｦ 牛に

よっては火災ぞ早期に感知できない場合があり、

また、逆にこれら{ ! t 7 帳方式の感知器が誤作ffi 力を号 |

き起こしやすい雰l週気中に設置される場合も生じ、

多くの問題が顕在化 してきた。

従来の自動火災幸院長11設備の感知l総に炎感知器が

加わ った ことに伴い、これ らのil *l ffi を解決するた

め、平成 3 年 6 月 mmか法施行細川の一昔11を改正

する省令」ヵサ庖行され、天弁等の高きが20mι μ 二

て。あることまたは外音 ＱＱ の 安 ｕ 束力 ｾｩ ｔｲｅｩ盈することによ

り、これまで感知総が設置できな いとされていた

; 場所に ついても、炎感知総守設けるべき ことにな

った。

炎感知器の種別

炎感知器の間 ｾ ｉｊ は、検 ｬｈ 阪迎Ａから次の Ｒ 干霊安 ｊｩＨ 二

分類される 。

(1) 紫外線式スポット型

炎から )j Jctj '1される紫外線の変化が一定のiil ι Uニ

になったとき {乍霊めするもの

(2)  赤外紙与にスポッ ト型

炎から )jX射される赤外線の変化が一定のii tιL七

になったときイヤf f i 1 ) するもの

上記以外に両方の性能制JI 'せ持つ、紫外線赤外

線fJ I'府15: ¥スポッ ト型、炎核合式スポッ ト型がある 。

設置場所

炎感知器の設置は、がi ! ijii 去施行主J ' I. J l i Iにより、次

のように決められている。

(1) 感知総を設置する区域の天井等 のお き が20

mι L仁の場所

(2) 上j語、その他外音11の気.im: が流通する場所

(3) 上 記 の場所であ っても、感知器の機能に支障

を及ぼすおそれのある場合は、設置を免除される 。

特に、従来設慣が免除されていた天井高さ 20m

以 上 の 場 戸 斤 に ふ 設 置 が 謝 洲 け ら れ た。

これにより、アトリワム・体育館など の市天井

の防火対象物に多〈設置されるようになった。 ま

た 、 デパート ・スーパーの売り場など、放火の危

険性のある場所にも設置されている 。

設置基準

( 1) 感知総は、天井等 または壁に設けること

(2) 感知器は、主主によって区画された区域ごとに、

当該区域の床面 か らおき 1. 2m までの空間の各部

分からの当該感知器までの距離力作 1公制的見. 1 15開l自

の範囲内となるように設けること

(3) 感知器は、障害物等によ り有効に火災の発生

を感知できないことがないように設けること

Ｈ Ｔ Ｉ 感知 ｉ ｾ は、日光を受けない位置に設けるこし

108 強襲と社会 ・1994. 3

炎 感 知 器

;幸 宏 さわひろし

ホーチキ株式会社防災事業j量進部俊術課係畏

図 1 炎感知器の設置例 (平面図)

明 唄 唄 l 天井等

. ' - - ' 、 . ' - ' ‘ ，' J .

• U  '  • u 、 a

a...' Ｂ｜ｾ＠ a，:' v  ｜ＮＮ ｾ＠ ｾＺＮ，ＮＮＮ＠ ｜，，ｾ＠

ｾＯＯ ｉＭ ｆ ｺ 寸 ご 一一 ＿＿ Ｍ 一 Ｍｴ シ
........ -_  _"，_  ... イ 、 ‘Ｍ ＭＭ ＭＭＭＭ＾＼ｾ ー ＭＭＭ

回 炎 感 知 探

a  監視距縦

口 監視空間( 床上1. 2mまでの空間全部)

8  視野角( 有効に監視できる角度)

図 2 炎感知器の設置例( 立面図)

［ＨｾＭＭＭＮ＠ .__a a  ＭＭｾＧ Ｎ心
何 ι n • 

ｹｲ 六ＭＭＱｩ ｾ Ｍ Ｇ ＭＧ Ｍ 一一 ＭＭＷｾＭＱ Ｚ

/  

図 3 炎感知器の設置例( 立面図) ー皇室に取り付けー

ただし、感知障害が生じないように遮光板等 を設

けた場合にあっては、この限りでな L 、。

従来の感知総は、建物構造( 耐火、非耐火) ・天

井高さ ・感知岩間割1)( こより取り付け場所の面積[ に

応じた感知器個数を算出していた。 しかし、炎感

知器の; 場合は、床面から 1. 2mの空間を漏れなく

監視するよう、各感知器の有する公称監視距雌

とり視野角により設計し、設註する必要がある 。

設笹加を図 1 ー図 3 に示す。

検出原理

本析では、 主 に

赤外来胞にスポット

型について説明を

行う 。 (写真 1 )  

火 災l侍の炎には、

多量の炭酸夕、スか

らj皮長4 . 3 μ mに

ピー クを持つ赤外 -
線が、 2 - 15Hzの 写真 1 赤外線式スポッ ト型

ちらつきをもって

炎感知器

1i崎 t される顕著な現象がある 。

一般 の 高i，W，' - t 勿体力、らのj湖サエオ、ノレギーの相対強

! 皮と大きく奥なり、秒バ本が除;-1St するときにのみ現

れる現象で、 C O
2
共鳴放射と 言 われている 。

この C O
2
共 11鳥放射，帯の波長を光学フィノレター

を通して焦屯素子で検出したものを、火災判定l旦

路て判定を行い、その ｉ ｾ ｉ 力 によりスイッチング図

絡が受信機に火災信号ぞ送る 。

検出感度

公私; 雌祝E巨隊内の国fEれた筒jl J i において、 一辺の

長さが33cm の正方形の燃勾ftllll てノノレマノレへプタ

ンを燃焼させたとき( 炎の高さ約l . 5m)、 30秒 以

内で火災信号を発すること 。 ライターの炎( 炎の

2.4さ約 4 cm) 平却支てあれば、距南11. にして 1 m以内

て1忠告nする 。

本感知 l総は、炎を検出する受光音flの 特|主により、

表 Ｑ の通 り、視ｲＭｊＧ角ごとに民 ｭｦ ｾ 同 ｉￊ が典なる 。

また、 liy : 大視野角は感知器問fJ!リ合わせて 100度

の 同 室 ｦ ｴｊ ニ の視 野を有している 。 ｴｾ 除 ｉ ｝ｾ の中ｻＮ， ｾ ｩｬｨ を

o  J支と した;場合、視! ff手1ごとの院ヰ' J I J Io椛は中心ililh

に対してイモ訟の方向て、同じである 。

図 4 に、監視バターンを示す。

- 50 

、w

- 30 苛コ4 1 0

距離 (m)

図 4 監視パターン図

今後の展望

50 

炎感知絡は、紫外来泉互に赤外線式それぞれに長

所 ・短所カまある。

そのため、今後の可能性としては、お互いの欠

点を補完させる目的て、両方式の性能をiJIせ 持 つ

紫タト線赤外線131'用式スポット型や炎複合式スポッ

ト型が|銅手もされ、より信頼性を高めたうえで火災

の早 Ｑ 羽発見が可能となる感知総も市場へ ｩｾ Ａ｟Ｚ，￭［合され

るようになるで‘ あろう 。

また、大空間の検出に有効な、走査型赤外紡拙

知1恭も低コスト イヒされ、→主化 されるようになる

のも迷い将来の ことではないと思われる 。

，主

*  1  33cmX33c mの火皿でノルマノレヘプタン世帯妨Eさせた場合

に、 3砂 以 内 でf恒助する政大の震灘

*  2  pf i : 淀の公科書L吋慰留様{ e 満足させる ニt ができる f1.j!立
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掌の中の宇宙( さわってみよう展J 工高生デザインコンクール入選作昂を大阪府立体育会館で展示

県立千葉盲学校の子供たちが車占土て作ったにわとり、 昭和30年から日本建築協会で開催してきた「工高生デ

ふくろう、かめなどの作品の展覧会「さわってみよう ザインコンクール ｊ の昨年第 ＳＹ 回の入選作品Ｈｾ宣言十課

展」が、身車県西宮市のキ. ャラリーで開かれる。 題 : i似或lこ建つスポーツ括的 10点が、大阪府立体育

「さわってみよう展J は、‘ 目を閉じて感性をとぎすま 会館内「スポーツ情報コ ーナー」に展示されることに

せながら、手で触札なでて作品を「見てJ ゆく。こ なった。入場無料。

とで、百頃「見ること」が「わかること J だと思いが 展示期間 1994年 3 月28 日開ト 4 月29 日ω

ちな生活の中で、新しい感覚をよびさます。ものにな 10:  ＰＰｾＱＸＺ＠ 00 毎月第| 火曜日は休み

ることを願って( 主催者 rさわってみよう展j をひ 展示場所大阪府立体育会館「スポーツ情報コーナー」

らく会) 開催されるが、任意参加て澄形作家や学生も 大阪市浪速区難波中 3 - 4 - 3 6

出品し、ふれること ・さわること ・音をきくことを大

人から子イ共まで楽しめるよう企画している。

日時 1994年 4 月 5 日伏ト 10日(日) ＱＲＺＰＰ ｾ＠ 19: 30 

場所ギャラリー ・アー卜

ガレーヂ( 西宮市南

昭和町 10-19

TEL 0798- 64- 5710)  

阪急西宮北口駅下車

西出口より徒歩 5分

内容千葉県立千葉盲学校

小学部の子イ共の作品

と作家 ・学生 ・一般

有志の作品展示

主催 「さわってみよう展J 「とぷ心」村田創l

( 同校小学部 2 年)

をひらく会( 代表

野中千恵子) TEL 06- 228- 0439 

干541 大阪市中央区淡路町 2 - 5 - 8

船場ピル317 r l TANJ 内

なお、初 日の 4 月 5 日(刈18: 30から、アートガレーヂ

と同じ建物内の西宮公同教会で、 OMS・Choi r のゴスペ

ルソンク演奏と、作品についての西村陽平 ・成子良子

事銭前( 千葉県立千葉盲学校) の詩，寅が行われる。

松村芳治写真展

建築写真の松村芳治さんが中国への二度の旅、そして

今年始めのネパールへの旅てす最影した写真を集め、 4  

月 11 日から写真展を催す。会場は、土 ・日休館。

日時 1994年 4 月11 日目ト22 日ω ＹＺＰｾＱＸＺＰＰ＠

場所 イ卜ーキ大阪ニューオ フィスギャラリー 9 F  

「クリスタルホールJ TEL 06- 223- 3181 

大阪市中央区淡路町 1 - 6ー II( 地下鉄北瀦R )

内容 「中国 ・ネパールへの旅l

- 貴州省の高床住居とその集落

・安徽省南部の白壁民家とその集落

.  itli 江省の臨水民居

・カトマンドゥー ・ノてクタプール ・パタンの信

仰と生活

・松村芳治氏一 1948年東京に生まれる。1972- 74年、東南

アジア、インド、中近東、ヨーロッパ、北アフリカ、北米を歴訪.

帰国後、建築写真を始める。日本写真家協会・日本写真作家協

会会員.

TEL 06- 631- 0123 

展示作品 第39図工高生デザインコンクール入選作品

・最優秀賞作品

有坂幸恵( 群馬県立高崎工業高校)

・優秀賞

加藤俊一( 三重県. l r J 四日市工業高校)

中村英樹 ( 大阪市立工芸高校)

・入選

吉田昇司( 群馬県立桐生工業高校)

松本進( 群馬県立高崎工業高校)

小湾映里( 静岡県立静岡工業高校)

萩原幸子( 三重県立四日市工業高樹

弘田 元( 大阪府立西野田工業高校)

吉次隆史( 大阪市立工芸高校)

中林昭次/ 山下崇博( 堺市立工業高校)

ロダンの常設館 f Rodi n Wi ngJ 静岡に開館

静岡県立美体調の新設館 rRodi n Wi ng J が 3 月23日に ・収蔵作品

オープンした。その名の通り、オーギュス卜 ・ロ ダン オーギュス卜・ロダン「地獄の門J rクロード ・ロ ラン」

の彫刻作品約30体を主に展示するロダン館であり、口 「考える人H カレーの市民J ( 単体像 6体H ホイスラ

ダン研究の拠点となることを目指している。 ーのためのミューズJ ほか

新たに建設されたロダン館は、大作「地獄の門j の効 * ロダン以前の彫刻lージャン= パテイスト ・カルポー

果的展示を軸として設計された近似楕円形で、自然の 「悲しみの聖母」、カリ エ・ベルーズ「ニンフを連れ去

光を取り入れた広場風の設計により、屋外の感覚を持 るサテユロス」ほか

ったものになっている。 * ロダン以後の彫刻ーカミーユ・クローデル「波」、工

みどころは、この ロダン館のために新しく鋳造され、 ミール=アン卜ワーヌ ・ブールテ' ル「アポ ロンの首J

世界て中月めて屋内展示5 れる「地獄の門J で、新鋳造 「ロダンの肖イ象J、コンスタンティン・ブランクーシ「ポ

のためにパリのクーベルタン鋳造所から提供された鋳 ガニー嬢 IIJ 、ウィルへルム ・レームフツレック「女のト

造i蹴に関する模型、写真資料等も併せて展示される。 ルソ」、ポール ・ゴーキ' ャン「オヴィリJ ほか

「地獄の門」

所 在 地 静 岡 市 谷 図 53- 2

位置十霊宝里 静伺県都市住宅都営鰭謀、日i総連

施 工 大 成建銀鱗伺営難所

構造規模 R C造ー部S 造、 2 F

延床面澗 3D24m'  

工 期 1992年 3 月- 1993年12月 「考える人」
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第4回BUFF 国際建築デザインコンペの課題は 『東京お祭り空間j

パシフィコ横浜を会場に開催される建築イ土上フォーラ 賞 金 最 優 秀 賞 ( 1点) 200万円、優秀賞( 1点) 50万

ムに向けたコンペの、課題は 『東京お祭り空間ム 円、佳作 (5点以上〕各 10万円

課題一東京は今バブル経済の熱狂にかわる" お祭り" 応募 ・応募お骨切 1994年 5 月31 日伏) 消印有効

を真に欲している。集団即県つまりグループ ・提出図面は応募者( 資格不問) の意図を偏重

インプロピゼーションの場を。その" お祭り" できるものであれば自由。厚紙 ( 600X 840mm、

とは単なる日本人のみならず東京で仕事や研修、 紙質自由) 1枚に図面と説明文( 日本語か英語)

勉強といった様キな 目的のために滞在する外国 をまとめる。

人も参加できるものであって欲しい。ー 提出 1994建築仕上フォーラム運営委員会内 ・第 4回

審 査 伊 東 樹 量 (1994建築仕上フォーラム組織委員会幹事、 BUF F 国際建築デザインコンペ係へ郵送。

山下級計) 一委員長一、池田武邦、長谷川逸子、 干 111 東京都台東区小島 1- 4 - 8  -201 

押野見邦英、只野康夫の各審査委員 T E L  03- 3865- 8999 

日本マンション学会第 3回大阪大会に一般参加を/

日本マンション学会( 水本浩会長) も設立して 3年目

を迎え、 4 月に大会を開催することになった。大阪大

会の統一テーマは「超高層マンションの居イ主主景境を考

える」。一般また企業の大会への割日を募っている。

・ 4月23 日(土) シンポジウム ＱＳ ・ ＵＰｾＱＷ ・ ＰＰ

シンポジウム「超高層マンシヨンの居住環境を考えるj

. 日本と諸外国の超高層マンション/ 高井宏之( 竹中工

務庖伎術研究所)

・都市{ さ宅としての超高層マンション/ 川村民次( 関

西都市蔓備センター)

・子供の心身への影響/ 佐々木京子( 渡辺病院)

- 防災と防犯の危険性と文様/ 大西一嘉( 神戸大学)

・旬旦との問題/ 豊吉恭一 ・遠蔵勝( 第 l 管理)

- 居住者の問題/ 荒木敏隆( コスタ ・ミラ管理組合)

・ 4月24 日(日) Ｙ ＺＰ Ｐｾ＠ ＱＲ ＺＰＰ 見学会は ＱＲＺＳＰｾ 19:00 

・第一介科会・畠直文夫( 東海大) 、瀬度章子 ( 奈良女子

大) 、高田光雄 ( 京都大)、東樋口譲 (京都大)、; 賓国学昭

( 大阪市立大) 、甲谷寿史 ( 大阪大) 、楢崎正也 (領南大)

・第二分早陰< 管 暗 駒1> : 山上長野俗 ( 弁護士) ほか

・第三介手陰 . 鈴木克彦 ( 京都工織大) 、笠原秀樹 ( 長谷

工研究所)、尾崎一郎 ( 東京大) 、斉議広子 ( 岐阜女子大)

・見学会 ⑪ 匂レパークシティとベルパークシティア

ネックス→② NEXT21→也精図スカイピル

開催場所関西大学 100周年記念会館

吹田市山手町3- 3- 35 T E L  06-386-3008 

定 員 先 着500名程度

参 加 費 非 会 員 4000円( 猷ヰ代含む)

申 込 先 日本マンシヨ ン学会京都事務局

干 604 京都市中京区御池問之町東入る

T EL  075-2 11-4643 F AX 075- 21 1-8552 

八ウジ、ンク‘ アンドコミュニティ財団の助成対象者決定

側ハウジングアンドコミュニティ財団は、昨年 10月 ~ ①高齢化社会における新しい形のコミュニティの創設

12月に平成 6年度助成を公募し、 3 月の理事会で下記 〆福祉マンション研究会

の助成対象者を決定した 。 助成期間は ｼ 年問 。ｾ 激置山林を高齢者の生き甲斐づくりに生かす活動 Ｏ

A.  1住まいとコミュニティづくり活動助成」 逗子ノ、イランドまちづくり会

一民間グJ レープlこよる豊かなイ草案境創造のための先駆 但淑ノ島かやぶき窮策状集落の紹介、保全及ひ活用/

的 ・創造的活動を支援する一助成総針買 1000万円ー 荻ノ島わらじ会

任酒館西部地区における「まちづいJ 公益信託j の展 ⑬ボランティアの活動拠点機能を持つ生涯住宅の建設

開/ 函館からトラスト事務局 活動/ ライフケア研究会

Il l . 景境共生型居住形態の実現をめさ' した研究 ・実践活 B.  [ " 若手デザイナー助成」

動/ つくばエコ ・ビレッジ研究会 一若手デザイナーとそのグループ支媛ー 1500万円一

倒 Eと緑のまちづく りを女性庭師たちの手で/ 1花と ①公空間を伴う都市居住の環境形式の研究ー集住モデ

緑のまちづくりを女性庭師たちの手でj 委員会 ルを前提としてー/ 持田英明( 日建設計東京)

④こまミュージアム創りによる遊ひ環境と生活文化の ②メ トロポリスにおける新しい住まいーー外部空間のプ

創造/ 高麗の郷エ コミユージアム研究会 ライベー卜化/ 妹島和世( 妹島和世建築設計事務所)

也容ら しと自然がある< ヒューマ ン ・スケール> のま 信漉創本州汗究一都市居住の新たな可制金を求めてー

ちづくり/ 青山を研究する会 / 飯田善彦( 飯回善彦建築工房)

創立照射臓を活力、した新たな住民合意形成の展開と ④マルチメディア時代の都市集合住宅のデザイン/;.度

実践/ 建築協定をきっかけとする街並づくり支援ハウス 漫朗子( 慶慮義塾大事業境情報研究所)

110 建築と社会 ・1994.3

「シティ・コミュニティJ記念セミナー

マンシヨン問題問会( 代表 ・先国政弘氏) の発行す

るミニコミ誌「シティ ・コミュニティ J の| ∞号発刊を

記念して、セミナーが島明雀される。参加費無料。

テーマ 「こうすれば分譲マンションの建替は成功す

る / J  

- 建替えと合意形成の論理

・逆梁構造の< ルネス・マンション>

・質疑応答

講 師 先回政弘氏( マンション問題研究会代表)

飯田郁夫氏 (飯田遊築段計事務所代表)

日 時 1994年 4 月16 日出 13: 0ト 16: 00 

会 場 T OWA りぷホール( 大阪駅前第 4 ビル201!皆)

定 員 120名 洗 着 順 )

申込先電話または FAX で、マンション問器開会ま

で。T EL 06-202- 7630、F AX 06- 202- 7648 

階段物語り展

今まで建物の- $ として当たり前すぎて諮られること

の少なかった階段にスポッ卜を当て、その形態 ・機能

・歴史 ・デザインはもとより、階段の持つ意味や象徴

性、人間の心理と階段の関係までを取り上げた「階段

物語り展J が、 I NAX ギャラリー大阪で開かれている。

展示は、映画や小説、絵画の中の階段など約30点が、

写真パネルを中心に物語仕立てで紹介される。

また、 4 月7 日同には映画評論家でもある建築家 ・渡

辺武信氏の議寅も予定されている。入場無車+。

. 階段物語り展

会期 ＱＹＹＴ 年 Ｓ 月 ＱＰ 日 同 ｾ Ｔ 月 ＲＴ 日 Ｈ 日 Ｉ

10 :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 3 月26日休館

会場大阪市西区新町| ー 7 - 1  TEL  06-539- 3518 

I NAX 大阪ショールーム 2  F  

展 示 170段の階段があったとされる幻の出雲大社

の復元模型/ 大阪府立近つ飛鳥博物館の模

型/ 一本の丸太に段を削り込んだ階段のルー

ツの復元模型/ バベルの塔 ・寺院建築の階

段 ・映画や小説、絵画の中の階段 ・からくり

階段などの写真ノ Tネル

・渡辺武信氏講演会

テーマ 「映画と建築ー演出された階段- J

会 場 I NAX 大阪封土 8  F 会議室

定 員 100人( 先着順)

神魂神社

(島根県 かもす神社)

1量影 ・ 相 原 功
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会議ははずむ

- 梅田スカイビルにて-

山 田 修

日本建築協会出版委員会副委員長

地上173mで天空体験中の出版委員一左より膏柳英之、吉田隆、

備本照夫、山田修、上原正行、荒川治徳、前田邦江、 111筒公雄、須賀

好宮、谷川康信、北山悟の各委員

出版委員会は、毎月第 3木曜日に日本建築協会の会議室で

行っています。今回は、委員の要望により、侮田スカイピルのマ

シンルームを主にした見学会と併催しました。当日の参加委員

は11名です。出版委員会としては初めての例で、珍しい機会です

ので、委員会の素顔をリポート風に紹介します。

マシンルームはカラー動物園

131I;no分の集介は:_l r
l

ーかった。柳nl スカイビルの

フ。レゼンテーションルームには、 f也のYG";:: -?i ' と入

りまじ って、すでに参加委II がn機してお られた。

始めに、美人の火性係、II より彬111スカイビルの

説明があ った。rl 止界初j のA 紡必，:':jJ( 千ビル、キ:'1' に

内かぶl倍以l、1r : 大吹き抜け常11¥] 、 .. 'J とのこと。

統し、て「光と j瓜の米米へ」という 15分川のビデオ

を兄る。「わたしたちは、 21111詰己を ' 1:: きているのか

も知 lれません」 と削る以後のナレーションが印象

にfJ えった。

地 下 11府・ 2 防? の防災センターと J UIJ 機械室を

比学する。

共 JTJ 機械室は7 シーン 2 0 0 ( 樹削州事1 ) と 1I 、F

ぴ、相続成主: がカラー到j物 1"，1とイヒしてし、る。

位には ｮ わドのイラストを州きジャ ング ルを ｬＮ ￸ｾ 、

終設(11出荷紛成は柾吻l ・川途月IJ にカ ラーコーディネー

トさh. ， 1呼称、もすべて邸J物名 でに け化されていた。

ディーゼル発屯機はコージェネ ・ザウルスであ

り、ノドi令チ ラーはチラー ・ウルフ、 J長主l ポイラは

スチーム ・バッフアローてす之ーある。?守系統}) II の 機

終と配信:の色分けは凡‘ J' ;だ った。

f以 l がil'j えると結財成の.l{if: のフ' ランクラ イトが

ともり 、機械の1"1 りを蛍光常利で|メI' fII したカラー

マシーン z ooを見るーゆったりとした通路、カラーコーデイネー卜

されたマシーン群、壁-柱に錨かれた樹木などで、かつての除慌室の暗

いイメージは一新されたー

線画が幻灯のよ うに浮かぴ| ーがる。心にくいj如 1' ，

である。機械室がこんなに楽しし、芥岡iえになるこ

とを初めて1牛尾賞した。

r CAD1史川. f ;ーの た め の 構 造 l:xl人f"l Ui '  -1'911 . i A之

' DJ 、r CADオペ レーターのための処築知識( ト

ランス ・コスモス C A D音IH雪:) J ｾ［の ｊ ｩ Ｑｩがあ っ た 。

ｻｦｵ ｦｾｾ 、て 再Ｉ坂 の訴にうつる。「新版 ・ 必 ｅ 築 Ｔ 日匂去を

読みこなすコツＨ高木任之 ｾＩｊ は第 Ｒｬｴｬ Ｇ ｊＲ ， ＰＰＰ

古11 /然日1' 12，000部とな った。

② 今後のテー7 と製自ffi 選定

ｲｾ Ｇｾ 曲併号 ｬ ￭ Ｇｬ きの住宅Ｈ￯Ｑ ￭￮ 回調 ｩ 江符 Ｉ ｊ は ｕ ￭ｉ ｾ ｾ ｾＭ 子

氏( 求心() が?釘 十の実忠良をも ってお られるので、

点 と刊の寸l例集として出したし、。 IJ ド、初r¥品ir 'l' で

ある。 J安保1!' 1' といえる段階だ。

「技仲間と技術主との| 民地J 、「建築似のリスト

ラJ 符の訴が日げよが、 具体化までは. i 1 主まなかった。

組名と符 fi が一致しない所にも悩みはある。イメは

読むことは簡単だが、書くことはむずかしい。

③ 「フ。ロのノウハウJ 制 庄の|升|俄

将 来のビルの機械ネ・のモデルになる こ とは1:IJ i.hl r.村民主計画と躯体コストについて. 須W f，旬氏

いあるまし、 。 Ｗ シーン ＲＰＰ に ｬｾｴｬｊ［ 、を表したし、 。 Ｈ近畿大 ＮＧ｛ＺＩ + いま積算に求められているもの:

ｾ ｉｾ し、て、米 ＳＴ Ｑ 併のモデルオフィス、 ＴＰ Ｑ ￭ｴｾ のＧ仲 ｬＧ 供向ill ぷ氏 ( 11符iサーベイ ) J を|制作Hす る。

樋 ｼ 主 ｬ 泌虫台、地 卜 Ｑ 附のＯ ， ｉｦｾｩｬ￬ 街、 ＧＱＧ (1然の様、 22 ｉｉＢ ， ｾ Ｇ＠ :・!ι !反6 {p  3 刀29日(刈15: 00- 17 ・30

|併のスカイブリッジ、阿221併の:) 1、川会: 義室を 比 戸 会場: 大IIW( . f ! i l l 築健保会館

する。時 I:I Jの経 つのが分 か らなか った。 ，;J 会 : ｉｪ￭ｪｬ ｬＮ ｕｭ｛ 氏Ｈ住まい の Ｇｫ 技ＺＺｉｉ ｴｈ ｾ Ｉ

立派な会議室で委員会を聞く 懇親会

タワーウエスト 22附の B 会: 義まは、スペースも 17 :  00- 19 :  00 r主主気放不( ドンキホーテ) J で

広〈、いすは今まで十 ｬ そった ことのない尚級な ｾｈ レ

ザーものである。持IIJ - t l が大きい書IJ に人が少なく、

j' !1が反糾して少しIll lきとりにくかった。健 卜i (li に

態組合を 1111く。会費は5，0001' J>;" り。 比中・会，跡 l'

はお茶も ，11'1なかったので、ビールのうまかったこ

と。人口屯を HのTiij に眺めながらの夕食会はj瓜'h' i

'jfそられた大耳目lイIのせいかも知れない。 があった。こうし寸機会に、文ーのある ｊ 肋＼ｾ，、。

こんなj 好で「会議を Il f. J くのは依初にして以後だ 人はi凶を '" こすればJJ 旬僚を11f. 1くもので・ある。 H、¥'I:IJ

ろう J と、ー|口l帰り切 ったためか泌待; ないいな} 止

が .'"1 '1て きた。しかし、放れたことも ' Wkである。

① 「プ ロのノ ウハウ」と料公) 阪の車五品報竹

六円 ｬ 氏Ｈ や ｾｴ ｬ リ 以キ Ｑ Ｚ Ｉ か ら宇 ｬｴｦｴ 占 ａ を追いなが ら

J見lリlカずあった。

「主l!築 ・行|川 i .  fl: '七 ・ 1'.本の↑ff十民アクセスフ'ッ

ク (菊|前l似也げ)J は 3 J l 発j j - ( 定てお進めている。

初版3，000古1I 、 州li 3，800円。明" 1' γ校 の 教 杵，'J と

して使う希噌があるので、今度こそ JUIII を守りた

し、。 今、"1'. 版社と; >' i : -?i φ が会 'J 1を主主国'1' である。

「ノ ｫ にまつわるトラブルの 目 ｊ ｾ 例 ・ 解決策 ＼ 立ｬＡ築

制で> (.I-.J J;i 小委 i 11毛他)J は 3 J  J  9  11 に小委i iH: よ

り由主主冬チエ ソク消みの!J ;i 析を受けとる。 'J HyIH立、

175に決定。 4 J  J  Ｑ 、ＺＢ ， Ｉ に発ｾ j したし、。

「 ノ ド にまつわるトラブルの 。 ｊｾｈ［ｉｊ ・解決策 ＼ 設 備

編> (J l ld白':i 小委i l H: 1也)J もj， o]f孟に発行する。

卜

ｊ裁 ､必白 を Ｑｾ 呆 ｌ つ。み［の， ｩｩ＿ にその ｼ 民 ｪ 辿は記す 。 ， ｪ［＿ に有名 な

先 債のl({fJ!l. i文をのせたらどうか。 lfff J1l.i文は，，'11" 1.
1

:: 

の先れ行きには| 民l係がない。人ー手ゼネ コンの，，1j.j "1

.r; が分。作してし、るので、ある手説先れるだろう。

折- ?i 'の印 税はないが、 協会には企jilil 料が人 る。 .;>'; :

者には名数 1111 を.i1主aιする。

立伝) ;/ よ・としては、 「主.I! .築とヰl会 J に拘，1戊するほ

か、事rr処 築 ・処築知識 ・日 経アーキテクチュアに

の せる 。ダ イレク卜メー ｊ レｩ＾ ｩ［ ｆ［ｊＱ ｊ したし、 。 ｬＮ ､ｾ｜Ｚ の

デザインはドI，j -?i ' 共通のものにしたらどうか。1 t ! [ f . l l :

l立4，5001' Jを 卜1111 りfこし、。

その他、「鉄筋 ｉ ｾ ・ ｊ ｾ の引場 ＧγＺ Ｈ北川 ｾｦ ￬ ｬｬｾｴｾ キ Ｉｊ 、

の約つのが: _ I T' . かった。

訴ははずむ。

rjll[ か新しし、処物ができたとき、 凡・γ:会 を かt

て、こんな委n会を|剥 くことはいいことだ。委 ii

のもち 1111 りにし fこらどうヵ、.ー ..J

「忙 しい人が刀に 11111集ま って会l泌を 1I トl くだけ

では、もったいなし、。あとの一杯会にこそ、いろ

んな話が聞けて新しし、柿 却が判られる( 今まで祈

ぶだけで数lul はl持lし、 ていた)J

「今後は、こんな機会を設けて欲しし、。作委ii

に向山虚: をしていたfごけれは. ありがたし、」

ｰ 似な人に頼んでも仕 Ａ ｊ ｾ はできない 。 ｾを ， ｉＡＭ 牟く

ことは忙しい人に絞まないとダメなんだ」

「、"，委 i l 会 に，'-1
1

，てこ られない人もおられるが、

こういうチャンスを I汚Jl J しないと れしょの発以にも

つながらないように思う ・ J

ｲ ｴ，ＧＯｴｉｾ の ｬｬｾ 先端 の訴が特られ、かつ制 ｬ 殺ができ

る会にしていけば人は集まる。そのためには一 人

がみんなのために、みんなが一人のためにIf をn

l..， ｴ ， Ｇ ｩｾ を従供していくようにすればよし、」

「イド木には- j ( 1二 nの委il. 会 制n.Jけるようにな

れはフi 歳だなァ 」

なお、今1111の計 画はJ 原JE行委 U ( 竹 '1' T..f'方/ ，i;)

に111[ か とお III j ，F; にな った。

日 間 平 成B年 E月17日附 13: 2ト 19: 00 

! 内 容 ・見学会細スカイピJゆタワーイースト21階lま !

力、

・第l日匡凶荒廃委員会侮回スカイピル、タワーウエス :  

j  ト22階 銭 程B :  

・懇続会侮田スカイピJL相 下 1階「ドンキホーテJ
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評議員会

技f車滞日門 評議員懇談会

ＲＵ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 特・於本会会議室

出 席 者 下 村 委 員 ほ か 3 名

議 事 技 柿 滞 日 門 選 出 評 議 員 候 補 者 6 名推せんの件

理事会

第 2 回常任理事会

ＲＶ 日 ・ Ｔ 時 ｾＴ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 17名

議 事 ( 1)名誉会員推挙の件

(2)' F-成 5 年度第 Z 回通常総会開催のイ牛

(3) 1 ，圭援並びに協賛名義使用の件

(4)入退会者承認の件

(5瀬告事項その他

編集委員会

第 10回会員企画小委員会

ＱＰ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半珍本会会議室

出 席 者 伊 蔵 委 員 ほ か 3 名

議 事 シ リ ー ズ も の の 報 告 と 掲 載 予 定

第 6 回計画系ーインテリア・住宅一分科会

ＱＱ 日・ Ｗ 時 ｾ ｉｏ 時・於本会会議室

出 席 者 中 村 委 員 ほ か 4 名

議 事 「インテリア ・住宅」介科会の特集企画につ

いて

第 10回作品作風小委員会

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 松 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( l ) f 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2) 1' 乍品の選定

(3)  [ "Gall eryJ 掲載報告 ・予定

(4)  [ " SKETCH  B OOK 欄J の作品構成

第 8 回編集委員会

ＱＳ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 告 村 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 2 月号「建築のエネルギーシステムJ ・「九

州のインスタレーションと貌」特集報告

(2) 3 月号「伊努神宮式年遷宮と神宮界隈」特

集経過報告

(3) 4 月号「構造」特集企画検討

(4)  [ " インテリア・住宅J 特集企画検討

(5冶 員 企 画 、 作 品 作 風 そ の 他

(6)平成 6 年度の特集掲載月号( 予定) 検討

第 11回設備介科会

ＱＷ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 梶 井 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1)編集委員会報告

月間の動き

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 2 月号「建築のエネルギーシステムJ ・「九

州のインスタレーションと貌J 特集途中経

過 報 告

(2) 3 月号「伊努神宮式年遷宮と神宮界線J 特

集広告途中値畠報告

(3) f 乍品作風報告

Ｈ Ｔｾ 虫自特集企画検討

(5阪 支 状 況 報 告

第 8 回構造介手十会

ＱＹ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1)編集委員会の報告

(2)慨宣特集の企画

(3)  r構造の頁J の企画

出羽田本建築総合試馬好斤創立3 0周年記念特集編集幹事会

ＲＵ 日・ Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 松田本建築総合試 ｅ 貴所会議室

出 席 者 和 田 克 朗 、 俣 野 善 弘 、 中 安 進 、 益 尾 潔 、

倉橋岩夫

議 事 特 集 内 容 案 検 討

第 6 団施工材料分科会

ＲＸ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 志 水 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1井寺集テーマの検討

(2施工材市初演の企画

事業委員会

第 9 回若い会員の集い小委員会

ＱＱ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＰ 介・於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1)今後の企画について

包括委員の時間

第 6 回広報小委員会

Ｑ Ｒ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＲＰ 分・於本会会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告及び今後の予定について

第 6 回見学会小委員会

ＱＳ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時・於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定及U喉補について

第 6 回事業委員会

ＱＹ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

教育委員会

(2)  [ " 建築のエネルギーシステムJ 特集の検討 第 3図工高生教育小委員会

(3) 10月号設備特集の企画 Ｗ 日 ・ Ｕ 時半 ｾＷ 時半 ・ 於本会会議室

(4) 日量備の頁」の企画 出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 9名

(5*宣備特集の今後のテーマ 議 事 「第40回工高生デザインコンクールJ 募 集 規

(6) 日生備コーナーJ の企画 定原案について

第 9 回広告企画小委員会 第 4 図工高生教育小委員会

ＱＸ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室 ＲＸ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室
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出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 「第40図工高生デザインコンクール」募集規

定原案の再検討

出版委員会

第 9 回出版委員会

ＲＰ 日 ・ Ｕ 時 ｾＷ 時・鈴本会会議室

出席者 山田副委員長ほかゆ名

議 事 ( 1) < プロのノウノウ〉と特装本の紐盈報告

(2)今後のテーマと執筆者選定について

(3)プ口のノウハウ講座シリーズについて

見学会

大阪府立近つ飛鳥博物館見学会

ＲＰ 日・ Ｒ 時 ｾＴ 時半 ・ 参加者 ＱＰＵ 名

WE S T ピル免震断脅造見学会

ＲＷ 日・ Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 参加者 ＵＰ 名

和歌山県立きのくに志学館+ i E 出美f車f館・博物館見学

A 会、

Z コE

ＲＹ 日・ ＱＰ 時半 ｾＵ 時・参加者 ＷＸ 名

30' sEYE2 1世紀へのエスキス

木下直之「駅前の文化についてー駅前彫刻と造り物- J

Ｒ Ｑ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時・参加者 ＳＹ 名

建築クラブ

新年宴会

ＱＱ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時・治大阪グランドホテル

参 加 者71名

| 月の入会者 (敬称略)

〔団体会員件幻

日制免気( 株) ( 株) 日建設計名古屋事務所

〔個人会員 4 名・準会員 2 名〕

手吊垣雅彦 坂 辺 光 正

( 金エー踊揖祭位計( 務 )) ( 埴辺工機)

豊 岡 達 夫

( 大屋世計)

大 川 内 数

( 愛知産大}

- 会員の計報

安田 誠

( 修戚盟専)

竹 内 邦 夫

{ 斬宅盛腔)

名誉正 会 員 黒 川 巳喜 ( 黒川建築 事務 所)

平 成 6 年 1 月2 日死亡

//  福永 簾( 建築技術セ ンター)

平 成 6 年 3 月 8 日死亡

正 会 員 大 坪 哲 夫 (対平産業)

平 成 6 年 l 月 20日死亡

団 体 会 員 松 永嘉一 郎 (梅彦)

平 成 6 年 l 月23日死亡



テトカッパー防水
奥山化工業械式さ社

本 社東京都中央区銀座.8- 4- 9 奥山ピル TELω( 3571 ) 2703!僧 FAX03( 3571 )0264 

| カ・〆ー防水帯 ー コーパータイトオクロン防水待目

資料をご. . * 下さい。

大阪事務所 TEL06(391) 1081 - 2向X 06(395)2109 名古屋出世所 TEL052(81 1)3660 

情浜宮聾所 TELO同 り20)・832 同X045(320)47“ 嘩 本 出 彊 所 TEL0462(21) 1761 FAX0462(23)  13削

埼玉宮纂所 TELO刊行74)2845 玉 城 出 彊 所 TEL0292(28)  0878 FAX0292 (28)  2614 

11  ｾｾ ｙ ｲ＿ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

NAX 

本 社 〒540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1O( T SビJ レ)

T E し ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 (i i ; )  

・東京/ 微浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸/ 静岡/ 岡崎/ 名古屋川山/ 大津/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/ 他全国主要都市

人・問・空・問

た い せ つ に

ｉｎａｘ が提唱する「 環 廃美 ｾｉ ｡Ｚ 、 都市空間を再僑成する都市美 、

高質の住まいづくりを推進する生活美、

そして企業イメージを建築物で高める企業美 一

この3 つが柱となっています。

そしてここ! こ共通する基盤は、「セラミツク授術」です。

台所、浴室、トイレなど水まわりはもとより 、

円、庭園、玄関まわりなどのエクステリアをカバーし、

さらに建祭の内外装から街の広場づくりへと、

I NAXタイルの世界は大きく未来をひろげつつあります。

係式会社 I NA X

大 阪 支 社 干 550 大 阪 市 西 区 新 町 1- 7ー 1 T E L.06 - 5 3 2 - 608 1  

本 社 干 479 愛知県常滑市鯉江本町5ー 1 T E L . 05 6 9 - 3 5 - 2 700  
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松町ト25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市i定川区加島ト58- 59 電話 06 (302)  2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・mヲイヲシ徽式会社

本 唐 大臣本社 干 550 人;阪，Ii j川lズi l r 刷。 11"1 19酢25サ 屯 訓 (06 )441 8231  

東京本 社 干102 J ! ( . (  1:11  r 代1I 11>(i;¥1見 21"1 115酢10サ 屯 l品川3)3261ー岡山

支 社 れ ，'， 114 仙 附

主 底 札 叫 仙 f ，• l J i 出. )' ;i' i .  r 且 織 iJ t 背 骨 川 点 仰 神 ， i  .  J..:. J 唱。 1>1山

Ｑ ム品高松ｦｬｉ＼ｾド

営 揖 所 .:ri仏 両館，' . ｲＮＮＮＮ 杭川雌 Ｑ 尚 ｍ ｉ ，晶 ｉｈｦ Ｎｭ 尚 ｴＢＧｾ 川 ｩｉＧ .  ｩ ［ ｾ＠ I11 

ｾ＠ .. ， Ii' .  lti 山松山高知北九州・鹿児h.¥ 郎 副

出 張 所 地 111 . ff.¥品・ 111刷 。 怯H 他山ト IVJ. U崎) . ; 叶山崎

調 外 支 底 / ノ ガ ポー ル ホ ン コ J

按 情研 究 所 干 l54 !ゐ i 県人1111 /11; 品町) . ; ' ; 北ぷ JI .39() 酔 地 'ilt ，I!; (0492)SH 1511 

空気調和設備 / X "'¥ 産 業 設 備

給俳ノk 設 備 1 1冨、 l 水 処 f盟 施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 自 谷 清 二

大 阪 支 出 長 三田 村 嘉 也

大阪支庖 大阪市中央 ｾｾｴｩｊｾＲ Ｍ Ｒ Ｍ ＲＱ ｾｴ，Ｚ話 ＰＶ Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＳＰＷ Ｑ Ｈ 代表 Ｉ

本 庖 点京郷千代出医有楽町 1- 4- 1 電話03( 3502)6111( 大代 )

支 唐 名山屋 ・九件| ・北海道 中l玉1. 東北 ・北陸・四民l

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工事討結審社

大阪支后 大 阪 市 北 区 紅梼 PIT 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東京 都 中 央 区 日 本 橋 鱗 棚T 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙台 ・札 幌 ・広 島 ・福岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。掠式会社

-・
-
-

空晃 調

本 社大阪市中央区域見2丁目 l番61号、yイノ21MfD! ' ワー 電話 06- 949ー1371

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ノ レ 電 話03- 3344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 番 20 号 電話 06- 363- 1371

支 庖 仙 台 ・償浜 ・名古屋 ・京都 田神戸 ・広島 ・福岡

営 業 所 札 幌 ・松江

出張所 ｾｦ 森 ・ 秋田・盛岡・大宮 ・ 千葉 田 川崎 富山・福井 ・和歌山・

鳥取・岡山 ・高松 田下関 田熊本 ・鹿 児島 i中純!

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

1・よりよき環境ヘ繍で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オートセン 7 ービル 1 ・2階)

手I;f 記帯号542 '，t，: ，前大阪 ( 06) 768 - 5  0  3  1  代 表

1 ;， テナンス部、正 uA 大 阪 ( 0  6 )  7  6  8  - 1  6  5  1  f¥: 1<. 

点京Jピ1，'1 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表
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空 気 調 和

給 排 水 衛 生

。搬送機設備

設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策横式 ｦｩｾｴ
大阪支后 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 呑 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 〒 100 東京都千イて田区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 0 6 - 466- 2268

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

給 ・排水 ・衛生 ・消 火 ・空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話大 阪 (458) 3628番

支 底 ・' 品安m斤 縮 問 ・京者11・天 理 ・川西 ・や1

'

戸

O K U J U  
スヘースク，，%イ，ー

自 第rEl!sL愈容もお島Eタ妥ヨ諒 舘 拶 窃 @

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル・システム天弁・間仕切

畑幸社オクジュー

本 社

大阪市北区西天渇5丁目 3番7号 干530

TEL( 6) 312-4131 FAX( 6) 312-7998 

東京・九州機浜・名古屋・仙台宮崎京邸

⑧操歯菌献金桓

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 II 号 T EL ( 06)351- 5428附

F AX ( 06) 351- 5299 
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⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃E 叫F 司: 1: 11 唖7・

噌 F電_.......

⑪ 東 洋 : ; ; 了 二; ; ; ; ; ?地 区ｻ江 ［ｊ 日 Ｊ￬ ｴ［ ｾｉ￯ｭＪＪｾｾ 益社

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間] 専用 ( 691) 1 0 4 5  

大阪市北区苅向1- 5- 20 電 話 ( 06) 352- 3501刊

津 市 栄 町 2 - 1 1  1 危結( 0592) 26- 361α内

四 日 市 市 西 末 広 IIIJ Tt i : 話( 0593) 53- 7431附

i1r市中央2丁目 4- 28 危 話 ( 0775) 22- 9738刊

大 阪 支 底

三 軍 支 庖

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

社

設 計 施 工

ム一

A
式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの技術手×会長d b

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビル T E L 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 T EL 大阪06(385) 1361(代) 京都営業所 T E L 京都075(311 )1l 85(代)

東京営業所 T EL 東京03(3574) 0 6 6 5  福岡出張所 T EL 福岡092(771 ) 6 1 6 8

支本代表取締役 山
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東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社
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支社長

大阪市中央区高麗縞 4 丁目 3番 7 号 電話大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川・東関東・中部 ・九州|

代表取締役

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5ii 皆)

屯 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場IIJT 2 丁目 1 7 番 3 号

氾 百舌 0 3 (  3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( イ七)

堺 ・ 泉 州|・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

底

本

支

営 業 所

電 気E宣備 .t十装冊目l御段備・空間段備・クリーンルーム段備・プラント段備

鉛排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 0 ・役骨十施工

三宝電機株式会事士

取 締 役 社 民 必 納 秀

&  

事 担 干5却大阪市1怪翌荻盟12-o- 8( 宣ピ1(，) TEL 缶(3o4) W1.FAX 侃(3曲目印

璽盟主柱干1宙東京範署区軒112.16( ニコ一新圃ピJレ) TEL回( 話ω0131.FAX 関( 抑)0268

名古車豆活干4618芭E 剖隠童相日ー11-14 TEω 包(991)5131・FAX052(914)7日5

陣戸豆庖干 ＶＵＷ 神戸市量区岩盤羽町 ｈｾＨ 工ピスピ Ｑ Ｈ，Ｉ TEL071!(鈎1)5!V1・FAX071!(朋)6揖1

m研 究 所 干5! 1l 大飯府締官三宝町七73国 TELomω) 8408.  FAX0n2(1月1似

人と都市の快適な環境をつくります

- 空 関 ・ 給 排 水 ・ 衛 生段 備

空劃同和

工喝配菅

水晶理

コー ジェネレーション

クリーンルーム

・プラ ン ト

プラント肘甚

ンステムエンジニアリング

y 凶 世 阿 司 王

φ 住友電設株式会社 読ま:iZ1222官 臨 む;zm3i mT

- 情線通信段備

情岨通情ネ ットワーク

情岨担理

温情システム

量進システふ

・ 電 力 瓶 量段 備

畳宜喧

架空過配電

地中退配電

官禽祖目股肘・施工 ・監理

・ 電 気放 備

畳宜電・幹蝿

動力・酬割轟置

電峰、抽送. インタ ーホ ン

防犯、防虫

中灸監視酬闇

システ. L. 肘轟

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大 阪 市 平 野 区 加 美 北 3 - 4 ー 5

T EL  06 ( 792)  585R F AX 06 (792)  2810 

大阪市西区西本町 I の13の33

T EL.06- 532- 046 I  ( 代必}

FAX. 06- 535- 5181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪ぉ' ' 1 孝窯業通告

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠
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日本電植株式会社

天理営業所
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一! : 二: ナ)(株)副 O! J : J !J D:2 

線 式 会 主 主 王 ヌ 王 ム ピ ' 一

線 式 会 社 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 抑 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支庖 大阪市中央区北浜3-2- 23( 位置ピル)

T  E  L 06- 202- 3294  

1111
11 場

一

ニ

ヱ

第

第

。 Ｎ＾Ｑ｟｟ ｜｜ｩｾＭ 酬の断熱用シｾ人
1ジ〓 イみ

目n/¥' ，イナ11ーシート P

自 主 電 線 株 式 曾 社 割 問 刊 区 脚 内2丁目1. 1雪(干代国ピ) ( ，)

デンカC S Aファミリー製品

-子二J DCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・雪ニ ｊｄＢｾ ，ヨニ ｊ Ｈ グラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・雪ニ ｊｄ 守 Ｓ ー宇 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ生私＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニJ DES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ DI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL  本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞在n ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

d 色、

':z:t; 式株業産

巴卓司

刀て浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

3甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL  

A

Q

玄式

阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

株業産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

郷 化 成 株 式 会

TEL 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

東ネ土

A

Q

玄式株産物羊光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  TEL  人ー 阪

116  



• 
21 世紀 にチャレン ジ

防 マ チ ッ ク な 光 と 影

トートヨ号コυ: スヲ::1:1

現代の建築文化 に欠かせない素材 ステンレス。

トー トは、半世紀近く 前から 、ステン レスの美しさや強さ 、

デザイン性の高さを建築に生かすよう努めてきました。

その成果は多方面で注目され、多くの実績を重ねています。

現在トートでは、鏡面仕上、 ショットプラス ト仕上など

数々の技術を駆使して 、

への情熱と未来を予感させる感性で、

さらにステンレスの可能性を拡げています。

KDD大 手 町 ピ ル ス ク リ ー ン/ へ ア ライン ・力 ラ ー 仕 上

トート株式会社 ア::::;:;器部311:: (;::::;::: ::;

支底・営業所/ 札幌 ・青森 ・秋図 ・仙台・郡山・水戸・横浜 ・富山 ・金沢・名古屋・広島 工場/ 埼玉・宮城・岡山
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プ 変 網

リ ー 一

I  えま 戸の

ツ し 常

車 問 た 言 哉

ｾ＠ 0 を

ｌｆｾ＠ ｾＴ＠

不要なときは、サッシ枠に収納で、きて、

使うときだけ引きだせる

折りたたみ式のプリーツ網R

使うときだけ引き出し 、不要なときはサ ッシ枠に

収納できる、出し入れ自在の画期的な網戸の誕

生です。虫の侵入を気にすることなく室内換気す

る網戸も 、実際に必要な期間はわずか。 シースン

オフにはジ、ヤマにな ったり 、はずれたりと 、{ 可か

とトラフルを生みがちでしたが、プリーツ網戸な

ら、こんな不満を一挙に解決します。使わない時

はサ ッシ枠に収納できるので、網の汚れや破績も

少なくなり 、そのうえ 、出し幅が自由自在。プリ

ーツ網戸にはサ y シに組み込まれた「一体型タイ

7

0

J と、いまお住まいの窓やドアにも後から取り

付けられる「後付けタイプJ があります。 “ 網戸

のネ ットをたたん でしまう" という 、不二サ ッシ

の思い切った発想がカタチになりました。

砂砂

1111  1111  

. 軽〈押すだけでプリーツネ y トがサ

y シ枠に収納。瞬時に網戸が消えます
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・f置いたいときだけ引きだして、快適

換気を実現。間関もスムースです。

定 茎嬰

雪量百

一座
8 翠大

口 料阪

円 はー

会 |

消本空三

51S1 
29 T てい

円内徴 五

詰 収 番

其雑Zち 03379- 3

1i 06- 262- 2541 大阪府大阪市中央区本町3-4- IO(本町野村ピj レ)

折りたたみ式収納網戸

プリーツ網戸

窓から夢をひろげていきます

8VZ1724yt ; わtt|

新発売


